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　　桜さくら岡おか幸こう次じ







「……うわ……」

　タクシーから降りた俺は、思わず呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「……これが、有名な……？」

　ここは、バリ島。

　有名なリゾート地、ウブドゥにある、『ル・パラディ・ドゥ・ウブドゥ』というホテル。

　伯お父じが旅行代理店を経営しているおかげで、俺もホテルとかにはちょっと興味がある。

　ここは、世界ホテルランキングでも連続で一位を取っているという、有名な……そしてとんでもなく宿しゆく泊はく費の高い、超ちよう高級ホテルだ。

　タクシーが停まったのは、いかにもエキゾチックな彫ちよう刻こくの施ほどこされた、まるで三角定規を左さ右ゆう対たい称しように立てかけたような、不思議な形の門の前だった。

　カート付きのトランクを引くのも忘れ、おれは巨きよ大だいな門を呆然と見上げる。

「……さすが、高級ホテルだけあってすごい……」

　石を敷しき詰つめた道が長く続き、両側には巨大な椰や子しの木、色とりどりの花を咲さかせた生け垣がき。そしていかにも熱帯という感じの緑の濃こい植物たちが茂しげっている。

　生け垣の間に、果くだ物ものや花の供えられた、石の祠ほこららしき物が点在している。

　そして、守り神なのか、頭に南国の花を差し、腰こしに白と黒のチェックの布を巻いたユーモラスな石造りのカエルの像がいくつも置かれている。

　聞こえてくるのは、ゆったりとした風に揺ゆれる、椰子の葉の擦こすれる音。

　そして遠くから、まるで幻げん聴ちようみたいに聞こえてくる、不思議な調べ。

　青いと言うよりは紺こん色いろに近い、晴れ渡わたった空。

　ジリジリと皮ひ膚ふを焦こがすような、赤道直下の太陽。

　頰ほおに吹ふき付ける、オーブンの中にいるかのような熱い風。

　ふわ、と香かおった濃のう厚こうな花の香りに、ここは遠い国なんだな、と思う。

「……すごいな。なんか別世界に入り込んじゃった感じ……」

　俺は思わずドキドキして……それから、違ちがうだろ、と自分を叱しかりつける。

　……俺はここに、失しつ恋れんの痛手を癒いやしに来たんだ！　嬉うれしがってどうするんだよ？

　俺の名前は桜さくら岡おか幸こう次じ。私立清せい祥しよう学がく園えんの三年。テニス部の部長を務めている。

　最近俺にはめちゃくちゃショックなことがあった。それは、ずっと憧あこがれていた美人の新入生、速はや川かわ爽そう二じくんに振ふられてしまったこと。

　しかも、彼は俺の告白がきっかけになって自分の気持ちに気づき、そのまま想おもい人のところに駆かけつけちゃったらしい。そしてどうもそのままラヴラヴになったみたいな雰ふん囲い気きで。

「……あーあ、失恋したうえに恋こいのキューピッドになっちゃった俺って……なんだかすごくマヌケな感じ……」

　いっそのこと、どこか遠くに行ってしまいたい……と落ち込んでいた俺に、ちょうど家に遊びに来ていた伯父が、バリ島旅行をプレゼントしようか、と言ってくれた。

　この伯父は大きな旅行代理店を経営しているから、前からよくうちの家族にも旅行をプレゼントしようかと言ってくれていた。両親はけっこう大きな病院を経営しているからそうそう休めないし、俺は授業があるからなかなかプレゼントを受けられなかったけど……今回、俺はちょうど一週間のテスト休みに入るところで。

　静かなホテルでのんびりすればきっと気分も晴れるよ、と伯父に言われて、つい心が動いてしまったんだ。

　それを受け取っちゃうところが俺って男として甘いかな、とは思うけど……でもバリ島には前から興味があったし、日本で爽二くんを思って落ち込むよりもずっといいかな、と俺は一人でバリ島に出かけて来たんだ。

「しかし、伯父さん、今回はやけに豪ごう華かなホテルを取ってくれたなぁ」

　思わず呟いた俺の耳に、ヒタヒタ、という軽い足音が近づいてくるのが聞こえた。

　……え？

　すぐ近くの椰子の木の向こう側から、いきなり人が姿を現した。

　身長は俺より十センチくらい高い。きっちりと張った肩かたでスタンドカラーの真っ白なシャツを着こなし、キュッと引き締しまった腰に、緻ち密みつな模様が染め抜ぬかれた布を巻いている。

　陽ひに灼やけた頰で、なかなか見られないような端たん整せいな顔をした、二十代前半くらいの青年だ。

　艶つやのある黒くろ髪かみ、長い睫まつ毛げと、黒い瞳ひとみ。スッと通った鼻筋、形のいい唇くちびる。

　青年とかいうよりは、すごい美人さんといった方がイメージだけど……しっかりと張った肩と平らな胸はどう見ても男性だ。

　思わず驚おどろいて目を丸くしてしまう俺に向かって、彼は祈いのるような仕草で両手を合わせる。

「スラマパギ」

　彼の唇から出たのは、まるで魔ま法ほうの呪じゆ文もんのような言葉。

「へっ？」

　……俺、本当に不思議な世界に紛まぎれ込んじゃったわけ……？

「失礼いたしました。インドネシア語で、おはようございますという意味ですよ」

　可笑おかしそうに言われた言葉は、美しい発音のクイーンズ・イングリッシュだった。

　……英語なら、小さい頃ころから家庭教師をつけられていたから、なんとか話せるし。

　俺は、彼の言葉が理解できることにホッとする。

　……うるさい家庭教師の、めちゃくちゃ厳しい授業が、こんなところで役に立つとはね。

「サクラオカさまですね。お待ちしておりました。……お荷物をお持ちします」

　彼は言って手を伸のばし、俺のトランクを持ち上げる。

「あ、あなたは？」

「サクラオカさまの部屋付きのコンシェルジェです。クトゥと申します」

「部屋付きの……コンシェルジェ？　コンシェルジェって、ホテルに一人しかいないんじゃないの？　ロビーの所にデスクを出してふんぞり返ってたりして」

　思わず聞いてしまった俺に、彼はクスリと笑う。

「たしかにほかのホテルでしたらコンシェルジェはロビーのデスクにふんぞり返っていますね。ですが、このホテルにはすべての部屋にコンシェルジェがつきます」

　……すごい、さすが高級ホテル……。

「何かご必要なもの、手配するものなどがありましたらなんなりとお申し付けください」

　彼は言い、踵きびすを返す。

「どうぞ、こちらへ」

　片手にトランクを下げたまま、優ゆう雅がな足取りで道を進みはじめる。

　木々の間を抜け、角を曲がると、ふいに真っ白な石造りの建物が姿を現した。

「……うわ、綺き麗れい……！」

　真っ白な大理石の床ゆかと、インドネシアっぽい彫刻が施された太い木の柱。

　日本の茅かや葺ぶき屋根によく似た、植物で葺ふかれた屋根。高く天に向かって尖とがり、内側に渋しぶい色の竹を組んで作った梁はりが美しい模様を描えがいてる。

　クトゥの後について、屋根の下に足を踏ふみ入れる。

　空気が乾かん燥そうしているせいか、日ひ陰かげになっているそこは不思議なほどひんやりとしている。

　真っ白な大理石の床に、自分の靴くつ音おとだけがカツン、と高く響ひびいて、ちょっとドキリとする。

　……どうして彼は足音を立てずに歩けるんだろう？

　俺は思わず足下に目を落とし、彼が涼すずしげな裸足はだしで歩いていることに気づく。

　自分がはいている革かわ靴ぐつ、飛行機に乗るために着込んだ暑苦しいスーツが、いかにもこの場所に不似合いな感じがして、俺はちょっと赤くなる。

　……なんか俺、田舎いなかモノって感じ？　それともお子様？

　俺は気け圧おされそうになり、それから、いけない、と思い直す。

　……俺はここに癒されに来たんだぞ！　自分から緊きん張ちようしてどうするんだよ？

　自分に言い聞かせ、落ち着こうと周りを見み渡わたす。

　静かな自然に囲まれたシックなホテルで、いかにも大金持ちの隠かくれ家が、というイメージだ。

　ロビーには、太い竹で組んだ骨組みにシルクのクッションを配置したバリ風のソファと、竹で組まれたローテーブルが、落ち着いた距きよ離りを保って配置されていた。

　そこに座って本を読んでいた、いかにも長期で疲つかれを癒しに来たお金持ちカップルって感じの男女が、ふいに目を上げる。

　そして、俺の頭の先から靴くつの先までを、ジロジロと目で辿たどる。

「……う……」

　俺は、自分が着ているちょっとサイズの合ってないスーツが恥はずかしくて、思わず頰を熱くしてしまう。

　……どうせ俺は、まだ高校生ですよ！

　お金に糸目を付けない大だい富ふ豪ごうか、じゃなかったら、旅行通のハネムーナーが一生に一度の思い出に……って泊とまるようなとんでもない超ちよう高級ホテル。

　本当なら、俺みたいな未成年が、一人で泊まれるような所じゃとてもないだろう。

　……やっぱりどうしても場ば違ちがいだよなぁ。

　俺はカップルから目をそらし……ロビーの突つき当たりが、深い谷になっていることに気づく。

　深い谷の向こうには、滴したたるような緑のジャングルが広がっている。

　谷の斜しや面めんに美しい曲線を描くのは、インドネシア名物の棚たな田だだ。

　ジャングルと、黄緑色の稲いねが、まるで美しい絵みたいだ。

「……うわ、すごい景色」

　思わず呟つぶやくと、クトゥはチラリと振り返って満足げに笑う。

「このロビーからの景色は、定評があります。このホテルが世界ホテルランキングで何度も一位をいただけたのも、この景色のおかげかと」

　彼の自信ありげな口調に、もちろんそれだけではないけれど、という響きを感じる。

「私はここで働けることを光栄に思っております」

「……そうかぁ。俺も、ここに泊まれることを光栄に思わなきゃ」

　俺は、かなり浮ういてる感じだけど、と心の中で呟きながら言う。

　クトゥは歩きながら、満足げな顔でうなずく。

「ここでの滞たい在ざいをお楽しみいただけると嬉うれしいです」

　……そうだよ、俺はここに楽しみに来たんじゃないか。

　……何、緊張してるんだよ、俺？

　俺は咳せき払ばらいをし、いかにも物もの馴なれた大人の顔を装よそおって、クトゥの後についてロビーを横切る。

　……しかし。

　俺は心の中で早くも冷や汗あせを流しながら思う。

　……ここってロビーだよね？

　……なのに、どうしてフロントがないわけ？

　ソファセットが並んだ広いスペースはどう見てもロビーなんだけど、ホテルのロビーに普ふ通つうならあるはずの、フロントのカウンターが……どこにもない。

　クトゥは、ロビーの突き当たり、景色を見渡せるところにあるソファの前で立ち止まる。

「ここでお待ちください。すぐに係の者が参りますので」

　言って、俺の荷物を下げたままでスタスタとどこかに行ってしまう。

　……うわ、一人になると心細いぞ……！

　俺は小さくなりながらソファに座り……その座り心ごこ地ちの良さに思わずうっとりする。

　硬かたい竹でできた背もたれと、座面のシルクのクッションのサラサラした感じがすごくいい。

　ひたひたという足音がして、髪かみに花を挿さして美しいアジア風の模様が染められたワンピースを着た女性が、俺の前のローテーブルに綺麗なカッティングの入ったグラスを置いてくれる。

「え？　あの……！」

　……うわ、ここって喫きつ茶さスペースだったの？

　俺は冷や汗を流しながら思う。

　……俺、資金が足りないから、節約しなきゃならないのに！

　こんなホテルまで取ってくれた伯お父じさんから餞せん別べつをもらうことなんかもちろん悪くてできなかったし、両親は俺のことを心配するあまりすっかり旅行資金をくれるのを忘れていた。

　だから、空港で下ろしたお小こ遣づかいの残り……一万五千円しか手持ちのお金がない。

　親のファミリーカード（ゴールドだ）はあるけど、きっと数百円のジュースにカードなんか使えないだろうし、第一、親のお金を使うのは気が引けるし、できれば自費で過ごしたい。

　実は……こんなにリッチなホテルに泊まりながら、俺は今、とっても貧びん乏ぼうなんだ。

「……頼たのんでませんけど！」

　慌あわてて言ってしまうと、女性はにっこり笑って、綺麗な英語で、

「ウェルカム・ドリンクです。よろしければどうぞ」

　言って、身軽に踵を返して歩み去る。

　……ウェルカム・ドリンクってことは、無料……だよね？

　……そうか、高級ホテルならそんなものも出るよな。

　俺は一人で赤くなりながら、グラスを持ち上げる。

　親は病院を経営していて結構お金持ちだけど、いつも忙いそがしいからまともに旅行に連れていってもらえたことすらない。学園では、『大病院の御おん曹ぞう司しでお金持ちのお坊ぼつちゃん』みたいに言われてるけど……実は俺は、リッチな場所にはとっても不慣れな人間なんだよね。

　俺はため息をつきながら、グラスからジュースを一口飲む。

「……美味おいしい……」

　薄うすいオレンジ色のそれは、酸味が強くて、だけどすごく爽さわやかな味だった。

「……なんだろう、これ？」

　俺が呟いてグラスの中を見ていると、

「エス・ジュルと呼ばれている、柑かん橘きつ類るいのジュースですよ」

　後ろから英語で言われて、俺は驚おどろいてしまう。

　そこには、きちんとしたスーツを着た、五十歳くらいの男の人が立っていた。

　アジア系のスタッフばかりだったけど、彼は欧おう米べい人らしい顔立ちをしていた。

「えっ？」

　驚いて見上げる俺に、彼はにっこり笑って見せて、そのまま向かい側のソファに座る。

「失礼いたしました。ご予約のサクラオカさまですね？　このホテルのジェネラル・マネージャーのハンス・ラウゲです」

「あ、はい。俺、桜岡幸次です！　よろしくお願いします！」

　グラスを置いて頭を下げ、それからそんなことまですることないんだよな、と赤くなる。

「サクラオカさま。こちらが宿帳になります。サインをお願いできますか？」

「あ、はい」

　ボールペンを差し出されて、俺は慣れない英字のサインをする。

「それから、お手数ですが、身分証明のためにクレジットカードをお願いできますか？」

「え？　あ、はい」

　慌てて財さい布ふから出したゴールドカードを渡わたすと、彼は持ってきた小さな機械にそれを通し、すぐにカードを俺に返してくれる。

「ありがとうございます。……お泊まりは今日から四泊でよろしいですね？」

「は、はい！」

「ここでの、ご滞在をお楽しみいただけると嬉しいです」

　ラウゲ氏はにっこり笑って立ち上がり、手を挙げてどこかに合図をする。

　どこかに姿を消していたさっきのクトゥが、魔ま法ほうみたいに姿を現し、身軽な足取りで近づいてきて、俺の脇わきに立つ。

「お部屋にご案内いたしましょうか？　それともダイニングでお食事になさいますか？」

「へ？　あ、いえ、部屋に行きます」

　クトゥはうなずいて、俺をロビーの脇の方に案内してくれる。

　ロビーの脇から続く階段の下には、石が張られた小道。両側には茅かや葺ぶきの屋根を持つ門と、真っ白な石で作られた塀へいが続いている。

「ここは、バリ島の村を模して作られています。塀の中にコテージがあります」

　クトゥが言う。俺は高い塀を見上げて、

「すっごい。この中に泊まるんだ？」

　塀の向こうには、見たこともないような大きな熱帯の木がそびえ立ち、エキゾチックなマゼンダ色の花が咲さき誇ほこっているのが見える。

　石造りの塀に、木でできた看板が下げられていて、そこにはバリ風の女の人が挨あい拶さつするように手を合わせた姿と、『House Guest Only』の文字が彫ほられている。

　……このホテルはレストランとかも有名だって聞いたけど……。

　俺は、迷めい路ろみたいに曲がりくねる塀に挟はさまれた道をクトゥの後に続いて歩きながら思う。

　……ここから先に入れるのは、このホテルのゲストだけなんだな。

　……なんか妙みように優ゆう越えつ感、感じちゃうかも……！

　クトゥが、一つの門の前で立ち止まる。

　両側に背の高い灯とう籠ろうみたいな石の彫ちよう刻こく、茅葺きの屋根を持つ屋根と、頑がん丈じようそうな木の門。

「ここが、サクラオカさまのお部屋になります」

「ここ？」

　俺は、大きなお屋や敷しきの入り口みたいに見える門を見上げながら言う。

「ええと……この中にいくつも部屋があってその中の一つの部屋ってことですよね？」

「いいえ。ここから先は、すべてサクラオカさまのお部屋です」

　彼は、木のキーホルダーがついた鍵かぎを出して、門の鍵穴に差し込む。

「ええっ？」

　俺が驚いている間に、ギギイ、という重い音を立てて門が開かれる。

　その向こうに広がっていたのは……。

「……うわ……！」

　俺は中の景色を見て思わず声を上げてしまう。

　門を入った右側には、茅葺きの屋根と大理石の床ゆかを持つアウトドアダイニング。

　左側には、やっぱり茅葺きの屋根と大理石の床を持ち、開閉式のガラス戸に囲まれた、リビング兼けんベッドルーム。

　そして正面には、青緑色の水をたたえた、四角いプール。

「プールがある！　これって……」

「あなた専用のプールです、桜岡さま」

　彼は言って、門を押さえ、俺を先に入れてくれる。

「……すっごい……」

　俺は石で造られた道を進み、プールサイドに立ってみる。

　プールの向こう側には、ロビーから見えた棚たな田だが見下ろすことができた。

　フワリと吹ふき上げてくる南国の風が、俺の頰ほおをフワリとくすぐる。

　……俺……なんだか夢みたいな場所に来ちゃったみたいだ。

「お部屋には室内のバスのほかに、屋外のシャワーもあります。ぜひお使いください。……他に何かご質問は？」

　クトゥの言葉に、俺はとりあえずかぶりを振ふる。

「広すぎて、何を質問していいのか想像がつかない。いちおう探検してみるよ」

　クトゥはにっこり笑って、俺の手に鍵を渡してくれる。

　木き彫ぼりのキーホルダーはよく見るとヤモリの形をしていてなんだか妙に可愛かわいい。

「こちらが門の鍵です。オートロックではありませんので、ご自分でお締しめください」

「わかった。どうもありがとう」

　クトゥはにっこり笑って、最初に会った時と同じように両手を合わせる。

「それでは、ごゆっくりおくつろぎください」

　言って、そのまま門から出て行ってしまう。

　俺は門の鍵を内側から締めて、門に寄りかかり、呆ぼう然ぜんと自分が今日から泊とまることになる場所を見つめる。

「……すっごい。こんな贅ぜい沢たくしていいのかな？」

　俺は伯お父じさんにちゃんと御お礼れいを言わなきゃ、と思い……。

「あっ！　チップ！」

　ふいに、ここまで案内してくれたクトゥにチップを渡し忘れたことに気づく。

　慌てて門の鍵を開け、門を開いて見るけど……クトゥの姿はすでにどこにも見えない。

「……あ～あ。ひどいゲストだと思われたかなぁ？　あんなに親切にしてもらってチップもあげないなんて」

　俺は、なんだかちょっと落ち込んでしまいながらため息をつく。

　……思えば、俺って、昔からいまいち中ちゆう途と半はん端ぱな男だったんだよな。

　俺は落ち込んでしまいながら庭を横切り、アウトドアダイニングの椅い子すに座り込む。

　とりあえず顔はまあまあだと思うのに、想おもい人にはいつも振られてばかり。

　いちおう名門の私立清祥学園って学校になんとか入れはしたけれど、秀しゆう才さいばかりが集まっているこの学園ではどんなに頑がん張ばっても成績は中の下。

　テニス歴の長さを買われて名門テニス部の部長になれたはいいけれど、試合の成績はほかのレギュラーに負けている。

　……そんな半端な俺には、爽二くんは本当に眩まぶしく映ったんだよな。

　うっとりするような綺き麗れいなルックス、成績は文句なし（噂うわさでは入学試験で全教科満点だったらしい）、ラケットを持たせればまるでプロ選手みたいに凄すごい試合をして、ガタイのでかい男どもをばったばったとなぎ倒たおす。

　……そしてなにより……。

　俺は、爽二くんがテニスをする時の凜り々りしい姿を思い出して、ドキドキしてしまう。

　……爽二くんは、生徒たちにどんなにちやほやされても全然動じず、誘さそいをさらりとかわしていて……なんだかめちゃくちゃ格好良かったんだよな。

　入学式の直後。彼が中学校の時に全国大会まで行くほどの腕うでだと知っていた俺は、ダメもとで爽二くんにテニス部に入部をすすめた。あんなにテニスが上手なんだから、きっと外部の有名なテニスクラブに通ってるだろう、とか思いながら。

　だけど意外なことに爽二くんはあっさりと入部をオッケーしてくれて。

　身近になったら、彼は予想以上に礼れい儀ぎ正しいいい子で、しかも凜々しくて、格好良くて……俺はなんだか彼に夢中になってしまった。

　そして、この気持ちはきっと愛だ！　俺は彼の恋こい人びとになりたいんだ！　と思いつめ、告白し、そして……あっさりと玉ぎよく砕さいしたというわけだ。

　……すっごく憧あこがれてたんだけど……まあ、爽二くんみたいなすごい子には、俺なんか釣つり合わないってことだよなぁ。

　憂うれいのため息をついた俺のお腹なかが、いきなりキュルル、と鳴り、俺は一人で赤くなる。

　……ああ、俺って、何から何まで格好悪いかも。







　　ジャンニ・バスティス







「もともとこのホテルは部屋数を絞しぼり、サーヴィスに重点を置くというコンセプトで造られた。そのために予約は来年までいっぱいのはずだった。なのに……」

　私は、本社から持ってきたこのホテルの資料の挟まった分厚いファイルをめくりながら言う。

「来月の予約が、どうして埋うまっていない？」

　目を上げて、このホテルの総支配人、ハンス・ラウゲを見つめる。

　ここは、支配人室。応接用のソファだ。

　私の名前はジャンニ・バスティス。二十九歳。

　バスティス・グループというイタリア系のグループの総そう帥すいであり、バスティス家の現当主だ。

　父から当主の座と、このホテル・グループの経営を引き継ついでから、二年が経たった。

　自分のホテル・グループ内でも、質の悪くなったホテルは容よう赦しやなく潰つぶす。

　そして他人の経営しているホテルでも、質のいいホテルがあれば、金を積んでその経営権を買い取る。

　本社の社員、そして世界中のホテルのジェネラル・マネージャーたちからはその容赦のないやり口で『鬼おにのバスティス』と恐おそれられているらしいが、私の目算が間ま違ちがったことは一度もない。

　私がこのグループの総帥になってから、バスティス・ホテル・グループのホテルの質は一気に向上し、株は急上じよう昇しようした。

　私のやり方は多少エゴイスティックかもしれないが…私は常に自分が正しいと信じている。

「も、申し訳ございません」

　向かい側に座ったのは、ハンス・ラウゲ。五十五歳。

　ドイツの名門ホテルで長いこと総支配人を任せられてきた男で、父がヘッドハンティングしてきた。

　バスティス・ホテル・グループでも指折りのホテル、この『ル・パラディ・ドゥ・ウブドゥ』のジェネラル・マネージャーになってからも、すでに十年の大ベテランだ。……しかし。

「いつも泊まってくださっている常連のお客様たちが……予約するかどうか解わからないけれど、いちおう空けておいてくれ、と……」

「常連？」

　私が眉まゆを顰ひそめると、彼は怯おびえたようにまた汗あせを拭ふく。

「映画監かん督とくのローレンス・デュボーさまと、その奥様です。お気に入りの俳優さんや女優さんをお連れできるようにとのことで……三部屋ほど……」

「三部屋も……これで見ると、三週間も空いているが」

「ああ……それはですね、あの……」

　ラウゲは言いづらそうに口ごもり、それから決心を固めたように、

「撮さつ影えいの終わる時期がはっきりしないということで。しかもクタ・ビーチに面した『ハマダラ・リゾーツ』とどちらに宿しゆく泊はくになるか、まだお決めになっていないようです。ですが、常連様ですので、部屋を埋めてしまうわけにもいかず……」

「それなら簡単だ」

　私は言って、ファイルを閉じる。

「部屋は埋まってしまったと言って予約を断ればいい」

　ラウゲはとても驚おどろいた顔で、

「ミ、ミスター・バスティス。しかしあの方々はこのホテルの上客で……」

「私たちのホテルを、ほかの場所と比べる人間など、泊める必要はない。それに……」

　私は立ち上がり、彼を見下ろして言う。

「ゲストにランクをつけるのは失礼だ、ミスター・ラウゲ。泊まりたいと思ってくださるお客様はすべてが上客だ。それがバスティス・ホテル・グループのモットーだったはず」

「し、失礼いたしました、ミスター・バスティス」

　ラウゲは慌あわてたように立ち上がり、私に向かって頭を下げる。

「私に謝る必要はない。それよりもゲストに対する認識を初心に戻もどすことだ。……ゲストを大切にできないジェネラル・マネージャーは、バスティス・グループのホテルには必要ない。解っているね？」

「は、はい、もちろんです」

「私が宿泊する一週間で、このホテルが世界一と言われる由来を存分に見せてもらおうか」

「はい、それはもう」

　怯えたように言う彼に、私はうなずいてみせる。ソファの脇わきに置いたトランクを示して、

「私はメインダイニングでランチにする。これを運んでおいてくれないか？」

「はい。部屋は、最高のアスマラ・スウィートを空けてありますので」

　私はその言葉にため息をつく。

「どうしてだ？　前から言っているだろう、私のためにはごく普ふ通つうのランクのテラス・スウィートを用意してくれればいいと。すぐに部屋を変えてくれ」

　ラウゲは慌てたように、

「それはできません。部屋は満室ですし、あなたのお父様であるバスティス会長からのご命令です。あなたが視察にいらした時には最高のスウィートにお泊とめするように、と」

　その言葉に、私はため息をつく。

　高こう齢れいになってからの子供である私を、父はいつまでも甘やかす。

　しかも、実務からはほとんど引退し、バスティス・ホテル・グループの実権をほとんど私に明け渡わたした今でも、彼は多大なる発言権を持っているのだ。

「解った。おとなしく泊まることにする。……そのかわり」

　私は彼を振ふり向いて、

「私がこのホテル・グループの総帥であることは、ほかのスタッフやゲストには秘密にしてくれ。もちろん特別な接待も不要だ」

「あの……夜には最高級のシャンパンをお届けするようにと、バスティス会長が……」

「不要だ。ジェネラル・マネージャー歴の長い君からすれば私は若じやく輩はい者だろうが、シャンパンを飲むくらいの給料は稼かせいでいるつもりだ」

「いえ、そのようなことは……」

「ともかく、この部屋から出たら、私はただのゲストだ。……いいね？」

　私が顔を見つめながら言ってやると、ラウゲは怯えた顔で、はい、と承しよう諾だくする。

「よろしい」

　私はうなずいて、踵きびすを返す。

「このホテルでの一週間を、楽しませてもらえると嬉うれしいよ」

　どんなにリッチなホテルでもどうせ仕事絡がらみだが、と思いながら、私は部屋を出た。

　その時の私は、この視察で自分の人生が変わってしまうとは……夢にも思わなかったのだ。







　　桜岡幸次







　……よし、ゴールドカード、オッケー！

　俺は財さい布ふの中を確認して、それから勇気を出してロビーを横切り、渡り廊ろう下かを通ってメインダイニングに向かう。

　ホテルの外に出て現地の人たちが行くレストランとかに行った方が安上がりなのは解ってる。だけど、部屋に置いてあったホテル内のガイドマップにこのメインダイニングの写真が載のっていて、その内装の素す敵てきさと、載っていた食事のあまりに美味おいしそうな様子に、我が慢まんができなくてついつい来てしまったんだ。

　……それに、ガイドマップに載ってた値段は、ランチならそんなに高くはなかったし！

「こんにちは、ミスター・サクラオカ」

　ダイニングの入り口にいた白はく髪はつのウエイターがにっこりと笑い、丁てい寧ねいな英語で言う。

「えっ？　俺の名前、覚えてるんですか……？」

　俺はいきなり名前を呼ばれたことに驚く。ウエイターは笑ったまま、

「ご宿泊のお客様のお名前は、もちろん全員覚えておりますよ。……お席は禁きん煙えん席でよろしいですか？」

「あ……はい……」

　俺が気け圧おされながら答えると、彼はうなずき、優ゆう雅がな身のこなしで俺をダイニングの中に案内してくれる。

　……全員の名前を覚えるなんて……。

　俺は驚き、それからホテルに詳くわしい伯お父じが、『本当の高級ホテルでは、その時の宿泊客の名前をスタッフ全員が覚えるんだぞ』と言っていたことを思い出す。

　……あの時は、まさか、とか思ったけど、本当なんだ、あれ？

　オレはウエイターの後に続きながら、さらに緊きん張ちようする。

　……やっぱり、ここってすごい高級ホテルかも……。

　……しかも……。

　俺は周りを見み渡わたしながら思う。

　……食事しているの、お金持ちそうな人ばっかりじゃないか……。

　ウエイターが案内してくれたのは、一人きりの俺を気の毒がってか、見晴らしのいい、すごくいい席だった。

　俺は緊張して座りながらも、周りが気になってつい見回してしまう。

　座っているのはいかにもお金持ちそうな壮そう年ねんのカップル。

　それに、これもやっぱりお金持ちそうな、ハネムーンらしきカップル。

　俺と目が合って慌てて目をそらした男が何人もいたけど……これはきっと、場ば違ちがいな俺をジロジロ見てたんだろうな。

　俺はますます小さくなりながら人を見るのをやめ、窓の外に目を移す。

　ダイニングはオープンエアーで、そこからは綺き麗れいな青緑色のタイルが張られたプールと、その向こうにバリ名物の棚たな田だが見える。

　……すごくくつろげるし、すごく綺麗な場所ではあるんだけど……。

　俺はテーブルにあったメニューを取り上げ、それを覗のぞきながら思う。

　……やっぱり場違いであることには変わりない。

　……それに、こんな歳としで男の一人旅をしてる俺って、めちゃくちゃ浮ういてる？

　俺は思いながらため息をつき、それからほかに仲間がいないかと思いながら目を上げて……。

　その時、ちょうど、レストランの入り口に、背の高い一人の男が姿を現した。

「……あ……」

　俺は息をのみ、思わず彼に目を奪うばわれてしまう。

　いかにもハネムーンって感じのカップルの女性たちが、ダンナさんを忘れて残らず彼を振り返っちゃってる。

　きちんと整えられた、青みがかったような艶つやのある、黒い髪かみ。

　逞しくきたえられたがっしりとした肩かた。

　スーツの上からでも解わかる、ギュッと締しまった腰こし。

　そして、驚おどろくような長い脚あし。

　彼が着ているのは、いかにも仕立ての良さそうな、麻あさのスーツ。

　完かん璧ぺきなウインザー・ノットに締められた、趣しゆ味みのいいネクタイ。

　リラックスした様子でダイニングに入ってきた様子は、休きゆう暇か中のパリコレモデルみたい。

「……すっごい美形。ホントに、モデルかも……」

　まるでなめし革がわみたいに滑なめらかな、陽ひに灼やけた肌はだ。

　高貴な感じに細く、高い鼻び梁りよう。

　ちょっと冷たそうに引き締められた、男っぽい唇くちびる。

　凜り々りしい眉まゆの下の、きっちりとした奥おく二ぶた重えの目。

　その下の、ジャングルの闇やみみたいに深い色の、黒い瞳ひとみ。

　アジアとヨーロッパの血が混ざっているのか、エキゾチックな彫ほりの深い顔をした……見てるだけでドキドキするようなハンサムだ。

　……あんな美形で、こんなホテルに泊とまる金持ちなら、誰だれかに振られたりしないだろうな。

　俺はその男に見とれてしまいながら、ふと思う。

　……あんなふうなら、きっと人生バラ色だろうなぁ。

　その男はウエイターに案内されて、俺のところから一つ隔へだてたテーブルに座る。

　そしてメニューを手に取り……ふと俺の視線に気づいたように目を上げる。

「……あ……」

　俺の心臓が、ドキリと高鳴った。

　彼は、なぜか俺を真っ直すぐに見つめたまま、動きを止める。

　……あ……なんで……？

　俺はなぜか目が離はなせず……鼓こ動どうだけがどんどん速くなる。

　……なんなんだ、これ？

　俺は自分の反応に動どう揺ようしてしまう。

　……たしかにものすごい美形だ。

　……だけどあんな逞たくましい男に見つめられて、どうしてこんなにドキドキしてるんだろう、俺？　>>>♥

　俺は思いながら、無理やりに視線を引き剝はがすようにして、メニューを読むフリをする。

　だけど、彼の強い視線をまだ感じているような気がして……なぜかドキドキが止まらない。

　……ああ、静まれってば、俺の心臓！

　俺は、小さい頃ころからずっと男子校で。そのせいか恋こいの相手は、初恋からずっと男の子で。

　だから、自分が女の子に興味のない種類の人間（つまりゲイ）だっていう自覚はある。

　……だけど俺は、可愛かわいい男の子が好きな、バリバリの攻のはず！

　俺の脳のう裏りを、この間俺をあっさりと振ふってくれた、速川爽二くんの顔が浮かぶ。

　彼は可愛いっていうよりは、凜々しい美人って感じだったけど、どちらにしろ、俺よりも華きや奢しやで綺麗な子だった。

　……俺は、綺麗な子が好きな、攻なんだぞ！

　俺はメニューを見つめながら、自分に言い聞かせる。

　……だから、あんな逞しい男に見つめられたからって、ドキドキする理由なんかないはず！

　俺はメニューを見つめながら、あの男のことなんか忘れよう、と自分に言い聞かせる。

　……あんなごつい男にかまってる暇ひまはない！

　……せっかくこんなロマンティックなリゾート地に来たんだから、爽二くん並みの美人……なんてほどの贅ぜい沢たくは言わないけど、好みの可愛コちゃんを見つけるんだ、俺！

　……そして、リゾートでのアバンチュールを楽しんで、昔の恋を忘れるんだ！

「ご注文はお決まりでしょうか？」

　いつの間にか近寄ってきていたウエイターに聞かれて、俺はとっさに注文してしまう。

「ええと……この、『シェフお奨すすめ本日のランチ』を！」

『レストランで困ったらシェフのお奨めを頼たのめ』という旅慣れた伯父さんの教えに従ったんだけど……しばらくして……。

「うわ、これ、全部お奨め？」

　俺は、テーブルに並べられていくすごい量の料理に驚いて言う。

「そうです。ここのシェフの作るインドネシア料理は、バリ島一と言われておりますよ」

　ウエイターは誇ほこらしげに言い、それから料理の一つを差して、

「こちらで混ぜさせていただいてもよろしいでしょうか？」

　彼が指したのは、揚あげた海え老び煎せん餅べいと小さく切ったいろいろな野菜のピクルスが添そえられた、炒チヤー飯ハンみたいなものだった。その上には半熟の目玉焼きと、香シヤン菜ツアイが載のっている。

　……混ぜるってなんだろう？　俺の英語のヒアリングが間違ってる？

　俺はなんのことだか解らないままに、慌あわててうなずく。

　すると、彼は持っていたシルバーのスプーン二本をおもむろに目玉焼きに突つき刺さす。

「……へ？」

　そして、慣れた手つきで目玉焼きをスプーンでカットし、御ご飯はんや香菜と混ぜ始める。

　彼のスプーンがお皿の上で立てる、カカカカ、という音に、まわりの観光客たちが振り向いている。

　……一人のテーブルでこういうのって、結構恥はずかしいんだけど！

　俺が一人で赤くなっているうちに、彼は混ぜ御飯を美しく作り終え、会え釈しやくして去る。

　……ああ、びっくりしたぞ。

　俺は落ち着こうとして呼吸を整え、それからテーブルの上を見回してため息をつく。

　一人分程度の量で綺麗に盛りつけてくれてはあるんだけど……やっぱり外国人向けなのか、かなりの量に見える。

「俺、スポーツやってるわりには小食なんだけど。それに、本格的なインドネシア料理なんて初めてだから、本当に食べられるかどうか……」

　だけど、こんなリッチなダイニングで、しかも育ち盛ざかりの歳の俺がたくさん残したりすることはきっと許されないだろう。

「あ、そういえば、おじさんに、なんてメニューを食べたか教えてくれって言われてたんだ」

　俺はさっきちゃんと見られなかったメニューを取り上げ、もう一度広げて、そこに載っている写真と、目の前の料理を比べていく。

　サラダは『ガドガド』。バナナの葉の上に載せた茹ゆでた温野菜に、ピーナツの入ったドレッシングが添えてある。

　スープは『ソト・アヤム』。チキンでだしをとったらしい透すき通ったスープに春雨、ゆで卵、鶏とり肉にくを入れてスパイスを利きかせたものらしい。

　肉料理は『サテ』。日本の焼き鳥みたいなものが、小さな七輪で温められている。

　魚料理は『カリー・イカン』。白身魚を、カレーソースで煮に込こんだもので、揚げた春はる雨さめとシャンツァイが添えてある。

　そしてさっき混ぜられてしまったのが、『ナシ・ゴレン』。よく見るとほかのどのテーブルにも同じモノが並んでいるから、インドネシアの名物なんだろう。

　チラリと目を上げると、あのモデルみたいな美形の男のテーブルに、やっぱり俺のところと同じくらいの量のインドネシア料理がどんどん運ばれていくのが見えた。

　彼は特に驚いた様子もなく、ウエイターと何かを話している。

　よく見ると、彼はお奨めじゃなくてアラカルトで頼んだらしく、彼のテーブルには、見慣れない、だけどなんだかすごく美味おいしそうな料理がいろいろ並んでる。

　彼は慣れた仕草で布ナプキンを膝ひざの上に広げて、食事を始める。

　食事をする姿はとても優ゆう雅がだったけれど、彼の食べるスピードは、欧おう米べいの人らしく、気持ちがいい速さだった。

　そのせいなのか、彼が食事をする姿はなぜかすごく野性的に見えた。

　彼がふいにナイフとフォークを置く。そして俺のテーブルにはない料理の一つ、美味しそうなソースがまぶされたカニを、無造作に手で摘つまみ上げる。

　ジューシーなカニの身を齧かじる時、彼の美しい白い歯が覗のぞく。

　花とレモンを浮うかべたフィンガーボールでゆすがれる、その長い指先。

「……あ……」

　俺の心臓が、なぜかドクンと跳はね上がった。

　ミネラルウォーターのグラスに押しつけられたその男っぽい唇くちびるを見て、さらに鼓動が速くなってしまう。

　……美形の男の人って、なんか……。

　俺の心が、なぜかズキリと甘く痛む。

　……食べてる姿まで、セクシーかも……。

　思った時、俺の視線に気づいたかのように、彼がふと目を上げる。

　真夜中のジャングルのような漆しつ黒こくの瞳ひとみが、また真っ直ぐに俺を見つめる。

　……うわ、やばい……！

　俺は思いながら慌てて視線を逸そらす。

　……食べてるところをジロジロ見てるなんて、すっごく失礼だし、俺もカニが欲しいなって言ってるみたいですっごく意い地じ汚きたない感じだ！

　……何してるんだよ、俺？　そんなことよりも……。

　俺は、なぜか速くなってしまった鼓動を抑おさえようと深呼吸しながら、自分のテーブルに視線を落とす。

　……これだけの量を完食しなきゃ、このダイニングを出られないんだぞ！

　思ったらそれだけで血の気が引きそう。

　……ほかの人の食べてる姿に見とれてる場合じゃない！

　……が、がんばらなきゃ……！

　……俺は逞たくましい男を目指してるんじゃないか！

　……だから、小食なんだ、なんて言ってる場合じゃない！

　俺はテーブルの下で拳こぶしを握にぎりしめ、それから、ナイフとフォークを手に取る。

　……しっかり食べて、逞しい攻を目指すんだ、俺！

　そして、まずは『ガドガド』をお皿に取り分けて、恐おそる恐る口にしてみる。

「……美味しい……」

　ふっくらとした野菜たちと、ピーナツの香かおりのするコクのあるドレッシングが本当によく合っている。微かすかに感じるスパイスの香りと、唐とう辛がら子しも入っているらしいピリ辛な感じが絶ぜつ妙みようだ。

　俺は取り皿をたくさん使ってどんどん料理を取り分け、味見をしていく。

　……やっばい、どれもこれもめちゃくちゃ美味しい……！

　俺は夢中になって食べ……気が付くと、ほとんどの皿が空になっていた。

　……小食の俺でも、思わず完食しちゃったよ……！

　……さすが、一流レストランの料理は違ちがうかも……！

　その時、食事を終えたらしいあのハンサムが、テーブルから立ち上がるのが見えた。

　歩み去る彼の後ろ姿を見て、なぜかがっかりしている自分に気づく。

　……なんで俺、がっかりしてるんだろう？
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　ダイニングに入った私は、店内を見回し、ほぼ満席であることを確かく認にんする。

　このホテルのメインダイニング『ライス・テラス』は、インドネシア特有の棚たな田だを見下ろせる美しい場所で、このホテルの名物にもなっている。

　宿しゆく泊はく客でなくても入れるが、このホテル独特の木き彫ぼりのついたルームキーを置いているテーブルが多い。

　……ということは、わざわざ外のレストランに行かずにここを選んでくれたということだ。

　私は思いながら、ウエイターに案内されて席に着く。

　内容をチェックしようとメニューを取り上げようとし……そして、何かの気配を感じてふと目を上げる。

　そして、テーブルを隔へだてた場所に座っていた一人の青年と、真っ直すぐに目が合ってしまう。

　……あ……。

　私の鼓こ動どうが、なぜか、ドクン、と一つ高鳴った。

　金色に陽ひに灼やけた、滑なめらかな頰ほお。

　微かに少年らしさを残した、柔やわらかそうな唇。

　スッと通った、品のいい鼻び梁りよう。

　青年らしい潔けつ癖ぺきさをただよわせる眉まゆ。

　その下の、長い睫まつ毛げに囲まれたアーモンド型の目と、煌きらめく漆黒の瞳。

　真っ白なポロシャツに包まれているのは、いかにもスポーツを日常的にこなしていそうな、引き締しまった身体からだ。

　そこに座っていたのは、十七、八歳くらいの、うっとりするような美しい青年だった。

　少年と青年の雰ふん囲い気きが混ざり合うその風ふ情ぜいは……その気の少しでもある男なら残らず振ふり向くであろう、不思議な色気を醸かもし出している。

　ハネムーンのカップルの男の方が、彼の方にチラチラと視線を送っているところを見ると、ストレートの男にもその色気は伝わるらしい。

　彼は、自分の魅み力りよくが解わかっているのか、解っていないのか……私を真っ直ぐに見つめたままで動きを止めている。

　……そんなふうに見つめたら、ゲイの男なら、残らず誘ゆう惑わくされていると思うだろう。

　私の心も、なぜかズキズキと甘く疼うずいている。

　それは……欲望に似た、激しい衝しよう動どう。

　……どうしたというんだ、私は……？

　私も実は、女性に興味の持てない、ゲイと呼ばれる種類の人間だ。

　……しかし。

　私はどうしても彼から目が離はなせなくなりながら、呆ぼう然ぜんと思う。

　……旅先で、しかも仕事の最中に恋れん愛あいの相手を探さがすほど、相手に不自由はしていないはずだ。

　財産目当てか、それともただのゲームか、男女ともに私に言い寄る人間はあきれるほど多い。

　しかし、もともと冷めた性格であるのが原因してか、私は誰だれかとの恋こいにのめり込んだことなど一度もなかった。

　そしてこれからも、冷れい酷こくなホテル・オーナーとして仕事に生きるつもりだった。

　……なのに。

　私の心が、生まれて初めて感じるほどの、不思議な衝動に支配されている。

　……これは、いったい、なんなんだろう？

　私は呆然と彼を見つめたまま、思っていた。

　彼は、見つめ合っている不自然さに気づいたのか、ふいにその頰を染めて目を落とす。

　伏ふせられた睫毛が、私の視線をまだ感じているのか、微かに震ふるえている。不思議と色っぽくて私の鼓動がまた速くなる。

　……この気持ちは、いったいなんなんだろう？
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　……絶対に、好みの可愛かわいコちゃんを見つけてやる！

　……そして、リゾートでのアバンチュールを楽しんじゃうからなっ！

　やっぱり可愛い子を見つけるならプールサイドかな、と思った俺は、水着に着き替がえ、その上にパーカーを羽織った格好で、ホテルのメインプールに向かっていた。

「……うわ……」

　木々に囲まれた場所にあるそのプールは、このホテルの名物である棚田が綺き麗れいに見み渡わたせる場所にあった。

　ホリゾンタル・プールって呼ばれるらしいプールは、綺麗な青緑色のタイルが張られていて、崖がけの縁ふちぎりぎりのところに作られている。その場所と、水が向こう側に流れ落ちているせいで、見ていると、プールからそのまま空中に泳いで行けそうな不思議な感覚に陥おちいる。

　プールにせり出すようにして、祭さい壇だんみたいなデザインの小さな木の小屋が設けられている。そこから流れてくるガムランの生演奏が、静かな谷に響ひびきわたって……いかにもリッチだ。

　……すごい……。

　俺はプールサイドの隅すみっこに立ちすくんだまま、冷や汗あせを流す。

　……可愛い子をナンパするなんて雰囲気じゃ、全然ないじゃないか。それに……。

　俺は、プールサイドを見渡して、ため息をつく。

　プールサイドにいるのは、ダイニングと同じように、老夫ふう婦ふやカップルばっかりだ。

　……プールサイドもダメか！　じゃあ可愛コちゃんはいったいどこにいるんだっ？

　俺は心の中で叫さけんで、思わず拳を握りしめる。

「ねえ、そこの君」

　ふと後ろから英語で話しかけられて、俺は振り向く。

「俺……ですか？」

「そうだよ。ちょっと、いい？」

　目立たない位置のデッキチェアに座っていたのは、高級そうなサマースーツを着た男だった。

　サイドテーブルにはカクテルのグラスとモバイル・コンピューター。手にはウォールストリート・ジャーナル。見るからにストレス解消に来た金持ちのエグゼクティヴって感じ。

「一人旅？」

「え？　はあ、まあ」

　……カップルじゃない同士、仲間が見つかったのは嬉うれしいけれど……。

　俺は上の空で答えながら思う。

　……俺は、これから、可愛い男の子とアバンチュールを楽しまなきゃならなくて……。

　彼は新聞を置いて、デッキチェアから立ち上がる。なぜか俺のすぐそばまで歩いてきて、

「可愛いね。私とアバンチュールを楽しまない？」

　俺の耳元で囁ささやく。

「へっ？」

　自分の耳で聞いたことが信じられなくて思わず聞き返すと、彼はその結構ハンサムな顔に、なんだか妙みようにいやらしい笑えみを浮うかべて、

「私とアバンチュールを楽しもう、そう言ったんだよ」

　彼の言葉に、俺は愕がく然ぜんとする。

　……日本じゃバリバリの攻のつもりだったのに、外国じゃ俺みたいのは可愛コちゃんの部類に入るのかっ？

　ショックのあまり固まった俺に、その男は馴なれ馴れしく身体を擦すり寄せてきて、

「こんな高級ホテルに一人で泊とまるなんて、君も相手を探しに来たんだろう？」

　いやらしい声で囁きながら、彼の手が、さりげなく俺の腰こしに回る。

「すぐに私の部屋に行かないか？　君の可愛い水着姿に、さっきから見とれていて……もう我が慢まんができないよ」

　言いながら、彼の手が滑すべり降り、すごくやらしい手つきで俺のお尻しりを撫なでた。

　……うぎゃあ！　信じられないぞ……っ！

　俺の身体を、嫌けん悪おの寒気が走った。

　……攻のはずの俺が、どうしてこんなごつい男にお尻を狙ねらわれてるわけ……っ？

　俺はあまりのショックに声も出せず、ともかく彼のそばから逃にげようとして、下も見ないでプールサイドに一歩踏ふみ出し……。

「……うわ……っ！」

　そこにはすでに床ゆかはなく、俺の身体がグラリと傾かたむく。

　……えっ？

　バッシャーン！

　視界が水でいっぱいになり、俺は息ができなくなって思わず水を飲んでしまう。

　……うわ、アホ男のせいでいきなり水に落ちちゃったじゃないか！　格好悪すぎる！

　慌あわてて水から顔を出そうとするけど、プールの水深は意外に深くて。しかも……。

「うっ！」

　左足に、引きつったような痛みが走る。

　……足が攣つった！

　泳ぎはあまり得意じゃないうえに、足が攣ったと思ったら俺はパニックに陥ってしまう。

「ぐわっ！　た、助けてっ！」

　半分溺おぼれながら必死で水面に顔を出すけど、さっきのアホ男はおろおろ後ずさりをしながら、

「わ、私は泳げないんだ！　しかも、このスーツはアルマーニだし！」

「なんだよ、おまえ！　最低……っ！　ゴボッ！」

　俺は思わず叫び、その拍ひよう子しにたっぷりと水を吸い込んでしまう。

「うっ！」

　いきなり息ができなくなって、視界がふいに暗くなる。

　……ああ、なんで、こんな……！

　身体からだが傾き、ゆっくりと水中に沈しずんでいくのがわかる。

　……こんなロマンティックな場所で溺れ死ぬなんて、俺って本当にバカみたいだ……。

　薄うすれゆく意識の向こうで、水音が聞こえたような気がした。

　そして霞かすんだ視界の向こうに、ダイニングで見た、あのすごい美形の男の幻まぼろしを見た気がした。

　……もう死ぬっていうのに、爽二くんじゃなくてあの男のことを気にしてどうする、俺？

　俺は朦もう朧ろうとしながら思う。

　逞たくましい腕うでが俺のことを抱だきしめ、そして端たん麗れいな美び貌ぼうが俺を覗のぞき込んでいる気がした。

　……ああ、幻でも、めちゃくちゃハンサムだ……。

　俺は思い……そしてそのまま意識を手放した。
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　バッシャーン！

　プールから聞こえた大きな水音に、ホテルのライブラリーで本を探していた私は、驚おどろいて窓の方を見る。

　小高い場所に立てられたその部屋からは、プールの様子がよく見えた。

　水の中からプールサイドに向かって何かを叫んでいるのは……メインダイニングで私が思わず見とれた、あの美青年だった。

　……飛び込みは禁止されているのに……？

　私は眉まゆを顰ひそめ、それから彼の様子がおかしいことに気づく。

　水面でバタバタしている彼はまるでふざけているようだが……その顔はとても怯おびえているように見えた。

　そして……彼の姿が、水面の下にいきなり沈んだ。

　……いけない……！

　私は、ライブラリーから走り出る。全速力で屋外の階段を下り、プールサイドに出て……沈んでいく彼をめがけてプールに飛び込んだ。

　水底に沈んでいく彼は、半分意識を失っているように見えた。

　私は慌てて彼を抱きしめ、その顔を覗き込む。

　彼は一いつ瞬しゆんだけ私を認識したように見えたが、そのまま目を閉じてぐったりとしてしまう。

　私は全力で泳いで彼の身体をプールサイドに引き上げ、その場に横たえる。

　彼の唇くちびるの上に頰ほおを寄せてみると……彼の呼吸が止まってしまっている。

　私は、彼のその唇に、深く唇を重ねる。

　……頼たのむ、息をしてくれ！　>>>♥

　深く息を吹ふき込むと、彼の胸が大きく動いた。

　唇を離はなすと、彼はびくりと身体を動かし、

「うっ、ゲフゲフっ！」

　咳せき込んで、飲んでいたらしい水を吐はき出した。

「大だい丈じよう夫ぶか、君？」

　意識を取り戻もどさせようと頰を叩たたくが、彼はそのままぐったりとしてしまう。

　……心音も、呼吸も平常に戻ったようだが……？

「大丈夫。貧血か何かを起こしたんでしょう、ミスター・バスティス」

　後ろから声がして、振ふり向くとそこにはホテルの主治医が立っていた。

「先生。いらしていたんですか？」

　私が言うと、主治医は肩かたをすくめて、

「あなたの処置が見事だったので、私は出る幕がありませんでした。……さて、彼を安静にさせてやらなくてはいけません」

　周りの客が騒さわぎ始めたのを見ながら言う。私は、

「それなら私の部屋に運びましょう。医務室のベッドでは狭せまくて落ち着けないでしょうから」
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「……うう……ん……」

　目を覚ました俺の目に入ってきたのは、渋しぶい色で描かかれたバリ風の絵。

　俺はどうやら絵が描かれた、豪ごう奢しやな天てん蓋がいのあるベッドに寝ねかされてるみたい。

　花の香かおりのする風が、天蓋から下がる薄い布をフワリと揺ゆらしている。

　俺を覗き込んでいるのは、スーツの上に白衣を着た恰かつ幅ぷくのいい中年男性。

　そして……気絶する前に見た、あのものすごい美形の男。

　さっきまでスーツだった彼は、今は綿のシャツと麻あさのスラックスというくだけた格好だった。

「……ねえ、これって幻？　ここって天国？」

　俺が思わず呟つぶやくと、白衣の中年男性がにっこり笑って言う。

「幸いなことに天国ではありません。地上の楽園ではありますが。……具合はどうですか？」

「え？　あ……ちょっと喉のどが痛いけど、後は全然平気です」

　俺が言うと、彼はハンサムな男を振り向いて、

「あなたが素す早ばやく人工呼吸をしてくださったおかげで、大事に至りませんでした」

　言って、鞄かばんを閉じ、それを持って立ち上がる。

「もう大丈夫でしょう。……何かあったらすぐに呼んでください」

　言い残して部屋を出ていく。

「……ええと……俺……？」

　まだボーッとしている俺は、事情が飲み込めずに呆ぼう然ぜんと部屋を見み渡わたす。

　そこは、俺の部屋よりも遥はるかに広い部屋だった。

　ベッドルームだけが独立してるみたいで、リビングセットがここにはない。

　そのかわり、部屋の隅すみには、落ち着いた色合いの木でできたライティングテーブルとホームバーがあるのが見えた。

　そして綺き麗れいに磨みがかれたフローリングの床ゆかの上に、びしょぬれで台無しになった高そうな麻のスーツが置いてある。

　……ってことは、俺を助けてくれたのは、このハンサム？

　そして俺は、さっきのお医者さんが言った、『素早く人工呼吸をしてくださったおかげで』っていう言葉を思い出す。

　……そして俺は、彼に人工呼吸されちゃったわけ？

　真っ赤になった俺に、その男は、

「なんてマヌケなお子様なんだ。泳げないのなら、プールになど飛び込むんじゃない」

　なんだかものすごく怒おこったように言う。

　その声は、秀しゆう麗れいな顔によく似合った、胸がドキドキするような美声だったけれど……？

　……なんでいきなり、こんなイジワルな言葉を言うんだよ！

　俺は頭に血が上り、どうしても言わなきゃ、と思う。

「別に俺が飛び込んだんじゃない！　変な男に尻しりを触さわられて、逃にげようとした拍ひよう子しにプールに落ちたんだ！」

　叫さけぶと、彼の顔色がスッと変わった。

「本当か？　もしかして、プールサイドに立っていたあのサマースーツの男か？」

「そうだ！　噓うそなんか言うかよ！」

　俺はちょっと怯えながら叫ぶ。

　だって彼のその端たん麗れいな顔には……怒いかりを必死で抑おさえ込むような、ものすごく怖こわい表情が浮うかんでいたんだ。

　彼はベッドサイドテーブルの上にある電話の受話器を取り上げ、どこかに電話をかける。

「ジェネラル・マネージャーか？」

　彼の言葉を聞きながら、俺は驚おどろいていた。彼はプールサイドにいたあのスケベ男の人相を正確に言い、その男に厳重に注意をするようにと言ってくれたんだ。

　彼は、深いため息をつきながら、受話器を置く。

「事情も知らずに叱しかったりして悪かった」

　言って目を上げ、俺を真っ直すぐに見つめながら謝ってくる。

「怖かっただろう？」

「え？　あ、いえ……別にそんな……大丈夫だけど……」

　いきなり謝られ、なんだか優やさしい目で見つめられて、俺はちょっとどぎまぎしてしまう。

　……うわ、反則だ、いきなりそんな優しい顔！

　……っていうか、この人、もしかしてけっこう優しいのかも？

　俺の心臓が、なぜかトクン、と高鳴った。

「不ふ愉ゆ快かいな思いをして、しかもプールで溺おぼれたりして……このホテルに、嫌いやな印象がついてしまった？」

　彼は俺を見つめたまま、真面まじ目めな声で言う。俺は思わず正直に言ってしまう。

「バリ島は初めてだし、ホテルもすごく素す敵てきだけど……あれで、印象はちょっと……」

「もしよければ、私がこの島を案内するよ。君のこの島に対する印象を少しでもよくできれば嬉うれしいのだが」

「え？」

　彼のいきなりの申し出に、俺は驚いてしまう。

　……こんなにすごい部屋に泊とまっているし、どう見てもエグゼクティヴって感じの彼は、この島にきっとのんびりしたバカンスを求めて来たんだろう。

　……なのに、俺なんかの相手をしてくれたりしていいんだろうか？

　俺は思うけど……なぜだか彼への好こう奇き心が止まらなくなっている。

　……どうしてだろう？

　彼のことがなんだかすごく知りたい。

「いい……けど？」

　俺が言うと、彼はなんだかホッとした顔になる。それから、

「ああ……自己紹しよう介かいを忘れていた。私は、ジャンニ・バスティス。二十九歳だ」

「俺、桜岡幸次。日本にある私立清祥学園高校の三年生。観光会社を経営している伯お父じがお金を出してくれて、一人でこのホテルに泊まってます。……あの」

　俺はついつい我が慢まんができなくて聞いてしまう。

「あなたって、日本人の血を引いてる？　なんとなくそんな感じがして」

「日本人ではないが、アジアの血を遠く引いている。国こく籍せきはイタリア。親から継ついだホテルを経営するのが仕事……かな？」

「ホテルマン？　どうりで見み栄ばえがするわけだ」

　僕は勝手に納なつ得とくする。彼は、

「君の体調が戻もどったら、この島のどこでも案内する」

「もうすっかりいいんだけど。せっかくこの島に来たんだから、さっさと観光に行きた……」

　俺は言いながら掛かけ布ぶ団とんをまくり……そして自分が腰こしにタオルを巻いただけの格好で寝ていたことに気づく。

「うわ、俺の水着は……？」

「びしょぬれだったので、ドクターが脱ぬがせた。そのままではベッドに入れられなかった」

「そう……だよね」

　俺は真っ赤になり、それから着るものを探して辺りを見回す。

　彼は椅い子すの背にかけてあった衣類を俺に差し出す。

　それは、彼が着ているのとよく似た白い綿のシャツと、俺がはいたらとっても長そうなジーンズだった。

「シャワーを浴びて、これに着き替がえなさい。少し大きいと思うが、後で君の部屋に寄って着替えればいいだろう」

　彼の衣類からはなんだかすごく芳かぐわしいコロンの香りがして俺はドキドキしてしまう。

　……ああ、どうしてこんなふうになるんだろう？







　　ジャンニ・バスティス







「うわ～、やっぱり海が綺麗！」

　彼がクルーザーの手すりにもたれかかりながら、はしゃいだ声で言う。

　彼はシャワーを浴びた後、自分の部屋で再び着替えた。今は身体からだに貼はり付く小さめのＴシャツと、ぴったりとしたジーンズという格好だ。

　その服装は、彼の引き締しまった体形、華きや奢しやな腰を強調して……目の毒だ。

　バリ島でまず何がしたい？　と聞くと、彼はすぐに『バリ島の赤道直下の綺麗な海が見たい。あと、テレビでバリ・ダンスを見て面おも白しろかったから本物が見たい』と答えた。

『日本へのおみやげを買わなきゃ』などと言わず、まずはこの島を自分の目で楽しもうとしている彼に、私は好感を覚えた。

　私たちはホテル所有のリムジンに乗って山を下り、ベノアという港に向かった。

　そこには、私が所有しているクルーザーがある。

　私たちはそれに乗って、バドゥン海かい峡きようをクルージングしているところだ。

　観光客用のコースとして、レンボガン島という場所まで、『バリ・ハイ・クルーズ』という名前のオプショナルツアーが出ている。そちらは百人以上乗れる大型クルーザーで、たくさんの乗客や生バンドを乗せたにぎやかなクルーズになる。

　ただの観光案内なら、観光客のフリでそちらに参加する方が自然だったのではと後で思ったが……私はなぜか彼と二人きりでゆっくりとインドネシアの海を楽しみたかった。

　そしてヨットハーバーにいる管理人に連れん絡らくを取り、このクルーザーを出した。

「それにしてもすんごいクルーザーだよね！　名前はなんだろう？」

「『ジャラン・ジャラン』。インドネシアの言葉で、のんびりと散歩をするという意味だ」

「へえ～。海の上を散歩かぁ。すごい優ゆう雅が！　こんな船のツアーがあるなんて、バリ島ってリッチな観光地なんだなぁ！」

　これが観光ツアーのレンタル・クルーザーだと思っているらしい彼は、無む邪じや気きな様子で甲かん板ぱんを見回している。

『ジャラン・ジャラン』は、二十人乗りの、純白の美しいクルーザーだ。

　磨みがき上げられた甲板には白いテラステーブルが出され、そこにはクルーの手で、インドネシア風のティータイムの準備が進んでいる。

　船を動かすキャプテンと、さまざまな雑用をこなしてくれるクルーが五人。シェフが一人。客用の寝しん室しつも五つほどあり、一週間程度のクルーズに出ても大だい丈じよう夫ぶなだけの設備が調っている。

　だがいつも乗客は私一人で、泊まるにしても一、二泊はく程度。精神的に疲つかれた時に癒いやしを求めて乗る船だ。もちろん他人を乗せたことなどない。

　……なのに、なぜ……。

　……出会ったばかりの彼を招待してしまったのだろう？

「バスティスさま、サクラオカさま」

　白いお仕着せを着た、クルーのチーフが、控ひかえ目めな態度で後ろから私たちに呼びかける。

「お茶の準備が調いました」

　振ふり向くと、テーブルの上にコーヒーやフルーツの準備が調っていた。

「わ、コーヒーまで付いてるの？　豪ごう華かなツアーだー！」

　幸次の言った言葉を冗じよう談だんだと思ったのか、チーフが楽しそうに笑う。

「ええ。この時間でしたら、アフタヌーンティーがついておりますよ。後でデザートも運んでまいりますので」

　丁てい寧ねいに言って、両手を合わせるインドネシア風の礼をし、キャビンに消えていく。

「インドネシアの人って、みんなすごく親切だし、あのお辞じ儀ぎも優雅で感じがいいよね」

　彼が、インドネシア風の礼を真似まねしながら言う。

「ホテルで俺の世話をしてくれてる、クトゥっていうコンシェルジェがいるんだけど、彼もすごく感じがいいんだよ」

「彼は、若いが、控えめで、礼を知っている。とても優ゆう秀しゆうなホテルマンだ」

　私が思わず言ってしまうと、彼は目を丸くして、

「一部屋に一人しかコンシェルジェが付かないんだよね？　だけどクトゥを知ってるってことは、あなたってきっとすごい常連なんだね！」

　系列の中でも、あのホテルには特別に力を入れている。そのために月に一度は訪おとずれている。

「ああ……まあそうかな……」

「すっごい！　なんかうらやましい！」

　楽しそうに言う彼が席に着こうとする。

　私は早足で歩み寄り、思わず彼のために椅子を引いてしまう。

「どうぞ」

「え？」

　彼は少しだけ驚おどろいたようにするが、少し恥はずかしそうに笑って椅子に座る。

「どうもありがとう。紳しん士しってすごい。男の俺にも椅子を引いてくれるんだ」

　無邪気に微ほほ笑えみながら言う。私は自分の席に向かいながら、少し驚いていた。

　……なぜ、彼のために椅子など引いてしまったのだろう？

　……女性ならともかく、彼は男性で、しかも会ったばかりなのに……。

「俺、コーヒーけっこう好きなんだ。いい香かおり」

　彼は耐たい熱ねつガラスのカップに注がれていたコーヒーを見ながら、嬉うれしそうに言う。

「でも、ちょっと変わってる。透すき通ってないんだね」

「これは『コピ』と呼ばれるバリ風のコーヒーだ。フィルターを使わずに、とても細かく挽ひいたコーヒーの粉をカップに入れ、直接お湯を注いで作る」

「えええっ？　それじゃあザラザラしない？」

「砂糖と、好みでコンデンスミルクを加えてかき回し、粉が沈ちん殿でんするまで待つ。そして上うわ澄ずみだけをそっと飲む。……慣れないと難しいけれど」

「面白いかも！」

　彼は楽しそうに言って、カップの中に砂糖とコンデンスミルクを入れて勢いよくかき混ぜる。

「沈殿したら、飲むんだよね？　もういいかな？」

　彼は言って、私が止める暇ひまもないうちにいきなりカップの中身を一口飲んでしまう。

「うっ！」

　そして、驚いたように目を見開いて、カップを唇くちびるから離はなす。

　彼は眉まゆをつらそうに寄せ、コクンとそれを飲み下す。

「うえ～」

　彼が叫さけんだのを聞いて、私は我が慢まんできずに小さく吹ふき出してしまう。

「ああっ！　笑ったなっ！　口の中がコーヒー豆でザラザラだよ！」

　彼が本気で怒おこったように拳こぶしを振り上げたのを見て、思わずまた笑ってしまう。

「悪かった。……沈殿したら、と言っただろう？　まだ飲むのが早すぎるよ」

「ええっ？　本当に？」

　彼は驚いてカップの中を覗のぞき込み、

「どのくらいで沈殿するもの？」

「五分くらいは置かないと、飲むのは無理じゃないかな？」

　私は言いながら、彼のグラスにミネラルウォーターを注いでやる。

「いつものペースは忘れて、ゆっくり、ゆっくりだ」

「そうかぁ。俺、東京のペースが抜ぬけてないのかな？」

「すぐに慣れるだろう。まずはリラックスして、楽しいことだけを考える。それがこの島のやり方だよ」

「なるほど。そうしてみようっと」

　彼はうなずいてミネラルウォーターを一口飲み、それから私を見上げる。

　それから、私を上うわ目め遣づかいに見上げたままで、ふと微笑む。

　彼のその微笑み方がとても色っぽく見えて、私は一いつ瞬しゆんドキリとする。

「……どうかした？」

　私が言うと、彼は微笑みを深くして、

「そういえば、さっき、初めて笑ったのを見た」

「……え？」

「ホテルで見た時も、ここに来る車の中でも、ちょっと眉を寄せて、ずっとこんな感じで」

　彼は眉を寄せて、尊大そうな下した目め遣づかいをしてみせる。

「……私は、そんな顔をしているかな？」

「うん。あなたみたいなハンサムがああいう難しい顔をしてると、クールに見えてめちゃくちゃ格好いいとも言えるんだけど。でも……」

　彼はテーブルに身を乗り出すようにして、その煌きらめく瞳ひとみで私を見つめる。

「あなたが笑ったところ、すごく好きかも」

　彼のその目とその言葉が、私の鼓こ動どうをおかしなほどに速くする。

「なんて。俺、十歳も年上のあなたに、めちゃくちゃ生意気なこと言ってる？」

「いや」

　私は言いながら、ため息をつく。

「私は、この島の流りゆう儀ぎを忘れていたかもしれない。……そういえばこの島には数え切れないほど来ているが、本当にリラックスできたことなど一度もなかった。ホテルの部屋にいようが、クルーズをしていようが、私の頭は仕事のことでいっぱいだった」

「それ、ダメだよ。この島の流儀に反するよ」

　彼は楽しそうに言い、それから急に無理やりにまじめな顔を作って、

「解わかった。それなら俺が、催さい眠みん術をかけてあげるよ」

「催眠術？」

「そう！　この指を見て」

　彼は言って、人差し指を一本私の目の前に立ててみせる。ゆっくりと左右に動かして、

「三つ数えたら、あなたはもう仕事のことを忘れます。……一、二、三！」

　言ってパチンと指を鳴らし、私の顔を覗き込んでくる。

「かかった？」

　もちろん山積した仕事のことは頭から抜けはしなかったが、彼の無む邪じや気きな様子が、凍こおり付いたような私の心を不思議なほどあたためてくれる。

　……そうだ、彼といる時間くらい、すべてを忘れてもいいじゃないか。

「ええと、質問します。あなたの仕事はなんですか？」

　私は彼の言葉に首を傾かしげてみせる。

「さあ。何も憶おぼえていない。失業中ではないかな？」

　私が言うと、彼はとても楽しそうに笑う。

「よし、大成功！　だけど、バカンスが終わる前に解いてあげないとね。あなたのホテルが潰つぶれちゃったら大変だ」

　陽光の下もと、彼の笑え顔がおがキラキラと煌めいている。

　幼い頃ころから、私はバスティス家の次期総そう帥すいとしてとても厳しく教育されてきた。

　両親の期待を裏切らないように、と物心ついた頃から、私はずっと緊きん張ちようしたまま、完かん璧ぺきだけを求めて走り続けてきた気がする。

　……ああ……しかし……。

　私は、彼の眩まばゆい笑顔に見とれながら思う。

　……彼といる間は、とてもリラックスできているような気がする。

　彼は顔やスタイルが美しいだけではなく、その全身の周りに、太陽のように眩まぶしく、そしてあたたかいオーラを煌めかせている。

　私はそれに幻げん惑わくされ、彼以外のすべてを忘れそうになる。

　……ああ……なんて子なんだろう……？

　……会ったばかりなのに、私の心をこんなふうに揺ゆらしてしまうなんて……。

「それなら、私も君に催眠術をかけてあげるよ」

「何？　何？　なんの催眠術？」

　楽しそうに言う彼の目の前に、人差し指を立ててみせる。

「この指を見て。あと三つ数えたら、君は、日本であった嫌いやなことをすべて忘れる。そして、私のことだけを考える。……いいね？」

「あなたのことだけ？」

　彼は目を丸くするが、すぐに楽しそうにうなずく。

「休きゆう暇かにいろんなことを思い出してもしょうがないしね。あなたのことだけ考えるよ」

「よろしい。……一、二、三」

　言って、目の前で指を鳴らしてやると、彼はハッとしたように瞬まばたきをする。私は、

「質問しよう。私の名前は？」

「ジャンニ・バスティスだろ？」

「それでは、日本にいる、君の恋こい人びとの名前は？」

　私は、自分の口から滑すべり出た言葉に驚おどろいていた。

　……私は、いったい、何を？

　彼を見た瞬しゆん間かんから、彼の色っぽさがずっと気になっていたのは事実だ。

　心の奥で、年上の、手て練だれの男の恋人でもいるのではないか、と思っていた。

　そして今夜にでも、その男がバリ島まで彼をさらいにくるのではないか、と。

　彼はきょとんとした顔で私を見る。それからなぜか苦い顔で笑って、

「恋人なんか、いないってば。俺、モテないもん」

　モテないという言葉は信じられないが（というか、彼に自覚がないだけかもしれない）、恋人がいないと言った言葉は噓うそとは思えなかった。

　……恋人は、いない……？

　私は、その言葉に、なぜかとても安あん堵どしている自分に気づいた。

　……彼は今、誰だれのものでもない……。

　……ああ、そのことに、どうしてこんなにホッとするんだろう？

「さて！　そろそろいいかなぁ？　あっ、本当だ、粉が沈ちん殿でんしてるよ！」

　私の思っていることなど夢にも思わないであろう彼は、グラスを横から覗のぞき込みながら楽しそうに言う。

「そっと持ち上げて、ゆっくりと飲んでごらん」

　私の言葉にうなずいて、恐おそる恐るカップを持ち上げ、そっとコーヒーの上うわ澄ずみを飲む。

「……うわ」

　彼は驚いたように声を上げ、それから私に向かって微ほほ笑えむ。

「……美味おいしい。この島の流儀に従ってゆっくり待った甲か斐いがあったよ」

「君が気に入ってくれて嬉うれしいよ」

　私もカップを持ち上げ、ブラックのままのそれをそっと飲む。

「このクルーザーで飲む『コピ』は、いつでも最高なんだ。あのホテルのシェフが淹いれるものも負けてはいないけれど」

「そうなんだぁ。ランチの時には緊張して食後のコーヒーどころじゃなくて……」

　彼が言いかけた時、キャビンからの扉とびらが開いて、大きな盆ぼんを掲かかげたクルーたちを引き連れたシェフが、甲かん板ぱんに出てきた。

「こんにちは、バスティスさま。そしてようこそ、サクラオカさま」

　インドネシア人のシェフは、両手を合わせてバリ式の礼をしながら言う。

「お邪じや魔ましてます。素す敵てきなクルーザーですね。『コピ』もすごく美味しかった」

「『コピ』の飲み方をご存じなのですか？」

「え？　あ、うん、もちろん！　もちろん知ってたよ？」

　彼が慌あわてた顔で言い、さっきのことは秘密だぞ、と言いたげな顔で私をチラリと見る。

　その顔の可愛かわいらしさに、私は思わず笑ってしまう。

　シェフとクルーは、少し驚いた顔で私を見る。それから、なんとなく嬉しそうに顔を見合わせ、楽しげにテーブルにデザートを並べていく。

　……私は、彼の言うとおり、仏ぶつ頂ちよう面づらばかり見せていたようだな。

　シェフとクルーはデザートを並べ終えると、お辞じ儀ぎをしてまた船内に消えていく。

「うわー、面おも白しろいデザートがたくさん！　ダイニングでたくさん食べたけど、デザートは頼たのまなかったし、嬉しいかも！　これ、なんだろう？　これは？」

　彼がテーブルを見回しながら言う。

　……そういえば、ダイニングでも、メニューを広げてテーブルの上の料理と見比べていた。

「インドネシアの料理に興味がある？」

　私が言うと、彼は大きくうなずく。それから少し恥はずかしそうに、

「うん。今日のランチで初めて食べたけど、面白いし、すごく美味しい。それに、バリ島旅行をすすめてくれた伯お父じさんに、みやげ話をしてあげなくちゃならないからね。あと、父さんと母さんにも」

　彼の顔にはとてもあたたかな表情が浮うかんでいて……彼がとても家族想いの優やさしい子であることが伝わってくる。

「説明しようか。……これは、『ピサン・ゴレン』。バナナに小麦粉とスパイスをまぶして揚あげたもの。添そえられているのは、バニラ・アイスクリームだ。インドネシアの伝統的な庶しよ民みんのおやつといったイメージかな？」

　私が、皿を示しながら説明すると、彼はとても興味深そうにうなずいて聞いている。

「美味しそう。食べてもいい？」

「もちろん。私は甘い物はほとんど食べない。これらは君のためのデザートだよ」

「全部は食べられないよ。あなたもノルマをこなして」

　彼は笑いながら、大皿から取り皿にデザートを取る。私の皿にも少し取り分けてくれる。

　彼は『ピサン・ゴレン』をフォークで小さく切り、アイスクリームを載のせて口に運ぶ。

　彼の唇くちびるが、楽しむようにゆっくりとデザートを包み込む。

　ゆっくりと咀そ嚼しやくする彼の形のいい顎あご。

　コクリ、と子供のような音を立てて飲み込む、滑なめらかな喉のど。

「う～ん、ものすごく美味しい！」

　無邪気な声で言って、子供のような上うわ目め遣づかいで私を見つめる。

「あなたもちゃんと食べて」

　甘えるようにゆっくりと微笑まれて、私の心臓が、ドキリ、と高鳴った。

　……これはただの癖くせで、彼は無意識にやっているのだろうが……。

　私は速くなる鼓こ動どうに驚きながら思う。

　……彼の、このどこか甘えるような微笑み方は、危険なほどに色っぽい。

　私は動どう揺ように気づかれないように平静を装よそおい、ナイフでデザートを小さく切り分ける。

　バニラビーンズがたっぷりと混ぜられた濃こいクリーム色のバニラ・アイスを、サクッとした食感に揚げられ、まだ湯気を立てているバナナに載せる。

　デザートなど食べ慣れない私は、震ふるえが来るほど甘いことを覚かく悟ごしながら口に運び……。

　口に含ふくんだとたん、フワリと広がる芳ほう醇じゆんなバニラの香かおり。

　あまり甘くなく、まるでクリームのようにトロリと蕩とろける、バナナ。

　衣のサクサクとした感かん触しよくと、微かすかに感じる南国のスパイスの感じが絶ぜつ妙みようだ。

「……美味しいんだな……驚いた……」

　私は本当に驚いてしまいながら言う。

「これ、食べるの初めてなの？」

「このクルーザーのシェフのデザートを食べること自体が初めてだ」

「ええ？　そうなの？」

「この船に乗る時には疲つかれ切っていることが多い。たいていがとても軽いランチか、シャンパンとつまみ程度を頼む。そんな軽い料理だけでもとても腕うでのいいシェフだと解わかっていたのだが、そういえば彼が作るきちんとした料理をほとんど食べたことがない」

「わー、もったいない！　きっとどんな料理でも美味しいよ！……ねえねえ、これは？」

　言って楽しそうに次のデザートを指さす。

「『ジャジャ・バトゥン・ベディリ』。これはブラウンシュガーを入れて作ったソースで丸い物はライスケーキだ。ココナツ・ミルクを足して甘さを調整して食べる」

「日本の白玉団子みたいなものかな？　甘そうだけど美味しそう」

　彼はスプーンを使って、それをインドネシア風の焼き物の茶ちや碗わんに取り分ける。

　そしてスプーンをペロリと舐なめてみて、

「もしかしてほかの店だとめちゃくちゃ甘いかもしれないけど、これはあんまり甘くないよ。お酒がちょっと入れてあるみたいですごく美味しい」

　彼はココナツミルクを少し垂らし、それからボール状のライスケーキをすくって食べる。

「……んん……めちゃくちゃ美味しい！　ライスケーキはドーナツっぽいかな？　あ、ケーキ屋さんで売ってるサバランとかにも似てるかも！　でもアジアっぽい！」

　甘そうな見かけに警けい戒かいしながら蜜みつの中にココナツミルクを入れ、私はライスケーキをほんの少し食べてみる。

「……あ……」

　口の中に広がる、ブラウンシュガーの、苦みを含んだ芳醇な甘さ。

　上等のブランデーが入っているようで、とても芳かぐわしい香りがする。

　ライスケーキはごく軽く揚げてあり、中には隠かくし味として、細切りのジンジャーの甘あま煮にと細かくして香こうばしく焼いたピーナツが忍しのばせてあった。

「……美味しいな。そしてたしかに、アジアの香りがする」

「甘いデザートだけど、こういう暑い場所で食べると格別って感じだよね。……ねえ、これは何？　クレープ？　にしちゃちょっと厚いかな？」

「これは『マルタバック・マニス』。バリ風のクレープと言ったところだ。チョコレートやミルククリームが挟はさんである。街の屋台で売っていることが多い」

「へえ。そこもクレープっぽい感じ。日本でもクレープを屋台で売ってるんだよ」

　彼は言いながら、小ぶりのそれを一本ずつ二人分の皿に取り分ける。自分の分をフォークで刺さして持ち上げ、パクリとそれを齧かじる。

　ディナーの席でやったら同席したうるさい輩やからに眉まゆを顰ひそめられそうなマナーだが、無む邪じや気きな彼がやるととても可愛らしい。

「美味おいしい！　これ、ミルククリームだよ！　あなたのは？」

　私は自分の皿に盛られたクレープの端はしをナイフで切ってみる。

　トロリとした褐かつ色しよくのソースが中から零こぼれてくる。

　湯気と一いつ緒しよに、フワリ、と芳しいカカオの香りが立ち上る。

「チョコレートのようだな」

「うわ、いい香りがする！　そしたら半分こしない？　チョコレート、味見したいし！」

　彼が子供のような笑え顔がおで言う。私は半分を切り分けようとして、ふと手を止める。

「解った。口を開けて」

　私が言うと、彼は驚おどろいた顔をしてそれから素す直なおに口を開ける。

　私はクレープをフォークとナイフで支え、テーブル越ごしに彼の口元に差し出す。

「切りづらいから半分齧れって？」

　彼は楽しそうに言い、それから、解った、と言いながら、パク、とクレープに齧りつく。

「……んっ……」

　彼は一口食べ、私を上目遣いに見上げて、

「チョコ、苦くてすんごく美味しい……あっ、ソースがっ！」

　彼が齧ったところから、蕩けたチョコレートソースがトロリと溢あふれ、テーブルクロスに零れ落ちそうになっている。

「垂れちゃう……んっ！」

　彼は身を乗り出してチョコレートを舐め取り、必死の顔でクレープにかぶりつく。

「……んっ……んくっ……！」

　真しん剣けんな顔でクレープを銜くわえ、落とさないように必死でかぶりついている彼を見て、なぜかますます鼓動が速くなる。

　唇はとてもイケナイ形で、動揺のためか滑らかな頰ほおが染まり、長い睫まつ毛げが震えている。

　それは、まるで……。

　私はふいに彼のとても淫みだらな姿を想像しそうになり、慌あわててその想像をうち消す。

　……ああ、いったいどうしたというんだ、私は……？

「……んっ……半分食べた。あとはあなたの分だよ？」

　彼の声に、ハッと我に返る。彼は可笑おかしそうに笑いながら、

「ほら、チョコが垂れるってば！」

「え？　ああ……」

　私は慌ててクレープを自分の方に引き寄せ、それを食べる。

　……間接キス、か……。

　彼の美しい唇が触ふれたと思うだけで、身体からだがジワリと熱くなる。

　……ああ、中学生でもあるまいし、間接キスくらいに動揺してどうするんだ、私は？

「クリームの方も半分あげるよ」

「ああ……遠えん慮りよしておく。そろそろ限界だ」

　これ以上間接キスをしてしまったら……理性がどうにかなりそうだった。

　……私は……彼に発情しているのだろうか？

　ここは、仕事絡がらみで視察に来ただけの場所。彼は、私のホテルに泊とまっている大切なゲスト。

　……こんな欲望を抱いだいては、いけないはずなのに。

「んじゃあ、食べちゃうよ？」

　無邪気に言って、クレープにかぶりつく彼から、目が離はなせない。

　自分はずっと恋れん愛あいに関しても冷れい徹てつだと思ってきた。

　相手が欲しくて我を忘れたことなど一度もない気がする。

　……なのに……。

　彼が齧ったとたんにクレープの中からソースが溢れた。白いソースがたっぷりと彼の唇くちびるを濡ぬらし、顎あごまでをゆっくりと伝う。

「……あ……」

　彼の美しい指先が、唇と顎に伝ったソースを拭ぬぐい取る。

「……ん……」

　その指先をゆっくりと舐め上げる、ピンク色の舌。

　彼は私の視線に気づいたように、上うわ目め遣づかいのまま、可愛かわいく私を睨にらむ。

「……あ……見ないで。恥はずかしいだろ？」

　笑みを含ふくんだ彼の声。身体の奥に、何かの炎ほのおが燃え上がるのを感じる。

　……いくら美しいとはいえ、彼とは会ったばかりで……。

　自分に言い聞かせようとするが……もう気持ちをごまかすことができなかった。

　……ああ、私はやはり発情している……。

　私は、自分の気持ちを確かめる。

　……私は、この出会ったばかりの青年の、身体が欲しい。

　……それだけではなく、彼の心が欲しい。

　……ああ、どうしてこんなに激しい気持ちになるのだろう？







　　桜岡幸次







「すごい。なんだかドキドキする」

　俺は、隣となりを歩く彼を見上げて言う。

「なんだか、夏祭りに行くみたいな気分だよ」

　すごく楽しかったクルーズを満まん喫きつした後。

　船からの景色を堪たん能のうした俺たちは、夕暮れになってから、ホテルのあるウブドゥに戻もどった。

　それぞれの部屋でシャワーを浴び、着き替がえをして、ロビーで待ち合わせた。

　赤道直下の場所とはいえ、湿しつ気けがほとんどないせいで、夕方になると肌はだ寒ざむいくらいだった。

　長なが袖そでの綿シャツと夏向けのスラックスに着替え、ロビーに向かうと、彼は上等そうな麻あさの上下と、ボタンを二つほど開けた綿のシャツを着て俺を待っていた。

　ラフな感じの服装でも、彼は本当に格好良くて……ロビーの間接照明の中に立っている彼を見て俺は思わず見とれてしまったんだ。

　俺たちがホテルのリムジンで来たのは、ウブドゥからほど近い小さな村。

　どうやら彼は、俺の言った、『バリ・ダンスが見たい』って言葉をちゃんと覚えていて、それを見に連れてきてくれたらしい。

　月明かりに照らされた田舎いなか道を、カメラを持った観光客や、正装をした地元の人たちが列をなして歩いている。

　道ばたの田んぼから、カエルや虫の声が聞こえてくる。

　女の子に追われ、ガーガーと鳴きながら、アヒルたちが道をゆっくりと横切っていく。

　遠くに見えるお祭りらしきにぎわいの明かり、そして微かすかに聞こえてくるガムラン。

　なんだか、昔、田舎で行った夏祭りの情景を思い出すような……？

「バリの風景って、なんだか懐なつかしい感じがする」

「そう？」

「うん。日本人は多かれ少なかれ郷きよう愁しゆうを誘さそわれるんじゃないのかな？　田んぼがあるせいかもしれないけど、なんだか日本の田舎の風景に似てるんだ。古き良き日本って感じで……あっ！」

　足下が暗いせいで、俺は石につまずいて転びそうになる。

　彼の手がスッと伸のびて、俺の腕うでを摑つかんで支えてくれる。

「大だい丈じよう夫ぶ？　午後いっぱい船に揺ゆられていたから、少し疲つかれたのかな？」

　月明かりの下、思ったよりも近くにあった彼の顔を見て、俺の心臓がトクンと跳はね上がる。

「あ、うん。大丈夫だよ。ちょっとつまずいただけで……あ……」

　彼の逞たくましい腕が、俺の肩かたにまわされる。

　そのままキュッと引き寄せられて、ますます鼓こ動どうが速くなる。

　……ああ、また……。

　俺は一人で真っ赤になってしまいながら思う。

　……彼といると、どうしてこんなふうにすぐドキドキしちゃうんだろう？

　クルーザーに乗ってアフタヌーンティーをしている時もそうだった。

　いろいろなデザートの名前を教えてもらって、美味おいしいものをたくさん食べて……そこまではよかったんだけど……。

　デザートに夢中になっていた俺は、食べ終わってから初めて、彼とクレープで間接キスをしたことに気づいた。

　その後は、なぜか彼の唇にばかり目がいってしまった。

　無理やりはしゃいで見せていたけれど、その後ずっと、彼と目が合うたびに心臓が壊こわれそうなほどドキドキしていた。

　……今だって、こんなにドキドキしてる。

　……なのに、肩なんか抱だかれたら……。

　肩を抱いている彼の腕は、とても逞しくて。

　服越ごしに感じる体温は、とても熱くて。

「ええと、あの……」

　俺はなぜか真っ赤になってしまいながら、彼を見上げて言う。

「……一人で歩けるけど……」

「この先も道は悪い。転んでは大変だ。会場までこのままで行くよ」

　彼は、俺の肩をキュッとさらに抱き寄せながら言う。

「暗いから、恥ずかしくはないだろう？」

「……あ……っ」

　間近で聞く彼の声はものすごくセクシーに響ひびいて……俺の耳たぶまでが赤くなる。

「……いいね？」

　見下ろしてきた、夜のジャングルのような漆しつ黒こくの瞳ひとみが、月明かりを反射してキラリと光る。

　俺は視線をそらすこともできずに、うなずいてしまう。

　……ああ、クルーザーの中でされた催さい眠みん術が、まだ効いてるみたい……。

　俺は、無理やりに視線を引き剝はがすようにして、目を伏ふせる。

　……だって、彼のことしか、考えられないよ……。

　心の中からは、学校も、テニスも、そして爽二くんすらも綺き麗れいに消えていた。

　……ああ、どうしてこんな気持ちになるんだろう？

　……やっぱり、催眠術が効いちゃってるんだろうか？

「今夜のプログラムは、『バロン』と『ケチャ』だ。内容は知っている？」

　低い声で言われて、俺はまた赤くなりながらかぶりを振ふる。

「ううん。テレビで見た時も綺麗だなって思っただけで内容までは……」

「どちらも、古代インドの叙じよ事じ詩しをモチーフにしたダンスだよ。まず『バロン』の方から説明しようか」

　俺たちは、村の門らしきところをくぐり、広場のような場所に出る。

「『バロン』は古代インドの『マハーバーラタ』という叙事詩を脚きやく色しよくしたものだ」

　土を固めてできた広場の周りには、木を組んで作った観客席が設けられていた。

　彼は俺の肩を抱き、舞ぶ台たいの正面に当たるらしき場所の席まで誘ゆう導どうしてくれる。

「死神の生け贄にえにされるところだったサワデ王子を、シヴァ神が哀あわれんだ。そしてサワデ王子を不老不死に変えてやる。そこから、死神の弟子たちと、王子の戦いが始まるんだ」

　俺と彼は並んで木の椅い子すに座る。

「最後、サワデ王子は聖せい獣じゆうバロンに変身し、魔ま女じよランダと戦う。そこが見所かな？」

「なんか面おも白しろそう。スペクタクルだね。ちゃんと撮とらなきゃ！」

　俺は伯お父じさんから借りてきたデジタルカメラを鞄かばんから出し、メモリーとバッテリーの残量を確かめる。

「『ケチャ』はやはり古代インドの叙事詩『ラーマーヤナ』をモチーフにした物語だ」

　広場の向こう側の通路から、上半身裸はだかで、腰こしに白と黒の布──サロンというらしい──を巻いた男たちが列になって歩いて来る。

「彼らはバックコーラス兼けん出演者といえる。彼らが輪になって『チャクチャク』とかけ声をかける真ん中で、踊おどりは進んでいく。……始まったな」

　百人はいるであろう男たちは、広場の真ん中に置いてあるライトを取り囲むように、ドーナツ状になって座っていく。

　男たちの口から、チャクチャク、というかけ声が漏もれ始める。

　少しの乱れもなく揃そろったそのリズムが、すごく不思議だ。

　美しい光こう沢たくのある絹の衣い装しようを着た女性が二人、人々の真ん中に進んでくる。

　黄色い絹をまとった一人は女性っぽい型、緑の衣装をまとった一人は男っぽい型で踊っているところを見ると、カップルという設定かもしれない。

　しかしセリフがあるわけではないから、話の筋は全然解わからない。

「どういう話なの？」

　俺が聞くと、彼は俺の耳に唇くちびるを寄せ、声をひそめて、

「王位継けい承しよう権を継母と争い、ラーマ王子とシータ王女は森に追放される。そこでシータは魔ま王おうに見み初そめられ、そのまま連れ去られてしまう」

「……うん、うん」

　月明かりの下に、速く、遅おそく、リズムを変えながら響く、男たちのかけ声。

　滑なめらかな動きでゆっくりと踊る、二人の踊り子。

　なんだか……こっちまで遠い世界に引き込まれてしまいそうだ。

「彼女を救うべく王子は旅に出て、白い猿さるの勇者・ハヌマンの助けを借りて魔王と戦う」

「……で？」

　俺が聞くと、彼は耳元で小さく笑う。

「それは、見てからのお楽しみだよ」

　暗がりに響く彼の囁ささやきが、ふと不思議なくらいにセクシーに聞こえる。

　客席である木のベンチは観光客で満席。しかも囁き合っていたせいで、俺と彼はぴったりとくっついて座ってしまっていた。

　ふと、身体からだの側面が、彼の身体に触ふれていることを意識してしまう。

　……ああ……。

　ふいに、トクン、と胸が高鳴る。

　ぴったりと寄り添そっているせいで、彼が動くとふわりとコロンの香かおりが鼻び孔こうに届く。

　どこからか流れてくる、南国の花の香り。そして、彼の芳かぐわしいコロン。

　鼓動がどんどん速くなって、なぜか身体が甘く痺しびれてくる。

　……ああ、本当に、別の世界に行っちゃいそうだ、俺……。







　　ジャンニ・バスティス







「すっごいな～。こんな綺麗なジャクジー、初めてだ」

　腰までお湯に浸つかった彼は、天に手を伸のばしながら楽しげに言う。

　湯気と、庭の花々から放たれる芳しい花の香りが、二人の間に満ちている。

　ここは、私の部屋の敷しき地ち内にある東あずま屋やに設置された、ジャクジー風ぶ呂ろ。

　太い柱と茅かや葺ぶきの屋根、そして大理石の床ゆかを持つ東屋は、すべての壁かべがガラスになっていて、今はそれがすべて開け放たれている。

　ジャクジーをライトアップするのはロマンティックな間接照明だけ。

　見上げれば、都会では絶対に見られないような、満天の星空と金色の満月。

　私と彼は、あれから村のレストランで質素だがとても美味しいディナーを食べてきた。

　私の部屋に専用のジャクジーがあると言ったら、彼はぜひ入りたいと言い……彼は自分の部屋に戻もどる前に私の部屋に寄ってジャクジーに入っているというわけだ。　>>>♥

　……ああ……。

　私は、空を見上げるフリで彼から目をそらしながら思う。

　……彼の水着姿は、本当に目の毒だ。

　溺おぼれたのを助けた時に、彼の水着姿は見たはずだった。しかしあの時は私も必死だったので、彼の身体をまじまじと見たのは今夜になってからだ。

　私の部屋に置いたままになっていた水着を着て、ジャクジーに現れた彼は……見とれるほど美しく見えた。

　青年らしく、しっかりとした骨格。

　女性とは違ちがう、凜り々りしく張った肩かた。

　しなやかな筋肉が浮うき上がった、しなやかな腕うで。

　淡あわい色の小さな飾かざりを先せん端たんに載のせた、滑らかな胸。

　そして少しの緩ゆるみもなく引き締しまった、細い腰。

　腰の位置が高く、すらりと長い脚あし。

「これ、何？　デザート？」

　鳩みぞ尾おちまでお湯に浸かった彼は、私がさっきホームバーから出してきたばかりの、素す焼やきの容器を手に取る。それから蓋ふたの上に貼はってある紙に印刷してある文字を読む。

「『マッサージ用ヨーグルト・ペースト。食べ物ではありません』？」

　紙を剝がして蓋を開けると、中には花弁と果くだ物ものを混ぜたヨーグルト・ペーストが入っている。

「これはマッサージ用のヨーグルトだ。もちろん食べても害はないが、もっと美味おいしいデザートがいくらでも食べられるので、お奨すすめはしない」

　私が言うと、彼は楽しそうに笑う。

　私は、このホテル独自のサーヴィスの内容を思い出しながら言う。

「ホテルのスパに行けば、ルルールやボレと言った本格的なスパイス・ペーストを使ったバリ式のマッサージを受けることができるが……部屋の中でも簡単なマッサージができるように用意してあるんだ。子供連れのゲストの時には、リクエストがない限り置かれないらしいが」

「へえ～」

　彼はヨーグルトを手のひらにすくい取り、私の顔を見る。

「マッサージって、どうやるの？」

「両手で、身体に塗ぬりつけてごらん。陽ひ灼やけした肌はだの火ほ照てりが取れて気持ちがいいはずだ」

「うん」

　彼は両手にヨーグルトをたっぷりと取り、その白いペーストを首筋に塗りつけていく。

「うわ、いい香り」

　そして、手のひらでそれを首筋から肩、鎖さ骨こつのあたりに延ばしてマッサージしていく。

「へえ。ひんやりして、なんか、めちゃくちゃ気持ちいい」

　言いながらお湯から出て、彼はバスタブの縁ふちに座り直す。

　手を伸ばし、両手にヨーグルト・ペーストを取る。

　彼が胸むな元もとにそれをたっぷりと塗りつけたのを見て……私の心臓が、ドキリと跳はね上がる。

　粘り気のある白い液体を、その滑らかな肌に塗りつけた彼は……まるで……？

　……何を考えているんだ、私は……？

　慌あわてて目をそらそうとするが、どうしても彼から目が離はなせない。

「これを塗ってツルツルにしておいたら、陽灼けしても肌が痛くならないかな？　明日は海で泳ぎたいから今のうちに塗っておいてみよっと」

　彼は空を仰あおいで首をそらし、気持ちよさそうに目を閉じて、その両手を首筋から胸元に往復させる。

　東屋に差し込む金色の月明かりの下、自分の身体に白い液体を塗りつける彼は……恐おそろしいほどに淫みだらに見えた。

　……ああ、なんてことだ……。

　私の身体の奥に、まるで肉にく食しよく獣じゆうのような、獰どう猛もうな飢うえが湧わき上がってくる。

　……こんなにも、彼が、欲しい……。

「そうだ、これ、食べられるんだよね？」

　彼は言い、自分の胸元から指先にヨーグルトをすくい上げる。

　彼が手を口元に持っていったのを見て、私の理性の糸が切れそうなほどに張りつめる。

　……やめてくれ、このままでは……。

「待ちなさい、美味しいものではないから……」

　私の言葉を無視して、彼はピンク色の舌を出し、自分の指先をゆっくりと舐なめ上げる。

　その格好のまま、イタズラっぽい目で私を見、無む邪じや気きな声で言う。

「噓うそ。美味しいよ？」

　……ああ……なんてことを……。

　私の中で、何かがプツリと音を立てて千切れた。

　私はお湯の中から立ち上がり、彼のすぐ脇わきに立つ。

「向こうを向いてごらん。背中にも塗ってあげるよ」

「本当？」

　私がどんな欲望を抱いだいているか夢にも思っていないであろう彼は、無邪気に言って、無防備に私に背を向ける。

　私はヨーグルト・ペーストを手に取り、それを彼の背中に塗りつけてやる。

　彼の熱い体温と、その滑なめらかな肌は……私の獰猛な野性の本能を容よう赦しやなくかき立てる。

「ああ……それ、めちゃくちゃ気持ちいい。もっとやって……」

　彼の甘えるような声に、目め眩まいがしそうになる。

　……こんなに無む垢くな様子をして、彼は……本当は誘さそっているのだろうか？

「気に入ったのなら、全身をマッサージしてあげる」

　私が言うと、彼は振ふり向いて嬉うれしそうに笑う。

「うん、やって、やって。あ、また攣つらないように、脚も」

　彼はお湯から上がり、バスタブの脇の大理石の床に、向こう向きでうつぶせになる。

「あの時、ここのところが攣っちゃって……」

　彼は片脚を曲げて、ふくらはぎを示す。

「……あと、腿もものところの筋も、変なふうに動かすとまだちょっとおかしいんだよね」

　あまりにも無防備に脚を広げているせいで、緩みのある水着の裾すそから、その奥に秘ひめられた温かそうな暗がりが、わずかに覗のぞく。

　……彼は、やはり誘っているのだろうか？

　私はまた目眩を覚えながら素焼きの容器を取り、それを傾かたむけて、彼の背中にゆっくりとヨーグルト・ペーストを垂らしていく。

「冷たい」

　クスクス笑う彼の背中に、ゆっくりとペーストを塗り込んでいく。

「気持ちいい。……こうしてると、本当に天国に来ちゃったみたい。悩なやみや嫌いやなこと、全部消えちゃいそう」

　彼は曲げた腕の上に顎あごを載せ、うっとりと目を閉じながら言う。

「この旅行は、伯お父じさんからプレゼントされたんだよ。伯父さんに感謝しなきゃ」

「このホテルの宿しゆく泊はく費はとても高い。航空券と一いつ緒しよにそれをプレゼントだなんて豪ごう華かだな」

「ううん、伯父さんは旅行会社を経営してるから……あ、『パシフィック・トラベル』って会社だよ。日本に来たときにはよろしくね……そのツテで飛行機チケットは安くなったんだと思う。このホテルは高級すぎて割引なんかきかないだろうから、大奮発だろうけどね。だから俺、ほかの宿泊客みたいにリッチじゃ、全然ないんだよね。ただの庶しよ民みん」

　彼は小さくため息をついてから、

「……あのね。俺って、清祥学園っていう名前のけっこうレベルの高い高校に通ってて、全国大会にも行く有名なテニス部の部長をしてるんだ」

「優ゆう秀しゆうなんだな」

　彼の肩の筋肉を揉もみほぐしてやりながら、私は感心する。彼はかぶりを振って、

「……だけどね、高校に入れたはいいけれど、勉強しても勉強しても、授業についていくのがやっとだ。テニス歴の長さでテニス部の部長になれたはいいけど、才能のある後こう輩はいたちに負けそうになって……いつも、プレッシャーにつぶされそうになってばかりなんだ」

　彼が悲しげな深いため息をついたのを聞いて、私の心がチクリと痛む。

「ああ……ごめんなさい。こんな弱音、誰だれにも言ったことがなかったのに。高校生が感じるプレッシャーなんて、あなたみたいに働いてる人から見ればきっとくだらないものだろうな」

「そうは思わないよ」

　言うと、彼は顔を上げ、驚おどろいたように私を振り返る。

「そんなにがんばらなくてもいいのではないかな？　周りの人たちは君の学力でもなく、テニスの成績でもなく……その開け広げな性格と優やさしい人ひと柄がらに惹ひかれているのだと思うよ」

「え？」

「会ったばかりだが……私は君のことをとても好きになっているし」

「本当？」

「君は……本当に魅み力りよく的な人だ」

　彼は目を見開き、それからふいに頰ほおを染める。向こうを向いて、頰を腕うでに埋うずめる。

「……嫌なことや悩みが消えそうなのは、この島のせいだけじゃないんだな、きっと」

　そして、小さな声で呟つぶやく。

「……きっと、あなたと会えたおかげだ」

　その呟きが、私の心を不思議なほど揺ゆらす。

「……あのね。俺、失しつ恋れんしたばっかりなんです」

「失恋？」

「あ、ごめんなさい。こんなグチみたいな話ばっかり聞きたくないよね？」

　彼が苦く笑しようしながら言う。

「いや……話してくれて構わないよ。そういうことは、口にすると楽になるというだろう？」

「ありがとう。あなたって優しい人なんだ」

　その他意のない声に、私の心臓が、ズキリと甘く痛む。

　……私は、少しも優しくなどない。

　……今も、こんなに激しい欲望を持て余しているというのに。

「あのね……俺の好きになった人って、同じ学校の後輩で……実は、男だったんだ」

「……男？」

　私の心臓が、ドキリと跳はね上がる。

　……ストレートにしては、色っぽすぎると思った。やはりゲイだったのか……。

「あ……もしかして、ゲイに偏へん見けんとかあります？　そしたら話すのやめるけど」

　彼の言葉に、私はかぶりを振る。

「恋こいをするのに性別は関係ないと思っている。私も……」

　私は自分の過去を思い出して少し迷いながら言葉を口にする。

「……男性と付き合ったことが、ないでもない」

　……熱ねつ烈れつに望まれて恋こい人びととして付き合い始めたことは何度もあるが、いつもほんの短い間しか続かない。

　……それに、それ以上の関係を望んだこともない。

　……本当は、私は、恋というもの自体をしたことがないのかもしれないが。

　私の心の中の呟きも知らず、彼は尊敬の色をその顔に浮うかべる。

「すごい。先せん輩ぱいだ。俺、自分はゲイじゃないかって思ってはいたけど、初めて同性に告白できたのは、ホントにこの間で。ちょっと不安だったんだ。この先どうしたらいいんだろうって」

　明るい声で言って、身体からだをよじって私に微ほほ笑えむ。

「ゲイってどんなものか、いろいろと質問してもいい？」

「私に答えられることなら」

「ありがとう。……あなたに会えて、すごくラッキーだったな」

　まるで無む邪じや気きな犬のように相手を信しん頼らいしきった眼まな差ざしに、私は柄がらにもなく動どう揺ようする。

　……出会ったばかりの私に、彼はどうしてこんなふうに無邪気にできるのだろう？

「あなたみたいな男になれたらいいな。最初に、あなたがダイニングに入ってきた時から見とれてたんだ。なんて格好いい男の人だろうって」

「見とれていたのは、私も同じだ」

　私は思わず告白してしまう。

　彼は驚いたように床ゆかから身を起こす。それから信じられないという顔で苦笑して、

「見とれてた、じゃなくて、あきれて見てたんでしょう？　俺みたいな子供、このホテルに似合わないなって」

　彼の顔に悲しげな色がよぎり、私の胸を痛ませる。

　これ以上はダメだ、と私は自分に警告するが、もう止めることは不可能だった。

　何かの啓けい示じのように、ふいに確信が下りてくる。

　……ああ、彼を愛している。

　私は、月明かりの下の美しい人を見つめながら、しっかりと確信した。

　……そして、彼は、私の運命の人なんだ。

「そうではない」

　私は手を伸のばし、彼の頰を手のひらで包み込む。

「目が合った瞬しゆん間かんに、思わず見とれた。君と一緒にいて、抱だきたいと思った」

　彼が、驚いたように目を見開く。

「君を知ってしまった今は、さらに抱きたいと思っている」

「……あっ……」

　私の言葉に、彼の肌はだがカアッと朱しゆに染まる。

「恋に堕おちた大人がどんなことをするのか……知りたい？」

　囁ささやくと、彼は少し怯おびえたような顔で私を見つめる。しかし震ふるえる声で答える。

「……うん……」

　その言葉が、私の理性の最後のかけらを吹ふき飛ばす。

「それなら、教えてあげる。目を閉じて」

　囁いて、ヨーグルトで滑すべる彼の胸むな元もとを、手のひらで撫なで上げる。

　私の指先が小さな乳首に触ふれた時、彼の唇くちびるから、不思議なほど濡ぬれた声が漏もれた。

「……んっ……」　>>>♥

　水着に包まれた彼の屹きつ立りつが、ヒクリ、と反応するのが見えた。

　……ああ、もう、我が慢まんなどできない……。







　　桜岡幸次







　……この人といると、なぜかとても安心する。

　目を閉じて、背中を滑って筋肉を柔やわらかく解ほぐしてくれる彼の手を感じながら、俺は思う。

　……そしてそれだけじゃなくて、すごくドキドキする。

　……ああ、どうしてなんだろう？

「気持ちいい。……こうしてると、本当に天国に来ちゃったみたい。悩なやみや嫌いやなこと、全部消えちゃいそう」

　俺はうっとりとしてしまいながら、つい言ってしまう。

「この旅行は、伯お父じさんからプレゼントされたんだよ。伯父さんに感謝しなきゃ」

「このホテルの宿しゆく泊はく費はとても高い。航空券と一いつ緒しよにそれをプレゼントだなんて豪ごう華かだな」

「ううん、伯父さんは旅行会社を経営してるから……あ、『パシフィック・トラベル』って会社だよ。日本に来たときにはよろしくね……そのツテで飛行機チケットは安くなったんだと思う。このホテルは高級すぎて割引なんかきかないだろうから、大奮発だろうけどね」

　俺は笑い、それからちょっとだけ疎そ外がい感を感じる。

「だから俺、ほかの宿泊客みたいにリッチじゃ、全然ないんだよね。ただの庶しよ民みん」

　俺はため息をついてから、

「……あのね。俺って、清祥学園ってけっこうレベルの高い高校に通ってて、全国大会にも行く有名なテニス部の部長をしてるんだ」

　……ああ、俺、どうしてこんなことまで言っちゃってるんだろう？

「優ゆう秀しゆうなんだな」

　とても優やさしく聞こえた彼の言葉に、俺はかぶりを振ふる。

「……だけどね、高校に入れたはいいけれど、勉強しても勉強しても、授業についていくのがやっとだ。テニス歴の長さでテニス部の部長になれたはいいけど、才能のある後こう輩はいたちに負けそうになって……いつも、プレッシャーにつぶされそうになってばかりなんだ」

　思い出すと、自分が普ふ段だんいかに無理をしているのかがよく解わかる。

　……ああ、この人みたいに、もっと自然な感じで、格好良く生きられたらいいのに。

　俺は思い、こんなふうにグチってるところが格好悪いよな、と思う。

「ああ……ごめんなさい。こんな弱音、誰だれにも言ったことがなかったのに。高校生が感じるプレッシャーなんて、あなたみたいに働いてる人から見ればきっとくだらないものだろうな」

「そうは思わないよ」

　彼の言葉に、俺は驚おどろいて顔を上げ、身体をよじって彼を振り返る。

「そんなにがんばらなくてもいいのではないかな？　周りの人たちは君の学力でもなく、テニスの成績でもなく……その開け広げな性格と優しい人ひと柄がらに引かれているのだと思うよ」

「え？」

　……こんなことを言ってくれた人って、初めてかもしれない。

「会ったばかりだが……私は君のことをとても好きになっているし」

「本当？」

　……なんだか……すごく嬉うれしいかも。

「君は……本当に魅み力りよく的な人だ」

　真しん剣けんな声で言われ、その漆しつ黒こくの瞳ひとみで見つめられて、頰ほおがカアッと熱くなる。

　……そして……なんだかすごくドキドキする。

　俺は慌あわてて彼から目をそらし、赤くなった頰を隠かくすために腕うでに埋うずめる。

「……嫌なことや悩みが消えそうなのは、この島のせいだけじゃないんだな、きっと」

　俺の唇から、思っていたことが正直に漏れた。

「……きっと、あなたと会えたおかげだ」

　いつも人目を気にして、変に頑がん張ばっちゃってる俺が、こんなふうに誰かの前で素す直なおになれるなんて……もしかして初めてかもしれない。

「……あのね。俺、失しつ恋れんしたばっかりなんです」

「失恋？」

　俺は言ってしまってから、彼の少し驚いたような声に、ハッと我に返る。

「あ、ごめんなさい。こんなグチみたいな話ばっかり聞きたくないよね？」

「いや……話してくれて構わないよ。そういうことは、口にすると楽になるというだろう？」

　彼の穏おだやかな声に、なんだか心がジワリと熱くなる。

「ありがとう。あなたって優しい人なんだ」

　……すごいハンサムだし、あまり笑わないからちょっと怖こわそうに見えるけど……。

　俺は背中に彼の優しい手を感じながら思う。

　……きっと彼は、すごく優しい人なんだ。

「あのね……俺の好きになった人って、同じ学校の後輩で……実は、男だったんだ」

「……男？」

「あ……もしかして、ゲイに偏へん見けんとかあります？　そしたら話すのやめるけど」

　俺の言葉に、彼はかぶりを振って、

「恋こいをするのに性別は関係ないと思っている。私も……」

　少し間を空けてから、きっぱりと言う。

「……男性と付き合ったことが、ないでもない」

　その言葉に、俺の心臓がトクンと跳はね上がった。

　……彼も、ゲイなのか。

　……海外じゃ、ものすごくハンサムで完かん璧ぺきに見える男の人ほどゲイが多いって、そういえば伯父さんが言ってた。

　……そういえば、彼はそれにぴったり当てはまるもんな。

「すごい。先せん輩ぱいだ。俺、自分はゲイじゃないかって思ってはいたけど、初めて同性に告白できたのは、ホントにこの間で。ちょっと不安だったんだ。この先どうしたらいいんだろうって」

　俺は言って、身体からだをよじって彼に微ほほ笑えみかける。

「ゲイってどんなものか、いろいろと質問してもいい？」

「私に答えられることなら」

「ありがとう。……あなたに会えて、すごくラッキーだったな」

　……こんなにハンサムで、頼たよりになりそうな男の人が、同じゲイだなんて。

　……なんだか、妙みように安心しちゃうかも。

「あなたみたいな男になれたらいいな。最初に、あなたがダイニングに入ってきた時から見とれてたんだ。なんて格好いい男の人だろうって」

　俺は正直に言ってしまい、それから一人で赤くなる。

　……なんだよ、これ？

　……これじゃまるで、俺が受で、一ひと目め惚ぼれを告白してるみたいに聞こえるじゃないか。

　……そうじゃなくて、俺は攻で、先輩として尊敬してしまうって言わないと変に思われる。

　……ええと……？

　頭の中で正確な英語をひねり出そうとする俺に、

「見とれていたのは、私も同じだ」

　彼が唐とう突とつに言う。

　俺は驚いて、思わず寝ね転ころがっていた床ゆかから身を起こす。

　……彼の言い方も変だ。

　……それじゃ、彼が俺を最初から受として見ていて、一目惚れしたみたいに聞こえるよ。

　俺は思わず苦く笑しようしてしまいながら、

「見とれてた、じゃなくて、あきれて見てたんでしょう？　俺みたいな子供、このホテルに似合わないなって」

　言ってしまってから、なぜかふいに胸が痛む。

　……そうだ、俺みたいなフツーの高校生に、彼が見とれたりするわけがなくて。

「そうではない」

　……え？

　彼がふいに、俺の方に手を伸のばす。

　俺はそこで、彼がどんなに美しい手をしているかに唐突に気づいた。

　すらりと長い指、男っぽい骨格を持つ完璧な彫ちよう刻こくのようなその手が……さっきまで俺の背中に塗ぬり込めていた白い液体に濡ぬれている。

　……あ……っ！

　ふいに、心臓が、ドキリと甘く疼うずいた。

　俺の頰が、彼の滑なめらかな手のひらに包み込まれる。

「目が合った瞬しゆん間かんに、思わず見とれた。君と一いつ緒しよにいて、抱だきたいと思った」

　俺は驚いて、思わず目を見開いてしまう。

「君を知ってしまった今は、さらに抱きたいと思っている」

　見つめてくる、ジャングルの闇やみのように深い漆黒の瞳。

　彼の声と、その視線が、電流みたいに俺の身体を痺しびれさせる。

「……あっ……」

　身体を走った電流は、俺の下腹の一部分に集結して……。

　……ああ、なんで……？

　俺の身体がカアッと熱くなる。

　水着の下、俺の屹きつ立りつが、ヒクッと震ふるえて硬かたさを持つのが解る。

　……なんで俺、勃たっちゃってるの……？

「恋に堕ちた大人がどんなことをするのか……知りたい？」

　彼の視線とその囁ささやきは、まるで媚び薬やくを垂らした強いお酒みたいだ。

　目の前が甘く霞かすみ、何も考えられなくなる。

「……うん……」

　俺の唇くちびるから、震える承しよう諾だくの言葉が漏もれた。

　……ああ、どうして……？

　俺は、初めて彼を見た時と同じように、彼の端たん麗れいな美び貌ぼうからどうしても目をそらせない。

　……どうして、うん、なんて言っちゃったんだろう……？

　彼は、まるでどこかが痛むかのように一いつ瞬しゆんだけ切なげに眉まゆを顰ひそめ、それからドキドキするようなセクシーな声で囁く。

「それなら、教えてあげる。目を閉じて」

　……ああ、俺……。

　俺は壊こわれそうなほど速い鼓こ動どうを感じながら思う。

　……どうして抵てい抗こうできないんだろう……？

　彼の手が、俺の胸むな元もとに触ふれてくる。

　それだけで、俺の肌はだは敏びん感かんに反応し、ザワ、と快感の鳥とり肌はだを立てる。

　ヨーグルトでヌルヌルに濡れた俺の胸元を、彼の手のひらがゆっくりと撫なで上げる。

　……ああ……。

　俺は目を閉じたまま、小さく喘あえぐ。

　……どうして触れられただけでこんなに……。

　彼の指先が、俺の乳首の上をヌルリとかすめた。

　その瞬間、俺の身体に生まれて初めて感じるような激しい快感が走った。

「……んっ……」

　俺の唇から、恥はずかしいほど濡れた声が漏れてしまう。

　そして……水着の下の俺の屹立が、ピクン、と震えてさらに勃ち上がってしまう。

　……ああ、彼に見られたら、子供だって笑われてしまうかもしれない。

　俺は目をキュッと閉じ、羞しゆう恥ちに真っ赤になりながら思う。

　……ほんの少し触れられただけで、こんなふうに感じちゃってるなんて。

　……だけど……。

　俺の身体は、どんどん熱くなる。

　ヨーグルトでヌルヌルにされた俺の身体から、フルーツと花の香かおりが立ち上る。

　まるで……身体が、あたたかく蕩とろけた甘いデザートになったみたいだ。

「……コウジ……」

　彼が耳元で囁く。

　初めて呼び捨てにされ、その不思議に甘い響ひびきに、鼓動がますます速くなる。

「……あ……」

　彼の指が、恥ずかしく尖とがった俺の乳首をそっと摘つまみ上げる。

「……ああっ……！」

　キュッと揉もみ込むようにされて、俺の腰こしがヒクンと震えてしまう。

　脚あしの間の屹立が、グッと勃ち上がるのを感じる。

「……う……」

　俺はもう我が慢まんができなくなって目を開き、チラリと自分の身体に目を落とす。

　白い液体でヌルヌルにされた俺の身体は、なんだか信じられないほどいやらしく見えた。

　そしてヨーグルトの中から、まるでデザートに載のせたチェリーみたいに、色づいて尖った乳首が覗のぞいてしまっている。

　そして……緩ゆるみのあるデザインだからまだ救われてはいるけれど……俺の屹立は、しっかりと勃ち上がって下から水着を押し上げていた。

「……あっ……」

　俺は真っ赤になって自分の身体を抱きしめ、慌あわてて膝ひざを曲げて反応してしまった下腹を隠かくす。

　……ちょっと触さわられただけで、もうこんなに……。

「……ダメだよ……もう……」

「……教えて欲しいのではなかった？」

　彼が、俺の耳元に口を近づけて囁く。

「……恋こいに堕ちたゲイの男が、いったいどんなことをするのか」

　その低い声に、身体からだがジワリと痺れてしまう。

「……あ、だけど……」

　俺はなんだか泣きそうになりながら、彼を見返す。

「……俺とあなたって、出会ったばっかりで……」

「……好きだ」

　彼が、真しん剣けんな顔で俺を見つめて言う。

「……ダイニングで、初めて君を見た瞬間から」

「……あっ……」

　俺の心臓が、ズキリと甘く痛んだ。

　……ああ、どうしよう……。

　鼓動が、どんどん速くなってくる。

　……そんな顔で囁かれたら、本気かと思っちゃうじゃないか……。

「愛しているよ、コウジ……」

　まるでとどめを刺さすように囁かれたら、もう何も解わからなくなる。

「……あ……俺……」

　……どうしよう……身体が、こんなに……。

「……ん？　もう我慢できない……？」

　彼の甘い囁きに、俺はもう我慢できなくなる。

「……うん……」

「……コウジ。可愛かわいいよ……」

　彼が囁いて、俺の身体を横抱きにしてお姫ひめ様みたいに抱き上げる。

「うわ！　何？」

「ベッドに行く前に、ヨーグルトをシャワーで洗い流そう」

　彼の言った、ベッド、という言葉が、妙みようにセクシーに響いて……俺は真っ赤になる。

「屋外にシャワーがある。おいで」

　彼は俺を抱いたまま、やすやすと芝しば生ふの中庭を横切る。

　そして大理石の床ゆかを持つ、屋外シャワーの下に立たせてくれる。

　彼がコックをひねると、そこからお湯が雨のようにたっぷりと降り注いでくる。

　シャワーヘッドは苔こけむした岩から突つき出ていて、月明かりの下でシャワーを浴びていると、まるでジャングルの奥にある滝たきの下にでもいるような気分になってくる。

「気持ちいい」

　俺は言いながら、両手で身体についたヨーグルトを洗い流す。

「屋外シャワーってなんだかロマンティックだね」

　必死で平気そうな様子を装よそおうけど、彼の視線が肌に熱くて……。

　身体を擦こすっていた指が……ツンと尖ってしまっていた乳首に触れ、俺は思わず声を上げる。

「……あぁ……ん……」

　……うわ……なんて声を出しちゃってるんだ、俺？

「……コウジ」

　振ふり向くと、彼がなんだかすごくセクシーな顔をして俺を見つめていた。

「……君は、どうしてそんなに色っぽいんだろう？」

　……俺みたいなやつが、色っぽいわけがない。

　俺は彼を見返しながら、思う。

　……だけど、今だけは、何もかも忘れて、彼の言葉に酔よってしまいたいような……。

「……愛しているよ」

　彼が囁ささやいて、俺の顎あごをそっと持ち上げる。

　ゆっくりとその端たん整せいな顔が近づいてきて……俺の唇が、柔やわらかな彼の唇に包まれてしまう。

「……んん……」

　……ああ、そういえば、ファースト・キスも、人工呼吸をしてくれた彼に、やっぱり奪うばわれてしまったんだ。

　俺は意識を飛ばしそうになりながら思う。

　……だけど、彼になら……。

　彼の唇くちびるが、愛おしげに何度も重なってくる。

「……ん……んん……」

　力が抜ぬけてしまった俺の歯列の間から、彼の舌がスルリと滑すべり込んでくる。

　二人の濡ぬれた舌が、淫みだらに絡からみ合う。

　金色の月明かりの下、あたたかなシャワーの中で、俺と彼は長くて熱いキスを交かわした。

　そして……。

「……あっ……あっ……ジャンニ……！」

　豪ごう奢しやなベッドの上に、俺の恥ずかしい声が響いている。

「……ダメだよ……そんなふうにしたら……ああっ！」

　俺の屹きつ立りつは、何度も放った蜜みつでヌルヌルになり、身体は蕩けそうに熱い。

　蜜で滑る彼の指が、俺の双そう丘きゆうの谷間に滑り込み、俺の深い蕾つぼみを解ほぐしている。

　可愛コちゃんをナンパするとか、自分はバリバリの攻だとか思ってはいたけど……そういえば俺は、他の男とキスをした経験すらない。

　ましてや、こんなふうに、愛あい撫ぶされたことなんか一度もなかった。

　……ああ、初めてなのに……。

　俺は我慢できない喘あえぎを漏もらしながら、思う。

　……どうしてこんなに感じちゃうんだろう……？

「……ああーっ！」

　内側を解していた彼の指がある一点をかすめ……俺は思わず腰を跳はね上げてしまう。

「ん？　ここ？」

　イジワルに囁かれ、そこを容よう赦しやなく擦られて……俺はまた放ってしまいそうになる。

「……あっ、そこっ、ダメだよ……」

「ダメ？　こんなに濡らしているのに？」

　彼が言って、ヌルヌルになって揺ゆれている俺の屹立を、ちょん、とつつく。

「……や、う……イッちゃうよ……っ！」

　俺は必死で射精感に耐たえ……だけどもう我慢できずに彼の身体にすがりつく。

「お願い……もう……」

「欲しい？」

　彼のセクシーな声に、俺は我を忘れてうなずいてしまう。

「イケナイ子だ。そんなふうに可愛くされたら、もう我慢できないよ？」

　ジャンニは囁いて、俺の唇に甘くて深いキスをくれる。

　それから、俺の両りよう脚あしを大きく割り広げて……。

「……あう……ん……っ！」

　蕾に押し当てられた灼しやく熱ねつの屹立が、俺の蕾にググッと押し入れられる。

「……くう……ジャンニ……！」

「……大だい丈じよう夫ぶだ、力を抜いてごらん？」

　彼は囁いて、反り返った俺の屹立をそっと握にぎり込む。

「……ああ……う……っ！」

　クチュ、クチュ、と擦り上げられて、俺の身体が快感にヒクヒクと震ふるえてしまう。

　初めて男を受け入れる俺の蕾は、とても頑かたくなだったけど……でも、うんと濡らして解されていたのと、彼のくれる愛撫がすごく巧たくみなせいで、だんだんと蕩とろけて……。

「ああっ！」

　その一いつ瞬しゆんのスキを逃のがさずに、彼の屹立が俺の蕾の最奥まで一気に押し入ってくる。　>>>♥

「……ああ……ジャンニ……！」

「……愛している、コウジ……」

　彼がセクシーな声で囁いて、獰どう猛もうな抽ちゆう挿そうで俺を攻め始める。

　俺は彼の身体にすがりつき、そのまま気が遠くなりそうな快楽の渦うずに巻き込まれ……。







　　ジャンニ・バスティス







「……好きだ」

　私は、彼を見つめて心から囁く。

「……ダイニングで、初めて君を見た瞬しゆん間かんから」

「……あっ……」

　彼はその滑なめらかな頰ほおをふわりと染め、潤うるんだ瞳ひとみで私を見上げてくる。

　……ああ、なんて目をするんだろう……。

　彼とは会ったばかりで。

　お互たがいのことはまだほとんど何も知らないと言ってもいいくらいで。

　しかし、私の心の中には、不思議な、そしてとても強い予感が広がっていた。

　彼は、私の運命の人。

　一目で忘れられなくなり、話せば話すほどに愛おしくなり、その金色に陽ひ灼やけした身体からだを見ただけで……欲望に気が遠くなりそうになった。

　……彼が欲しい。

　私は彼の端整な顔に見とれながら思う。

　……身体だけでなく、心のすべても。

「愛しているよ、コウジ……」

　囁くと、彼は小さく息をのみ、白い液体に淫らに濡れた身体をヒクリと震わせる。

「……あ……俺……」

　泣きそうに言った彼の水着を、何かを求めるように硬かたく膨ふくらんだ屹立が押し上げている。

「……ん？　もう我が慢まんできない……？」

　囁くと、彼は羞しゆう恥ちに目を潤ませ、しかし子供のように素す直なおにうなずいた。

「……うん……」

　……ああ、本当になんて子なんだ。

　……可愛かわいくて、愛おしくて、どうしようもなくなるじゃないか。

　彼は、自分は失しつ恋れん旅行でここに来たと言った。

　彼が恋こいをしたというその男への激しい嫉しつ妬とで、目が眩くらみそうになる。

　……ああ、もう誰だれにも渡わたさない。

「……コウジ。可愛いよ……」

　私は囁き、もう我慢できずに彼の身体を抱だき上げる。

「うわ！　何？」

　誰かに抱き上げられることに慣れていないのか、彼は驚おどろいたように身じろぎをする。

「ベッドに行く前に、ヨーグルトをシャワーで洗い流そう」

　私が言った、ベッド、という言葉に、彼の身体がヒクン、と反応する。

　……こんな純情そうな反応では、まだ誰ともそういう行こう為いに及およんだことなどないに違ちがいない。

　……怖こわくなって、逃にげてしまわないだろうか？

　彼に、下ろして、と言われることを一いつ瞬しゆん覚かく悟ごするが……彼は頰を色っぽく染めただけで、そのしなやかな腕うでをそっと私の肩かたに回した。

　……ああ……。

　彼のその反応に、私は不思議なほどの幸福感を感じる。

　……彼は、今夜私のものになることを、承しよう諾だくしてるのだろうか？

「屋外にシャワーがある。おいで」

　囁ささやくと、彼は恥はずかしげに目を伏ふせて小さくうなずく。

　私は彼のしなやかな身体を抱き、美しく整備された芝しば生ふの中庭を横切った。

　バリ島にあるホテルの多くには、こうした屋外シャワーが設置されている。

　このホテルも例外ではなく、美しく磨みがき上げられた大理石の床ゆかと、岩から飛び出した野性的なシャワーヘッドを持つ、とても凝こった造りの屋外シャワーがあった。

　私がコックをひねると、彼の身体の上にあたたかな雨が降り注ぐ。

　彼は長い睫まつ毛げを閉じ、その美しい顔にシャワーの飛沫しぶきをたっぷりと浴びる。

　赤道直下とはいえ、夜には気温が下がり、今は裸はだかでいると肌はだ寒ざむいくらいだ。

　夜の空気の中に、ふわりと幻げん想そう的な白い湯気が立ち上る。

　月明かりの下、ふわりとした湯気に包まれた彼は、とても美しい一いつ幅ぷくの絵のように見える。

「気持ちいい」

　彼は言いながら、両手を自分の身体に滑すべらせ始める。

　指の長い綺き麗れいな彼の両手が、首筋をゆっくりと撫なで下ろしていく。

　洗い流されたヨーグルトが、彼の滑らかな肌はだの上を滑り落ち、排はい水すい溝こうに消えていく。

「屋外シャワーってなんだかロマンティックだね」

　彼は平然とした口調を装よそおおうとするが……緊きん張ちようしていることを示すように、その美しい声は微かすかに甘くかすれてしまっている。

　彼の手が胸むな元もとを滑り下り、そして……。

「……あぁ……ん……」

　愛あい撫ぶを待つように尖とがり、上気した、チェリーのような乳首。

　自分の指先がほんの少し触ふれただけで、彼の唇くちびるからとても甘い声が漏れてしまう。

　彼は自分で自分の声に驚いたように、ハッと息をのむ。

　上気した頰がますます恥ずかしげに染まるのを見て、私の理性が吹ふき飛びそうになる。

　……ああ、この不慣れで純じゆん粋すいそうな様子と、とても感じやすいのであろう淫みだらな身体のギャップが……男心をめちゃくちゃにかき立てる。

「……コウジ」

　呼ぶと、彼は少し怯おびえるような顔をして私を振ふり返る。

「……君は、どうしてそんなに色っぽいんだろう？」

　私は、本心から囁く。

「……愛しているよ」

　そして、指先で、彼の形のいい顎あごをそっと持ち上げる。

　私はゆっくりと顔を近づけ……彼の美しい唇にそっと唇を触れさせる。

　湯に濡ぬれた彼の唇は、とても熱く、そして蕩けてしまいそうなほどに柔やわらかい。

　唇で、唇を包み込むと、彼の身体からふわりと力が抜ぬけるのが解わかる。

「……んん……」

　彼の唇から、たまらなげな甘い呻うめきが漏もれた。

　人工呼吸をした昼間、すでに一度唇は重ねた。

　だが、もちろん、あの時には彼の唇を味わう余よ裕ゆうなどなかった。

　初めて感じる彼の唇の甘さに、私は陶とう然ぜんとする。

　そして我慢できずに、何度も何度もその唇を奪うばってしまう。

「……ん……んん……」

　力が抜けた彼の歯列の間に、舌を滑り込ませる。

　戸と惑まどうような彼の舌をすくい上げ、絡からませる。

　深いキスに不慣れであろう彼は、怯えたように震ふるえる。

　しかしすぐに我を忘れたように、戸惑いながらも私の舌に応こたえてくれるようになる。

　二人の舌が淫らに絡み合う、クチュ、クチュ、という音が響ひびく。

　あたたかなシャワーの雨の中で、私と彼は長く、淫らで、とても熱いキスを交かわした。

　そして私は美しい彼を抱き上げ、ベッドに彼を運び……。

「……あっ……あっ……ジャンニ……！」

　彼の、とてつもなく色っぽい喘あえぎが、ベッドルームに響いている。

　ヨーグルトでの愛撫と、シャワーの下でのキスに、彼の身体はすでにトロトロに蕩とろけていた。

　乳首を舐なめ、吸い上げただけでたまらなげな声を上げて一度放ち、ヌルヌルになった屹きつ立りつを握にぎり込んでほんの少し愛撫しただけで、快感にブルブル震えながらまた放ってしまった。

　その、他人の愛撫に本当に不慣れな様子が、私の愛いとおしさをとめどなくかき立てる。

　彼の放った白い蜜みつで、ヌルヌルに濡れた私の指。

　キュッと引き締しまった双そう丘きゆうの間に指を押し当てただけで、彼は戸惑うように震えた。

　しかし、蕾つぼみを探さぐり当て、ここで一つになるんだ、と言うと、彼は覚かく悟ごを決めた顔でうなずいた。そして、私の手にその美しい身体からだを従順にゆだねて……。

　私は、濡れた指を彼の内側に滑り込ませ、その頑かたくなな蕾をゆっくりと解ほぐしていた。

　最初、苦しげに寄せられた彼の眉まゆ、そして速い呼吸が、彼が感じているのであろう痛みを表していた。

　しかし丹たん念ねんに解していくうちに、その唇からは、切れ切れに甘い声が漏れだし……彼が少しずつ感じ始めたことを示していた。

「……ダメだよ……そんなふうにしたら……ああっ！」

　彼の蕾は、燃え上がりそうなほどに熱く、そして一度解れ出すととても従順だった。

　今、彼は私の指を柔らかく受け入れ、たまらなげにキュッと吸い付いてきたりする。

　……ああ、なんて蕾だ。

　……何もかも忘れて、いきなり貫つらぬいてしまいたくなる。

　私は思うが、いけない、と欲望を必死で抑おさえ込む。

　彼はとても色っぽく、その身体はとても甘く、私は彼がとても欲しい。

　しかしそれよりも、私は彼の心が欲しかった。

　……乱暴にしては、絶対にいけない。

　私は、胸を大きく上下させて喘ぐ、このうえなく美しい彼に見とれながら思う。

　……これは、彼と私との、記念すべき初夜だ。

　……心から大切にしてやらなくては。

「……ああーっ！」

　私の指がある一点をかすめた瞬しゆん間かん、彼はたまらなげに腰こしを跳はね上げた。

「ん？　ここ？」

　囁きながら、彼の弱点を、射精しない程度に加減しながら擦こすってやる。

「……あっ、そこっ、ダメだよ……」

　彼のせっぱ詰つまった喘ぎが、私の欲望に火を点つける。

「ダメ？　こんなに濡らしているのに？」

　私は言って、すでにヌルヌルになってしまっている彼の屹立を、指先でつつく。

「……や、う……イッちゃうよ……っ！」

　彼は射精感に耐たえるように眉を寄せ、しかしもう我が慢まんできない、というように、私の身体にすがりついてくる。

「お願い……もう……」

「欲しい？」

　我を忘れたようにうなずく彼の様子に、私の理性が粉々に吹き飛んでしまう。

「イケナイ子だ。そんなふうに可愛かわいくされたら、もう我慢できないよ？」

　私は囁ささやいて、彼の唇に深いキスをする。

　そして、彼のしなやかな両りよう腿ももに手をかけ、その両りよう脚あしを大きく割り広げてやる。

「……あう……ん……っ！」

　月の光の下、ヌルヌルに濡れて光る彼の蕾が、私を待つように息づいている。

　私は我を忘れて欲望をそこに押し当て、そのまま強く先せん端たんを押し入れる。

「……くう……ジャンニ……！」

　性せい行こう為いに不慣れであろう彼は、緊張して蕾をこわばらせ、そこまでで私を拒こばんでしまう。

「……大だい丈じよう夫ぶだ、力を抜いてごらん？」

　私は囁いて、濡れそぼって揺ゆれる彼の屹立を握り込んでやる。

「……ああ……う……っ！」

　丹念に愛撫をしてやると、徐じよ々じよに彼の蕾から力が抜け始めた。

　蕾がトロリと蕩けた瞬間を見計らって、私は彼を一気に貫いた。

「ああっ！……ああ……ジャンニ……！」

「……愛している、コウジ……」

　私は囁き、そして熱い蜜の壺つぼのような彼の蕾に、すべてを忘れた。

　そして、まるで獣けもののように、彼のすべてを激しく奪ってしまった。

　彼は甘く喘いで私にすがりつき、私たちは抱だき合ったまま快楽の渦うずに巻き込まれ……。







　　桜岡幸次







　すぐ近くで聞こえる、にぎやかな鳥のさえずり。

　頰ほおをくすぐる、あたたかな花の香かおりの風。

　ベッドのシーツに反射する真っ白な朝の光。

　目を閉じていても眩まぶしくて、俺は、ゆっくりとまどろみから引き戻もどされる。

「……まぶし……」

　俺は、まだ朦もう朧ろうとしたままで薄うす目めを開け、天てん井じようを見上げる。

　見えたのは、昨夜見た覚えのあるオリエンタルな風景。

　……これは……ベッドの天てん蓋がいに描えがかれた絵……だな。

　……そうか……ここは、東京にある俺の部屋じゃなくて、バリ島の豪ごう華かホテルなんだ。

　俺はまだ朦朧としたままでぼんやりと思う。

　バリ島、と思っただけで、俺の鼓こ動どうが、なぜかトクンと甘く疼うずく。

　なんだか、まるで天国にいるかのような幸せな気分になる。

　テニス部の部長なんかしてて爽さわやかなイメージがあると言われる俺だけど、実は血圧が低くて絶望的に朝に弱い。

　合宿の時なんか、部員に寝ねぼけたところを見せないように二時間も前に目覚ましをかけて、朝から一人で水のシャワーを浴びて……やっとのことで目を覚ますくらいだ。

　……ええと……？

　俺はぼんやりと天井を見上げながら、昨日のことを思い出す。

　……豪華なホテルにびっくりした。メインダイニングのランチは美味おいしかったけど目算を誤ってすごい量だった。それからナンパをしに行こうとプールに行ったら、変な男に尻しりを触さわられてプールに落ちて溺おぼれ……？

「……うっ！」

　俺は思わず呻うめく。

　俺の脳のう裏りに、溺れた後のことがいきなり蘇よみがえる。

　ドキドキするような甘いデート。二人で入ったジャクジー。そしてヨーグルトをつけてマッサージされ、そのまま発情して……このベッドに運ばれたこと。

　そして……昨夜というか夜明け近く、気絶するみたいに眠ねむりに落ちるまでに起こったこと。

　……なんてことだ！　俺……！

　真っ赤になりながら横を見ると……そこには昨日会ったばかりのあの男が眠っている。

　まるで神様が作り出した彫ちよう刻こくみたいに、エキゾチックで端たん麗れいな美び貌ぼう。

　閉じられた長い睫まつ毛げが、なんだかめちゃくちゃにセクシー。

　安らかな寝ね息いきを漏もらすその男っぽい唇くちびるは、昨夜は俺の肌はだの上にたくさんのキスを……。

「……はうっ……！」

　思い出すだけで、恥はずかしくて顔から火が出そうになる。

　彼の逞たくましい裸はだかの腕うでが、俺の裸の肩かたにしっかりと回されている。

　ということは、俺は腕うで枕まくらをしてもらったまま眠っていたってコトだ。

　……し、信じられない……！

　……しかも……？

　俺はそうっとシーツをめくり上げて、確認する。

「……うあ……！」

　俺も、彼も、生まれたままの格好のまま、身体を寄せ合って横たわっている。

　裸の肌に触ふれる彼の体温と、滑なめらかな肌はだ触ざわりがリアルに感じられて、俺はさらに赤くなる。

　……ど、どうしよう、俺、キスの体験すらなかったのに……！

　俺はなんだか泣きそうになりながら思う。

　……会ったばかりの人と、いきなりセックスまでしちゃったんだ！

　……しかも！

　俺は昨夜の自分の痴ち態たいを想像して、死んでしまいそうになる。

　……俺、この人の前で、イイ、とか、もっと、とか、恥ずかしいことを口走った気がする！

　爽二くんみたいな美人がそんな可愛いことを言うのなら、きっとすごく色っぽいだろう。

　だけど、こんなに背が高くて、肩かた幅はばだってこんなにしっかりしてて、顔だって十人並みの俺が、そんなことを口走るところを想像すると……！

　想像しただけで、真っ青になるほど格好悪い。

　……俺のバカ！　どうかしてる！

　俺は心の中で思いっきり叫さけぶ。

　……しかも俺は攻で、可愛コちゃんをナンパするはずだったじゃないか！

　……なのに、見るからに攻って感じの逞しい男に『初めて』を捧ささげてしまって！

　……しかも、そのままその男の腕に抱かれて朝を迎むかえちゃうなんて！

　俺は、隣となりに眠っている男の、隅すみ々ずみまで美しい姿を見ながら思う。

　……いかにもモテそうなものすごいハンサムで、いかにもセックスに慣れている（だって昨夜は本当にすごかったんだ）彼にとっては……俺みたいな平へい凡ぼんなガキ、本気で恋こいをするような相手のわけがない。

　……なのに、俺、なんで『初めてのセックス』を、しかも『考えたこともなかった受ける側でのセックス』を、捧げちゃったんだよ？

　思ったら、どんどん頭が混乱してくる。

　……彼にとっては、俺は、会ったばかりの不慣れなガキで！

　……舞ぶ台たいはこんな美しい島で、あんなにロマンティックなデートの後に、こんなふうにリッチなホテルのベッドにたどり着いて……。

　自分を殴なぐってやりたいような気分で思う。

　……こんなの、どう考えたって、『旅先での一夜限りのアバンチュール』のシチュエーションじゃないか！

　……昨夜の甘い囁きも、優やさしい視線も、あの気が遠くなるようなセックスも、きっと彼にとってはただの大人の遊びで。

「……ああ……なのに、俺……」

　混乱のあまり呟つぶやいた拍ひよう子しに、彼がわずかに身じろぎをする。

　そして、その長い睫毛がゆっくりと開く。

「……あ……」

　思わず硬こう直ちよくする俺を、彼はその漆しつ黒こくの瞳ひとみで見つめる。

　彼はなんだか眩しそうな顔で俺を見つめたまま、すごく幸せそうな声で囁く。

「おはよう、コウジ」

　俺の心臓が、昨夜みたいにドクンと甘く痛む。

　……遊びのくせに、なんでそんな優しい声を出すんだろう？

　その端麗な顔に、なんだか不思議なほど優しい笑えみを浮うかべてくれる。

　……ああ、一夜限りの相手に、そんなに甘く微ほほ笑えむなんて。

「早起きだな。朝まで……あんなにしたのに」

　彼の声にふいにセクシーな響ひびきが混ざり、彼の腕が俺の身体からだをいきなり引き寄せる。

「うわっ！」

　触れ合う素す肌はだに、俺は恥ずかしさのあまり失神しそうになる。

　……ああ、やばい、こんなふうにされたら……！　>>>♥

　彼は俺を愛いとおしげに抱だきしめ、俺の頰にそっとキスをする。

「好きだよ、コウジ」

「……あ……」

　鼓動が速くなって、身体が熱くなって、何も考えられなくなりそうになる。

　俺の頰から唇を離はなし、彼は俺の顔を見つめて、愛おしげに微笑む。

「……寝ね起おきの、乱れた髪かみの君も、とても可愛かわいいよ」

　囁ささやかれて、俺はハッとする。

　慌あわてて髪に手をやると、髪の毛はグチャグチャに乱れていて。

　それに寝起きの悪い俺は、朝はいつも目が腫はれぼったくなっててサイアクの顔のはずで。

　ふいに、爽二くんのいつ見ても綺き麗れいな顔が脳裏をよぎる。

　……あんな美少年の寝起きの姿、すごく綺麗で可愛いだろうけど……。

　甘い気分に落ちそうになっていた俺の身体から、すうっと血の気が引く。

　……俺なんかが、可愛いわけがないじゃないか！

　思ったら、なんだかいきなり泣いてしまいそうになる。

　……なんで朝になったのに、そんなに優しいことを言うんだよ？

「どうかした？」

　蒼そう白はくになる俺を、彼が急に心配そうな顔になって見つめる。

「どこか、まだつらい？」

　……夜だけセックスして、朝になったら冷たくするなんて、きっと紳しん士しである彼のポリシーに反するだけ。きっとこんなに甘い朝の迎え方だって、彼にとっては、ただの昨夜の延長。きっと別れを告げる時も、優しく紳士的に……っていうのが大人のやり方なんだ。

　思ったら、なぜか心が壊こわれてしまいそうに痛くなる。

　……彼はきっと、朝食のルームサーヴィスを頼たのむ前に、俺に優しく別れを告げるだろう。

　……そして、美しいアウトドアダイニングに朝食が用意される頃ころには、もう俺との一夜なんか忘れてしまっている。

　……午後に、プールサイドですれ違ちがっても、他人みたいにさりげなく目をそらすだろう。

　……きっと、そういうのが大人の遊びで……。

　そう思ったら、なんだかもう、どうしようもないほど悲しくなって……。

「……離せよ……」

　そして、俺の唇から、勝手に言葉が漏れた。

「え？」

「離せってば！」

　俺は渾こん身しんの力を振ふり絞しぼって、彼の逞しい胸を押し戻もどす。

「こ……これは、俺にとってはただの遊びだからな！」

「……遊び？」

　彼は、俺の言葉が信じられない、という声で呟く。

「そうだ！　俺は本気じゃなかった！　だってこれは、バカンス先での、ただのアバンチュールなんだからな！」

　彼の秀しゆう麗れいな眉み間けんに、ふいに苦しげな皺しわが寄る。

　……ああ、どうして反論しないんだよ？

　……やっぱり、あなたも、アバンチュールのつもりだったんだな？

　俺は、なぜか死にそうなほど絶望的な気持ちになる。

「俺は、失しつ恋れん旅行でこの島に来たんだ！　だから……」

　俺が叫ぶと、彼は愕がく然ぜんとした顔で目を見開く。

「……あなたなんか、ただの、彼の身代わりだ！」

　俺は叫んでしまってから、なんてひどいことを言うんだろう、と自分で驚おどろいてしまう。

　だけど、もう、どうしようもなくて……。

「さよならっ！　もう二度と会わないよ！」

　俺は叫んでベッドから飛び降り、服を摑つかんでそのまま走りだす。

　そして慌てて服を着て彼のコテージを飛び出し、自分の部屋に戻って荷物をまとめ……いちばん早い便で日本に帰ってきてしまったんだ。







　　ジャンニ・バスティス







　にぎやかな鳥のさえずりに、私は、深い眠ねむりからゆっくりと引き戻される。

　……ああ、あまりに素す晴ばらしかった昨夜のことが夢だったら、私はどうしたらいいんだろう？

　覚かく醒せいする意識の中で、私は思う。

　……しかし……。

　腕うでの中には、愛おしい人の体温、滑なめらかな肌はだの感かん触しよくがある。

　……ああ、夢ではなかったんだ。

　私の心の中には、不思議なほどの安あん堵どと、そして幸せな気持ちが広がってくる。

　……彼は、私にすべてを捧ささげてくれたんだ。

「……ああ……なのに、俺……」

　愛おしい人の小さな呟きが聞こえて、私はふと目を覚ます。

　ゆっくりと目を開くと、そこには眠りに落ちる前に見た、彼の美しい顔があった。

「……あ……」

　彼は驚いたように目を見開き、それからふわりと頰ほおを染める。

　艶つやのある黒い髪に寝ね癖ぐせがつき、まるでやんちゃな少年のようだ。

　彼の美しい顔には、少しだけ昨夜の疲つかれが残っている。

　激しい情事の余よ韻いんを残した、泣いていたかのような目元が、ゾクゾクするほど色っぽい。

　触ふれ合っている彼の肌は、男の愛あい撫ぶを知ったせいか、真しん珠じゆの艶なまめき、そして燃える熱をまだ奥に宿しているようにように熱い。

　彼の、恥はずかしげな、当とう惑わくしたような顔に、彼がヴァージンだったことを思い出す。

　しかし彼は痛みに耐たえ、私にすべてを捧げてくれて……。

　心の奥から、愛おしさが湧わき上がってくる。

　……ああ、私の愛おしい人は、なんて素す敵てきなんだろう？

　私は彼に見とれ、幸せを嚙かみしめながら、

「おはよう、コウジ」

　囁くと、彼はまるで感じてしまったかのように頰を染め、ピクリと身体を震ふるわせる。

「早起きだな。朝まで……あんなにしたのに」

　私はふいにセクシーな気持ちになり、彼の熱い身体を強く引き寄せてしまう。

「うわっ！」

　彼が驚いたように小さく叫さけぶ。

　直に触れ合った身体が、ふわりと熱を上げた気がした。

　私は彼をしっかりと抱だきしめ、その滑らかな頰にそっとキスをする。

「好きだよ、コウジ」

　心を込こめて囁ささやくと、ぴったりと触れ合った肌から彼の心臓がトクンと高鳴ったのが解わかった。

「……あ……」

　彼は小さく喘あえいで、また体温を高くする。

　私は彼の頰から唇くちびるを離はなし、彼の顔を見つめる。

　湧き上がってくる愛いとおしさに、思わず微ほほ笑えむ。

「……寝ね起おきの、乱れた髪かみの君も、とても可愛かわいいよ」

　囁くと、彼はハッとしたように髪に手をやる。

　そしてなぜか、みるみる顔を引きつらせる。

　彼の目がふいに悲しげに潤うるんだのを見て、私は心配になる。

　……欲望に目が眩くらんで、セーブができなかった。

　……無理を、させすぎただろうか？

　……彼は、初めてだったのに。

「どうかした？」

　スッと青ざめた彼を、私は心配になりながら見つめる。

「どこか、まだつらい？」

　彼は黙だまったまま、眉まゆをつらそうに寄せる。

　そしてその美しい形の唇をキュッと嚙みしめる。

　そのとてもつらそうな顔に、私の心までが痛む。

　……彼は、いったいどうしたというんだろう？

「……離せよ……」

　彼の唇から、かすれた声が漏もれた。

「え？」

　信じられずに聞き返すと、彼はとてもつらそうな声で、

「離せってば！」

　叫んで、力いっぱい私の胸を押し戻してくる。

　……いったい、どうしたというんだ……？

「こ……これは、俺にとってはただの遊びだからな！」

　彼の口から発せられた言葉に、私は耳を疑った。

　……なんだって……？

「……遊び？」

　私の唇から、かすれた声が漏れた。

「そうだ！　俺は本気じゃなかった！　だってこれは、バカンス先での、ただのアバンチュールなんだからな！」

　……アバンチュール……？

　……昨夜のことはすべて、遊び……？

　私の心が、壊こわれてしまいそうに痛んだ。

　……まさか……。

　私は、死にそうなほど絶望感に襲おそわれながら、思っていた。

　……信じられない……。

「俺は、失しつ恋れん旅行でこの島に来たんだ！　だから……あなたなんか、ただの、彼の身代わりだ！」

　……身代わり……？

　私は愕がく然ぜんとして、言葉を失う。

　……好きだった人の……身代わり？

「さよならっ！　もう二度と会わないよ！」

　彼はなぜかとてもつらそうな声で叫んでベッドから飛び降り、服を摑んで走りだす。

　遠くで、コテージのドアが開閉した音が聞こえて、彼がここから出ていったことが解る。

　……遊び……。

　……身代わり……。

　彼の唇から発せられた言葉が、私を天国から地じ獄ごくに突つき落としていた。

　心が、粉々に砕くだけてしまったような気がする。

　その衝しよう撃げきが大きすぎて、彼を責めるどころか、身動きすらできなかった。

　……生まれて初めて、本当の恋こいをした。

　……彼が、運命の人だと思った。

　船の上で見た、彼の煌きらめくような笑え顔がおを思い出す。

　少し甘えるような上うわ目め遣づかいになってしまう癖くせ。

　美しい声で話される、優やさしく癒いやしてくれるような無む邪じや気きな言葉。

　……彼のことを、未来永えい劫ごう、大切にして生きていこうと思った。

　……なのに。

　私はしばらく呆ぼう然ぜんとした後で、ふらりとベッドから降りる。

　落ちていた服を身につけ、靴くつを履はく。

　そしてコテージを抜ぬけ、門から外に出る。彼の部屋まで向かう間にだんだん歩調が速くなり、最後には全力で走って、拳こぶしで、その門を力いっぱい叩たたいた。

「コウジ！　コウジ！」

　嫌きらわれ、捨てられた男が、それでもすがるのは、どんなに見苦しいかは解っている。

　しかし、私は幸次のことをあきらめることが、どうしてもできなかった。

　……このまま彼を失ってしまったら、一生後こう悔かいする。

「コウジ！　開けてくれ、コウジ！」

「バスティスさま！」

　後ろから驚おどろいたような声がして、クトゥが駆かけ寄ってくる。

「どうかなさったのですか？」

「この部屋に泊とまっている、コウジ・サクラオカに用事があるんだ！」

　クトゥは呆然とした顔で私を見つめて、

「彼なら、さきほどチェック・アウトなさいました。急用があるから滞たい在ざいを切り上げたいとおっしゃって……」

「なんだと？」

「ほんの数分前、タクシーに乗られましたよ。日本への飛行機の時間を調べておられましたので、そのまま空港に向かったのではないかと……」

　私は最後まで聞かずに、そのまま踵きびすを返す。

　小道を全速で走り、ロビーを駆け抜けて、車寄せに停まっていたタクシーに飛び乗る。

「空港まで行ってくれ！　全速で頼たのむ！」

　顔見知りの運転手は驚いたような顔をするが、すぐにうなずいて車を出す。

　そして……。

「おっしゃったような年格好の男性は、たしかにここにいらっしゃいました。搭とう乗じよう受付終しゆう了りようのギリギリでチケットを取られて、そのまま飛行機に乗り込まれましたが……」

　航空会社のチェック・イン・カウンターの職員が、私の剣けん幕まくに怯おびえながら言う。

「アナウンスを入れ、すぐに呼び戻もどしてくれ！　彼に急用なんだ！」

　私が叫さけぶと、彼は気の毒そうな顔で、後ろに見える滑かつ走そう路ろを示してみせる。

「ええと……東京行きの飛行機なら、今しがた出発したはずです。ああ……あれですよ」

　一機の飛行機が、青い空に向かって飛び立っていくのが見えた。

　……幸次……。

　私は飛行機を見上げながら、心の中で彼の名を呼んだ。

　絶望に打ちひしがれた私の中に、炎ほのおのような激しい怒いかりがふいに燃え上がる。

　……すべては噓うそだったのか……？

　美しく染まった頰ほお。

　私の背中に情熱的にまわされたしなやかな腕うで。

　甘い喘ぎに混ぜられた、好きだ、という言葉。

　……私に抱かれている間、ほかの男のことを想おもっていたのか？

　身体からだが、紅ぐ蓮れんの炎に包まれるような気がする。

　彼を振ふった相手は、学校の後こう輩はいだと言っていた。

　日本に帰った彼は、休きゆう暇かが終われば、その男に学校で再会するはずだ。

　あれだけ魅み力りよく的な彼に、振り向かない男がいるわけがない。

　……彼とその男は結ばれてしまうかもしれない。

　……でなければ、もっとほかの男が、彼を……？

　彼の甘えるような視線、蕩とろけるような身体、そしてその心が誰だれかのものになると思っただけで、狂くるってしまいそうになる。

　……許さない……。

　激しい絶望が、それと同じくらい激しい怒りの炎に変わる。

　そして、粉々に砕けた私の心を一気に燃え上がらせた。

　……欲しい物はどんなに汚きたない手を使っても手に入れる……私はそういう、冷れい酷こくで、エゴイスティックな男だったはずじゃないか。

　……幸次……。

　私は飛び去っていく飛行機を見上げながら、思う。

　……どんなことをしてでも、君を捜さがしだし、そして私だけのものにしてみせる。







　　桜岡幸次







「幸次！　何やってんだ？」

　いきなり聞こえた声に、俺はハッと我に返る。

　パコーン！

　間ま抜ぬけな音とともに、俺の額を何かが直ちよく撃げきする。

　予想外のその衝撃で、一いつ瞬しゆん目の前が白くなる。

　握にぎっていたラケットが手のひらを擦すり抜けて、カラン、とコートに落ちる。

　俺はバランスを崩くずし、そのままコートに尻しり餅もちをついてしまう。

「……あ……」

　ポン、ポン、と音を立ててテニスボールがコートを弾はずんでいく。

　たいして強い球じゃなくても、硬こう式しきのテニスボールが頭に当たるのはただでさえきつい。

　しかもここのところ、全然眠ねむれてなくて……寝ね不ぶ足そくもあってクラクラしていて……。

「大だい丈じよう夫ぶか、幸次？」

　向こう側のコートから走り寄ってくるのは、副部長の白しら井い義よし春はる。

「だ、大丈夫だ」

　俺は慌あわてて頭を振り、よろけながら立ち上がる。

　慌てて辺りを見回して、ほかの部員がまだコートに来ていないことを確かく認にんする。

　……こんな格好悪いところ、爽二くんには絶対に見せられないからな。

　ここは、俺が通っている私立清祥学園。テニス部が所有するテニスコート。

　六時間目が自習になったので、同じクラスの白井と一いつ緒しよに、一足早くコートに来た。

「おまえ、本当に大丈夫か？」

　白井が、ものすごく心配そうに顔を覗のぞき込んでくる。

「バリ島から帰ってきてから、おまえ、本当に変だぞ」

　その言葉に、俺はギクリとする。

「失しつ恋れんを忘れてリフレッシュするための旅行とか言ってたけど……リフレッシュどころか、なんだかどんどん疲つかれてくるみたいに見えるし」

　……そりゃあ、毎晩、毎晩、眠れなければ、疲れてもくるし……。

「練習中にそんなにぼんやりするなんて、そうとう末期的だぞ！　保健室に行った方が……」

「だ、大丈夫だってば！」

　バリから帰ってから、俺は全然熟じゆく睡すいできなくなって。

「バリ島で、いったい何があったんだよ？」

「……う……」

「何もなきゃ、旅行を繰くり上げて帰ってくることなんか、あり得ないもんな」

　白井の言葉に俺はため息をつく。

　四泊ぱく六日の予定だった旅行を俺はたったの一泊で切り上げ、俺はそのまま日本に帰ってきてしまった。

　ホテルを取ってくれた伯お父じさんや、両親に、どうやって説明していいのかどうしても思いつかなくて……俺は日本に到とう着ちやくして、その足で白井の部屋（お金持ちの家のお坊ぼつちゃんの白井は、都内の贅ぜい沢たくなマンションで一人暮らしをしている）に直行してしまった。

　そして、帰国するはずだった日まで白井の家に居い候そうろうして……そしらぬ顔で家に帰った。

　この学校はエスカレーター式だから、小学校から白井とはずっとクラスが同じ。そして同じテニス部に所属していることもあって、なんでも話せる親友と言える。

　……だけど……バリで何があったかだけは、とても話せない。

「なあ。そろそろ話してくれてもいいんじゃないか？」

「ごめん、だから何もないってば……あっ！」

　テニス部の部室は、コートに付設した建物の地下にある。

　そこからのドアが開いて部員たちが出てきたのを見て、俺はドキリとする。

　新入生たちに交ざって……俺の愛いとしの爽二くんがいたんだ。

　小作りの美しい顔、茶色の髪かみと綺き麗れいな目、すらりとしなやかな身体。

「……爽二くん……」

　俺の心が、なぜかズキリと痛んだ。

　こんなに可愛かわいい子だったら、誰かに告白されても、きっと動どう揺ようしたりしないはず。

　甘い言葉を囁ささやかれても、クラクラしてベッドに連れ込まれたりはしないはず。

　それに、きっと、自分の姿にコンプレックスなんか持たないはずで。

　俺は、あの男に、可愛い、と言われた時の悲しい気持ちを思い出す。

　俺は……全然、可愛くなんかなくて……。

　俺は泣きそうになり、慌ててかぶりを振る。

　……なんで、自分と爽二くんを並べて考えるんだよ？

　……俺は、爽二くんに憧あこがれている、攻なんだぞ？

　……恋こい人びとになるのは無理でも、せめて彼に格好悪いところだけは見せないようにしなきゃ！




　　　　＊




　……ああ、もう散々だった。

「ただいま……」

　言ってから、玄げん関かんのたたきに見慣れない男物の革かわ靴ぐつがあることに気づく。

　……お客さんかな？

　俺は思いながら玄関に上がる。

「幸次！　帰ったの？」

　廊ろう下かの向こう、客間から母さんが顔を出す。

「浩こう三ぞう伯父さんがいらしてるわよ！」

　俺は思わず青くなる。

　バリから帰ってきてから、とりあえず、旅行をプレゼントしてくれたことへの御お礼れいのハガキは出した。だけど、四泊の予定だったところをたったの一泊で帰ってきてしまったことは……どうしても告白できない。

　……伯父さん、ごめんなさい。

　……すごく素す敵てきなホテルだったけど……。

　俺の脳のう裏りに、あのホテルの様子がありありと浮うかぶ。

　あの男を初めて見かけた、リッチなダイニング。

　あの男に助けられた、美しいプール。

　あの男と一緒に入った、ロマンティックなジャクジー。

　そしてあの男の腕うでに抱だかれた、豪ごう華かなスウィートの……。

　俺は慌ててかぶりを振ふって、その考えを頭から追い出そうとする。

　……バリの夜があまりにロマンティックだったから男とのアバンチュールをついつい楽しんじゃって、そのまま自分が受のセックスをしちゃって、それがショックで帰ってきたなんて。

　俺は自分で自分の頭をポカポカなぐりたいような衝しよう動どうを必死で耐たえる。

　……そんなこと、言えるわけないだろーっ！

「おお、幸次か！　お帰り！」

　客間から顔を出した伯父さんは……なんだか妙みようにご機き嫌げんだった。

　伯父さんはにこにこしながら廊下を歩いてきて、俺の背中をぐいぐい押して客間に入れ、そのままソファに座らせる。

「お祝いをしようかと思って、神こう戸べ牛とワインを持ってきたんだ！　今夜はすき焼きだぞ！」

　神戸牛のすき焼きが嫌きらいな男子高校生はいないだろうし、俺だってもちろん喜んだはず。

　……ただし、こんなに食欲のない時期じゃなかったら、だけど。

　俺は、肉、と思っただけで胃の辺りが重くなるのを感じながら思う。

　……だけど、バリからさっさと帰って来ちゃったことが、ばれてる気配はないな。

　俺は、とりあえずホッとしながら、

「ええと……お祝いって？　何かいいことあったの？」

　言うと、伯父さんはすごく嬉うれしそうな顔で身を乗り出して、

「『ル・パレ・ドゥ・トーキョー』との契けい約やくが取れたんだよ！」

「えっ？」

「ほら、おまえがバリで泊とまった、『ル・パラディ・ドゥ・ウブドゥ』と同じホテル・グループのホテルが東京にできたって前に言っただろう？」

　そのことなら伯父さんから前に聞いていたし……最近ではテレビの特集番組でもしょっちゅう見かけることができる。

　都内の一等地、六本木ガーデンズの中に建設されたばかりのホテルで、サーヴィスも、ホテルの施し設せつの豪華さも、そして宿泊費も日本で最高と言われる超ちよう豪華ホテルだ。

「ずっと提てい携けいしたいと思っていたんだが、割引の国内ツアー客を一いつ切さい受け入れないと宣言していたんだ」

「ああ……そう言ってたよね」

「だが、少人数、そして私の会社が代理店になった客にだけは、割引制度を導入してもいいと、ホテル側から言いだしたんだよ」

「えっ？　そう……なの？」

　伯父が経営する旅行代理店は、親切だし良心的だけど、国内で一番大きいわけでもなく、ものすごく派は手でに広告を打ってるわけでもない、どちらかといえば中ちゆう堅けんどころの会社だ。

「いやあ、私も驚おどろいたんだが、ホテル・チェーンを経営している大だい富ふ豪ごうの一族の総そう帥すいからいきなり連れん絡らくがあってね。どうしてうちの会社をわざわざ指名してくれたのか、私にも謎なぞなんだが」

「それは、兄さんの会社が良心的で堅けん実じつだからよ」

　俺の前に紅茶を置いてくれた母さんが、にこにこしながら言う。

「何かの機会に、兄さんの会社のツアーを利用したんじゃない？　それできっとこの会社にならって思ったんじゃないのかしら？」

「ホテル・チェーンを持ってるような大富豪が、私の会社のツアーをねえ……」

　伯父さんは首を傾かしげながら言い、だけどやっぱり嬉しそうな顔で、

「しかし。これで頑がん張ばって事業を拡大した時にできた借金を無事に返せる。ホッとしたよ。もしかして、おまえに旅行をプレゼントしたから運が向いてきたのかもしれないな、幸次」

「え？」

「よし、またおまえが休みの時にでも、旅行をプレゼントしてやるからな！」

「もう、兄さんったら、あんまり甘やかさないでね！」

　母さんが言った時、玄関の方から、父さんの、ただいま、という声が響ひびいてきた。

　そこから先はいかにも家族団らんって感じの雰ふん囲い気きで、すき焼き鍋なべを囲んだりして……いままでの俺だったら、すごく楽しい夜だったはずなんだけど……。

　なぜか俺は、顔では笑いながらも、ずっと落ち込んだままだった。

　いつも可愛がってもらっている伯父の仕事の成功は俺も嬉しいはず。

　だけど、ホテルと聞くだけでなんだか心が痛んだ。

　そして……その夜もまたあのジャンニという野性的な目をした男が俺の夢に出てきて、俺はまた飛び起き……そしてまた眠ねむれない一夜を過ごすことになった。

　……どうして毎晩、あの男の夢ばかり見るんだろう？

　……もう……二度と会えるわけがないのに。




　　　　＊




　……はあ、今日もサイアクだった……。

　ため息をつきながら校門から出る俺の背中を、後ろから走ってきた白井が大きな手で叩たたく。

「またため息なんかついて。だから、そろそろ俺に話した方がいいって言ってるだろ？」

　白井はなんだか本気で心配そうな声で言う。

「もしかして、俺が言いふらすんじゃないかと思ってるのか？」

「まさか。そうじゃないよ。ただ……あんまり格好のいい話じゃないからさ、秘密にさせておいてくれる？」

「そう……か」

　白井はため息をつき、それから気分を変えるように明るい声で、

「解わかったよ。それなら落ち込みから復活できるように、俺がラーメンを奢おごってやる！」

「本当かっ？　それなら恵え比び寿すの『麵めん屋・小こ次じ郎ろう』に行こう！　テレビでやってたんだ！」

「ええ～、あんな行列のできる有名店にか？　何時間並ぶつもりだよ？」

　情けない声で言う白井の腕に、無理やりに元気なフリをして、腕を回す。

「よし行こう！　おまえ、マジでいいヤツだよな！　俺もなんだか元気が……あっ！」

　俺は言い……驚いて思わず声を上げてしまう。

　校門から出た俺たちの前に、艶つやのあるリムジンがゆっくりと進んできて、そのまま目の前に停車したんだ。

「わ、誰だれの家の車だよ？」

　白井がちょっと怒おこったように言う。

　日本でも有数のお坊ぼつちゃん高校であるここには、リムジンで通学するような超お金持ちの子息が何人もいる。

　まるで俺たちを迎むかえに来たかのように行く手を阻はばむような停とまり方に、なんてマヌケな運転手だ、と思う。きっとお屋や敷しきのご子息と、俺たちのどちらかを間ま違ちがえたんだろう。

　俺たちはリムジンを回り込んで向こう側に行こうとし……。

　いきなり、リムジンの後部座席のドアが開く。

　最初に見えたのは、完かん璧ぺきに磨みがかれた茶色の革かわ靴ぐつ。

　それに続くのは、深いグレイのスラックスに包まれた、見とれるような長い脚あし。

　そして……。

　リムジンから降りてきたのは、グレイのスーツに身を包んだ、背の高い男だった。

　いかにもイタリア製という感じの仕立てのいい上着に包まれた、がっしりとした肩かた。

　皺しわ一つなくピシリとアイロンのかけられたワイシャツと、美しい形のウインザー・ノットに締しめられた、趣しゆ味みのいいネクタイ。

　しっかりとした首筋、男らしい顎あご。

　彫ちよう刻こくのように完璧に整った、エキゾチックな雰囲気の美び貌ぼう。

　そして俺を真っ直すぐに見つめてくる……まるでジャングルの闇やみのように深い、漆しつ黒こくの瞳ひとみ。

「コウジ」

　その唇くちびるから漏もれたのは、ずっと忘れられなかった、あのセクシーな低い声。

　……ああ……。

　俺は、白井と腕うでを組んだマヌケな格好のまま、まるで魅み入いられた獲え物もののようにその場に立ちすくむ。

　……これは、夢だろうか……？

「……ジャンニ……」

　俺の唇から、かすれた声が漏れた。

　そう。リムジンから降りてきたのは俺がバリ島ですべてを捧ささげてしまった男、あのジャンニ・バスティスだった。

「幸次、誰？」

　白井が俺の耳に口を近づけ、なんだか警けい戒かいしたように俺に言う。

「……あ、いや、その……」

　ジャンニの視線がふと下がり、白井の腕に回された俺の手に落ちる。

　彼の秀しゆう麗れいな眉み間けんに、ふと不快そうな皺が寄る。

　俺は慌あわてて白井の腕から手を離はなす。心には、なぜか妙みような後ろめたさが広がっていた。

　……なんで？　ジャンニなんか、ただの行きずりの男だったはずじゃないか！

「コウジ」

　ジャンニは、手を伸のばし、いきなり俺の腕を摑つかむ。

「……あっ……」

「話がある。来てもらおうか」

「……えっ？」　>>>♥

　彼の腕に肩を抱だかれ、驚いている間にリムジンの後部座席に押し込まれてしまう。

「幸次！」

　驚いたように叫さけんでいる白井に、俺は車の中から、

「だ、大だい丈じよう夫ぶだから！　また明日……！」

　俺の言葉を遮さえぎるようにして、ジャンニが俺の隣となりのシートに滑すべり込んで来て、勢いよく内側からドアを閉めてしまう。

「行ってくれ」

　彼が運転手に短く命令すると、車はゆっくりと走り始める。

　彼は運転席との仕切りガラスを閉め、それから俺の方をゆっくりと向き直る。

「……う……」

　あの時には、あんなに優しく、あたたかく感じた彼の漆黒の瞳が、今は無感情に光る黒い石みたいにものすごく冷たい。

　思わずたじろいでシートの上を後ずさる俺に、彼は無感情な声で、

「あれが……君が失しつ恋れんをしたと言っていた相手？」

「……え？」

　俺は言葉の意味が解らずに、聞き返す。

「腕を組んでいた。とても仲が良さそうに」

　彼の端たん麗れいな顔に、なんだかものすごく苦しげな表情が浮うかぶ。

「彼と、結ばれることが……できたのか？」

　……なんでそんな顔をするんだよ？　それじゃ、まるで……。

　俺の心が、ズキリと痛む。

　……俺に、まだ興味があるみたいに見えるじゃないか……。

　鼓こ動どうがなぜか速くなってくる。

　……ああ、何ドキドキしてるんだよ、俺？

　……俺は攻で、あの一夜はただの弾はずみで、だからこの男のことはもう忘れるはずで……？

「い、今のは、失恋した相手じゃないよ。ただの……」

　友達、と言おうとした俺の言葉を、彼の冷たい声が遮った。

「遊び相手、か」

「え？」

「失恋をしたと言って男を同情させ、一時の慰なぐさめを得るために男と寝ねるのか？」

　彼の言葉が、俺の心にざくりと突つき刺ささる。

「私にしたように、ほかの男にも、あんな媚び態たいを見せてしまうのか？」

「な……っ」

「そして相手の気持ちを踏ふみにじり、あっさり捨てるのか？」

　彼の唇から、心が凍こおり付きそうなほど冷たい声が漏れた。

　……そんな……！

　俺は彼のひどい言葉に愕がく然ぜんとして言葉も出ない。

　……たしかに、あの朝、俺が残したセリフはひどかったかもしれないし、そのまま逃にげてしまったことは失礼だったかもしれない。

　……だけど、そんな言い方って……！

「慰めてくれる男が欲しいのなら、わざわざ次の男を漁あさる必要はない」

　彼が手を伸ばし、俺の二の腕を強く握にぎりしめる。

「ほかの男のことなど考えられなくなるくらい、私が抱いてやる」

　俺を見つめてくる黒い瞳は、まるで獲物を威い嚇かくする肉にく食しよく獣じゆうみたいに獰どう猛もうだった。

「本気で苦しんだ男がどんなふうになるかを、君は思い知った方がいい」

　彼の逞たくましい身体からだの周りには、炎ほのおに似た怒いかりのオーラが燃え上がっているような気がした。

「私は、もう君を逃のがさないと、あの時に決めた」

　彼のあまりの迫はく力りよくに、俺は反論どころか、身動きすらできなくて……。

「ほかの男になど、絶対に渡わたさない」

　彼はまるで敵でもあるかのように俺を睨にらみ付ける。

「君はもう、私のものだよ」

「なんだよ、それっ？　なんで俺があなたの言うことを聞かなきゃならないんだよっ？」

　彼がまたつらそうに眉まゆを顰ひそめる。それから低い声で、

「すぐに解る。……私が、ホテルを経営していると言ったのを憶おぼえている？」

「そ……それは憶えてるけど……」

　彼が小こ綺ぎ麗れいなフロントに立ってお客さんににっこり笑ったりするところを想像して、ホテルマンならさすが格好いいわけだ、と思った。

「私の経営するホテルは、日本にもあるんだ。今から案内するよ」

　彼は、何かの覚かく悟ごを決めたような、どこか悲痛な目をして俺を見つめた。

　どうして俺をそんなところに？　と思ったけれど、彼にそんな目をされて、俺はもう反論できなくなった。

　……ああ、彼は、俺に何をするつもりなんだろう？

　リムジンは、美しく整備された高級ブランドの並ぶショッピングモールを通り抜ぬけ、どこかの立派なホテルの車寄せに停まった。

　彼は俺の腕を強く摑み、有無を言わせずに俺を車から降ろした。

　テレビで見たことがある、と思いながら辺りを見回した俺は、ハッとする。

　……六本木ガーデンズ。

　……ってことは、このホテルは……！

　驚おどろいて見上げた俺は、愕然とする。

「……『ル・パレ・ドゥ・トーキョー』？」

　そこは、伯お父じさんが奇き跡せき的に契けい約やくが結べたって喜んでいた、あの超ちよう高級ホテルだった。

「これを……あなたが経営している……？」

　驚きのあまり俺の声が、かすれてしまう。

「そう。ここ以外でも、世界中に五百二十のホテルを持っているけれどね」

「ちょっと待って。このホテルって、バリ島で泊とまった、あの『ル・パラディ・ドゥ・ウブドゥ』の系列だった気が……」

　俺が呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、彼は俺を見下ろして、無感情な声で、

「このホテルを経営するパレ・リゾート・グループを統とう括かつするのは、バスティス・グループというイタリアの財ざい閥ばつ。そして私は……そのグループの総そう帥すいであり、バスティス家の当主だ」

「……何、それ……？」

　あまりのことに俺は度ど肝ぎもを抜かれてしまい……それからハッと思い出す。

　……そういえば、伯父さんは、『ホテル・チェーンを経営している大だい富ふ豪ごうの一族の総帥からいきなり連れん絡らくがあった』って驚いていた。

「もしかして俺の伯父、桜岡浩三っていうんだけど、彼に提てい携けいの話を持ちかけたのは……」

　かすれた声で言った言葉に、彼は平然とうなずく。

「君の伯父さんの会社、『パシフィック・トラベル』と提携をするという決定を下したのは、私だよ。そしてその理由は、社長である彼が君の伯父さんだったからだ」

「……それって……」

　愕然とする俺に向かって、彼は無感情な声で、

「伯父さんに迷めい惑わくをかけたくなかったら、おとなしくついてくることだ」

　言って、俺の腕うでを摑つかんだままでホテルのロビーに踏み込む。

　豪ごう華かなシャンデリア、美しい純白の大理石の床ゆか。

　配置されているのは、バリのあのホテルで見たのとよく似た、落ち着いたアンティーク風のインドネシア家具。現代風の内装とマッチして、すごくお洒落しやれな感じに見える。

　彼がフロントに近寄ると、彼の姿を認めた従業員が、やたら丁てい寧ねいなお辞じ儀ぎをしてから慌あわてて去り……代わりにジェネラル・マネージャーらしき人が急いでフロントに現れる。

「ミスター・バスティス。ようこそおいでくださいました。日本に視察にいらっしゃるとは存じておりましたが、それが今日とは……」

「すぐに部屋を用意してくれ」

　彼が、ジェネラル・マネージャーの言葉を遮って言う。

「最上階の、ペントハウス・スウィートは空いているか？」

「は、はい。もちろんです」

　彼は言って慌てて重厚な真しん鍮ちゆうの鍵かぎを二つ用意する。ジャンニに差し出しながら、

「エレベーターのキーと、お部屋のキーになります。すぐにベルボーイを……」

「必要ない」

　彼は言ってその鍵を取り、俺の腕を摑んだままロビーを横切っていく。

　ロビーにいるリッチそうな宿しゆく泊はく客が、モデルみたいにハンサムな彼と、それに引きずられていく制服姿の俺を呆然と見送っている。

　彼はエレベーターに乗り込み、ボタンのない場所、一番上の鍵穴にそれを差し込んでひねる。

　それがペントハウス階へのボタン代わりになってるみたいで、ドアがゆっくりと閉まった。

　……ああ、俺をこんなところに連れてきて……。

　俺は呆然としてしまいながら思う。

　……彼は俺に、いったい何をするつもりなんだろう？

　エレベーターの扉とびらが開くと、そこにはロビーと同じ大理石の象眼細工の床を持つ、広い空間が広がっていた。

　円形のエレベーターホールの真ん中に大きなローマ風の花台があり、そこには豪華な花が高く生けられていた。

　ホールの正面には、重厚な木でできた両開きのドアが一つ。

　……ってことは、このフロアには、一つしか客室がないってことだ。

　彼が鍵を開け、ドアを開くと……そこにはお洒落な間接照明に照らされた、真っ白な大理石を張られた長い廊ろう下かが続いていた。

　彼は俺の腕を握ったまま、早足でその廊下を歩き抜ける。

　そして、正面にある大きなドアを開き……。

「……うわ……」

　俺は思わず声を上げた。

　二階層吹ふき抜けになった広い広い部屋の向こう、壁かべ一面が、巨きよ大だいなガラスになっていた。

　窓の向こうには、星を薄うすく浮うかべ始めた、綺き麗れいなグラデーションを描えがく夕暮れの空。

　祝福のキャンドルみたいに見える大きな東京タワーと、その下に見み渡わたす限かぎりに広がる、星空みたいに美しい東京の夜景。

　間接照明だけに落とされた室内は、やっぱりお洒落な白い大理石の床。

　美しくライトアップされたアンティークのインドネシア家具が、そのリッチでお洒落な部屋をすごく落ち着いた空間にしている。

　彼は一いつ瞬しゆんだけそこで立ち止まり、それからまた俺の腕を引いて、リビングの横にあるドアの方に向かう。

　俺は彼に腕を引かれて歩きながらも、そのあまりの豪華さに思わず驚いてしまう。

　……なんか、ものすごい……。

　彼がドアを開けると……そこは落ち着いた絨じゆう毯たんの敷しかれた広い部屋で……。

「……あっ……」

　俺は部屋の中を見て思わず赤くなってしまう。

　そこには、バリ島のあのホテルにあったのととてもよく似た、インドネシア風の絵が描かれた天てん蓋がいを持つ、キングサイズのベッドがあったんだ。

　バリ島のあのホテルのベッドの上で彼に何をされたかが脳のう裏りをふいによぎり、俺は気が遠くなりそうになる。

　彼は俺をまるで愛する恋こい人びとみたいに愛いとおしげに愛あい撫ぶし……そして俺のすべてを奪うばった。

　俺は彼の愛撫に声がかすれるほど喘あえぎ……そして彼にすべてを捧ささげてしまった。

　……だけど。

　俺の心が、何かが刺ささったかのようにズキリと痛んだ。

　……あれは全部噓うそで……。

「……どうして……」

　俺の唇くちびるから、かすれた声が漏もれた。

「……どうして俺を、こんなところに……？」

　彼は摑んでいた俺の腕をグッと引き、俺を正面から真っ直すぐに見み据すえる。

「君を抱だくためだ」

　見つめてくる彼の目は、炎ほのおのような獰どう猛もうな光を浮かべていた。

「……あっ」

　思わず逃にげようとする俺の身体からだを、彼はその逞たくましい腕でしっかりと摑まえる。

　そして、獰猛な目で俺を至近距きよ離りから見つめて、

「伯お父じさんをがっかりさせたくなかったら……私の言うことを聞きなさい」

「……それって……？」

「君の出方次し第だいでは、伯父さんの会社との契けい約やくを打ち切ることもできる」

　彼の口からでたその言葉に、俺は愕がく然ぜんとする。

　伯父さんはあれから広告費用に、億近い単位のお金をかけてしまったって聞いた。

　ずっと俺を可愛かわいがってくれて、しかも契約が取れたと嬉うれしそうにしていた伯父さんの顔を思い出して、俺の全身から血の気が引く。

　……もしも今、契約が打ち切られたら、もしかしたら伯父さんの会社は潰つぶれてしまうかもしれない。でなくても、伯父さんは莫ばく大だいな借金を抱かかえて……？

「君も私と契約をしないか？」

　彼が俺を見つめ、無感情な声で言う。

「……契約……？」

　呆然と聞き返す俺に、彼はゆっくりとうなずいてみせる。

「あの夜が忘れられない。あの夜のように恋人として振ふる舞まってくれるのなら、伯父さんとの契約も破は棄きしない」

「……え……？」

　彼は俺を見つめて、どこか悲しげな、そしてとても獰猛な顔で微ほほ笑えむ。

「私は、この私を苦しめた君を許さない。そのためならどんなことでもするよ」　>>>♥

「……そんな……」

「伯父さんの会社を守りたければ、君は私の恋人として振る舞うこと。もしもできないのなら、私はどんな手を使ってでも君の伯父さんの会社を潰す。私にはそれが可能なんだよ」

「……ひどい……」

　俺の心の中に、この男に対する怒いかりがふつふつと湧わき上がってくる。

「なんてエゴイスティックな男なんだ！　権力があるからって、最低だ！」

　彼はその唇の端はしに酷こく薄はくな笑えみを浮かべて、

「なんとでも言えばいい。……私と契約を、するのか、しないのか？」

「……あ……っ」

「ノーなら、このまま私の手をふりほどけばいい。もしもイエスなら……」

　彼は、唇が触ふれそうなほど、俺に顔を近づけてくる。

「このまま、私にキスをしなさい」

　彼の甘い息が唇をくすぐる。

　命令の囁ささやきは、あの夜と同じだったけど……その口調は比べものにならないほど冷たくて。

「……う……」

　伯父さんの会社を盾たてに取られたら、どんなに悔くやしくても反はん抗こうできるわけがなかった。

「……ひどい……」

　俺は唇を嚙かんで、涙なみだをこらえた。

　あの夜、俺は彼にファースト・キスを捧げ、そしてベッドの中でも、数え切れないほどのキスをした。

「……あんたなんか、嫌きらいだ……」

　あの夜のキスを思い出したら、ふいに彼の顔がぼやけ……熱い涙が頰ほおを滑すべり落ちた。

　彼は指先で俺の顎あごを持ち上げ、そしてどこか苦しげな顔で俺を見つめる。

「君の気持ちなど、もう関係ない。契約を、結ぶのか、結ばないのか」

「……むす……」

　結ばない、と言って、このまま逃げられたらどんなに楽だろう。

　……でも……。

「……むす……ぶ……」

「それなら、私にキスをしなさい」

　……彼とは、もう、あんなにキスをしたのに……。

　……だけど今は、たった一つだけのキスをするのが、こんなに苦しい。

　俺は目を閉じて背せ伸のびをし、屈くつ辱じよくの涙を流しながら、彼の唇に、触れるか触れないかのキスをした。

「……コウジ……」

　彼の唇から、とても苦しげな囁きが漏れた。

　……ああ、どうしてそんな声を出すんだよ？

　俺はますます泣きたくなりながら思う。

　……それじゃ、まるであなたまで苦しんでるみたいに聞こえるじゃないか！

「契約成立だ」

　さっきの囁きとは別人のような冷れい淡たんな声に、俺は目を開く。

　すぐそばにあった彼の顔は、あの夜と同じに本当に端たん整せいで……だけどすごく冷たく見えた。

「伯父さんの会社は安あん泰たいと思ってくれていい。だが君はこれから私の恋人として振る舞うんだ」

　彼は言って、いきなり俺の身体を横抱きにして抱き上げる。

「あっ！　何を……っ！」

「忘れたのか？　恋こいに堕おちたゲイの男が何をするか、あのホテルであんなに教えてあげたじゃないか」

　彼は言い、俺の身体をベッドの上に乱暴に下ろす。

「あっ！」

　驚おどろいている俺の身体の上に、彼が獰猛にのしかかってくる。

「……あっ、やめ……っ！」

　彼の手が、俺の制服の上着のボタンを素す早ばやく外してしまう。

「……やだっ……やめろってばっ……っ！」

　ネクタイをゆるめられ、カッターシャツのボタンを外されて、俺は抵てい抗こうしようとバタバタと暴れる。

「コウジ」

　彼の低い声に、俺の身体は硬こう直ちよくする。

「契約は結ばれた。君には、私の恋人として振る舞う義務がある」

　彼は俺の顔を至近距離から見下ろしてきて、

「愛する男に抱かれる時、そんなふうに抵抗するかな？」

「……あっ……」

　動きを止めた俺に、彼はなんだかすごく冷れい酷こくな顔で笑いかけてくる。

「私に脱ぬがされるのがそんなに恥はずかしいなら、そうだな……自分の手で脱いでもらおうか」

　彼が言って、俺の上から身を起こす。

「えっ？」

「自分で脱ぎなさい」

　命令する口調の彼の声に、俺は屈辱のあまりまた泣きそうになる。

「ネクタイを外して、カッターシャツのボタンをすべて開けるんだ」

　俺は唇くちびるを嚙みながら、横たわったままでネクタイを襟えりから引き抜ぬき、カッターシャツのボタンを一つずつ開いていく。

　彼の視線を感じるだけで、なぜか身体があの晩みたいに熱くなってくる。

　……ああ、こんなことをさせられているのに……。

　俺はますます泣きそうになる。

　……どうして、身体が熱くなって来るんだよ……？

　恥ずかしさのあまり、カッターシャツの布地を握にぎりしめる俺に、

「それでは美しい君の肌はだが見えない。シャツを開いて、中を見せて」

「……く……っ」

　俺は息をのみ、それから顔を背そむけて思い切ってシャツを開いてみせる。

「そんなに嫌いやそうにしているくせに……」

　彼の指が俺の鳩みぞ尾おちに触れ、そのまま俺の肌をそっと辿たどる。

「……ん……」

「乳首が、こんなに尖とがっている」

　指先で先せん端たんをツンとつつかれて、そこから走ってしまった快感に、俺は思わず息をのむ。

「……あっ……」

「しかも、そんなにいやらしい声を出してしまう」

　指先で、キュッと揉もみ込むようにされて、俺の身体からだを電流が走り抜ける。

「……う、ああ……っ！」

　あまりにも強きよう烈れつな快感に、俺の腰こしが、勝手にヒクリと跳はね上がってしまう。

「そのうえ、自分から腰を揺ゆらしておねだりするなんて」

　彼の手が、俺のお腹をゆっくりと滑り降りていく。

「きっと、ここも……」

　言って、彼が制服のスラックスごと、俺の脚あしの間の屹きつ立りつを握り込む。

「……あああっ……！」

　俺の屹立はいつの間にか大きくなっていて……彼の指に反応して、キュウッとさらに硬かたさを増してしまう。

「ああ……やはりこんなに硬くしている」

　言いながら、キュッ、キュッ、と容よう赦しやなく握られて、俺の身体に信じられないような快感が湧わき上がってくる。

　先端から、先走りの蜜みつがトロトロと溢あふれるのを感じて、俺は恥ずかしさに泣きそうになる。

「……あっ……くう……っ」

「そんなに色っぽい声で喘あえいで。イケナイ子だな」

　彼が囁いて、俺のスラックスのベルトの金具をそっと外す。

「……やだ……開けるな……っ」

「それなら、自分で開けてごらん」

「……や、だ……」

　彼の言葉に、俺の目から涙が溢れた。彼はその大きな手で俺の顎を持ち上げて、

「そんな可愛かわいいフリで泣いてもダメだ。許さないと言っただろう？」

「……あ……」

「スラックスを脱いで」

「……そんな……」

　バリ島で彼にされたことを思い出して、俺は思わず真っ赤になる。

　彼は俺を何度も何度も射精させ、それからヌルヌルになった俺の後ろの蕾つぼみに……。

「……あっ……」

　あの時押し入ってきた、彼の逞たくましい屹立を思い出したかのように、双そう丘きゆうの奥深い場所が、甘く痛んでしまう。

「どうした？　私にすべてをはぎ取られ、乱暴に貫つらぬかれたい？」

　獰どう猛もうな顔で囁ささやかれて、俺は慌あわててかぶりを振ふる。

　……彼の屹立は、すごく熱くて逞しかった。そしてそのセックスは蕩とろけるほど甘くて。

　……乱暴に貫かれたら、きっと心と身体が、痛くて、つらくて、死んでしまうよ。

　俺はスラックスのベルトとボタンを外し、ファスナーを下ろす。

　彼から顔を背けながら、横たわったままでお尻しりを上げて、それを膝ひざまでずり下ろす。

「……これで、いいのかよ……あっ！」

　彼の手が、残ったチェックのトランクスを摑つかみ、そのまま一気に膝まで下ろした。

「こんなに蜜を溢れさせているなんて、とんだ淫いん乱らんだ」

「……やだ、何する……ああっ！」

　彼の顔が下り、俺の屹立が、いきなりあたたかなものに包まれた。

　彼の美しい形の唇が、俺の反り返った屹立に愛いとおしげなキスをする。

「……や、あっ！」

　先端を含ふくまれ、チュッと吸い上げられて、俺の身体に怖こわいほどの快感が走った。　>>>♥

「……くうう、んっ！」

　俺の先端から、快楽の蜜が、ドクン、と勢いよく放たれた。

　彼は俺の放った欲望を飲み干し、最後の一いつ滴てきまで搾しぼり取るように、俺の先端を吸い上げる。

「……くう……っ！」

　俺は残りの蜜も漏もらしてしまい……そしてぐったりとベッドに沈しずみ込む。

　こんなに辱はずかしめられているにもかかわらず、あんなに屹立を反り返らせ、しかもあんなにすぐにイッてしまうなんて……。

　……俺、さぞやみっともないだろう。

「……これで、満足……？」

　言った俺の目から涙なみだが溢れ、こめかみを伝った。

「……強ごう姦かんするなり、縛しばるなり、好きにすればいいよ……」

「……コウジ……」

　彼の囁きは、なんだかものすごくつらそうに聞こえた。

「今夜は、ここまでだ」

　彼が、ベッドサイドの引き出しからバスローブを出して、俺の身体の上にかける。

「シャワーを浴びて、今夜はこのまま泊とまるといい。私は別の部屋を取る」

　もっとすごいことをされるのかと怯おびえてしまっていた俺は、驚いて身を起こす。

「そのかわり……」

　彼は俺を振り返り、獰猛な目になって俺を見つめる。

「明日の夕方、同じ時間にこの部屋に来なさい。恋こい人びととして、私を楽しませてもらうよ」

　俺は、泣きそうになりながら思う。

　……ああ、もう、こんな男、大だい嫌きらいだ！







　　ジャンニ・バスティス







　契けい約やくで縛り、彼の身体を自由にした。

　彼は私に抵てい抗こうできず、あの甘い身体を私の前に差し出すことしかできない。

　……彼はもう、私から逃にげることはできない。

　……私はとてもエゴイスティックで冷れい徹てつな男だ。これで満足なはずじゃないか。

　私は窓のそばに歩み寄りながら、つらいため息をつく。

　……なのに、どうしてこんなにつらいんだろう？

　ここは、『ル・パレ・ドゥ・トーキョー』。最上階のスウィート。

　あれ以来、私は幸次を毎晩のようにこの部屋に呼び出している。

　毎晩のように彼をベッドに押し倒たおし、時には自分の手で、時にはみずから服を脱ぬがせる。

　彼は、屈くつ辱じよくに震ふるえながらも、手や唇で施ほどこされる私の愛あい撫ぶに不思議なほど反応した。

　唇くちびるを嚙かみ、かぶりを振って抵抗するが、最後にはたまらなげに喘ぎ、たくさんの蜜を放つ。

　まるで……あの夜のように。

　感じた彼はとても色っぽく、どんなに貫いてしまいたいと思ったか解わからない。

　だが、私は彼を最後まで奪うばうことだけはどうしてもできなかった。

　……彼は私を騙だまし、こんなにも深く傷つけた。

　私は、窓の外に広がる夜景を見ながら思う。

　……最後まで犯おかしてしまって、この憎にくい気持ちを彼の身体に刻んでしまえばいい。

　……しかし。

　部屋のドアが、まるで、気づかなければいい、とでも言いたげに小さくノックされる。

　私は部屋を横切り、広こたえもせずにドアを開く。

　そこには、学生鞄かばんとカバーの掛かけられたテニスラケットを抱だきしめた幸次が立っていた。

　いかにも金持ちの子息が着ていそうな、仕立てのいい制服。

　整った顔立ちの彼にそれはとてもよく似合い、彼は品行方正でスポーツ好きの、美しくて爽さわやかな普ふ通つうの高校生に見えた。

　だが、私を見上げてくる瞳ひとみには、怯えと、そして不思議なほどの色気がある。

　それは、ただの高校生では知り得ないような深い快楽を知ってしまった人間の目だ。

　私が手を伸のばすと、幸次は怯えたように一歩後ずさる。

　その様子が、私の怒いかりにまた火を点つける。

「今日こそ逃げられるかも、そう思った？」

　彼の腕うでを摑み、そのまま部屋の中に引きずり込んでドアを閉める。

「あっ！」

　私は言いながら、自分の首からネクタイを解く。

　彼は、怯えたように目を見開いて、背中をドアに押しつける。

　私は彼の手から荷物を取り上げ、ドアの脇わきにあるクローゼットに入れる。

　それからネクタイを持ったまま、彼の前にひざまずく。

「手を」

　手を差し出しながら言うと、彼はビクリと震えて背中の後ろに両手を隠かくす。

「手を出しなさい。抵抗するのは契けい約やく違い反はんだよ」

　見上げてやると、彼は泣きそうな顔で、私の手の上にそっと手を載のせる。

「……いい子だ」

　私は囁いて彼の手を持ち上げ、その滑なめらかな肌はだにそっと唇をつける。

「……あ……」

　彼の唇が微かすかな喘ぎを漏らし、その指がまるで感じてしまったかのようにピクリと震える。

「どうして、そんなに色っぽい声を出すんだ？　私とのことは遊びなんだろう？」

　私の中に、心の痛みに比例した激しい怒りが湧わき上がってくる。

「それとも、誰だれにでもそんな顔を見せてしまうのか？」

　彼は泣きそうな顔になって、

「違ちがう、俺は……」

「失しつ恋れんした相手の前でも、そんな顔をしてみたか？　そんな色っぽい顔をすれば、どんな男でも発情して襲おそいかかってくるだろうに」

「なんだよ、それ？　ソウジくんはそんな下品なこと……」

　彼がその男をかばう様子が、私の中の怒りに火を点ける。

「ソウジ、というのか？　その男の名前は」

　私は言いながら、彼の手首にネクタイを巻き付ける。

「……あっ……」

「後ろに手を回して。両手を揃そろえなさい」

　怯えた顔で言うとおりにした彼の両手首を、彼の背中でまとめる。

　彼の手首に傷が付かず、しかし簡単にはほどけない程度の固さで、ネクタイで縛る。

　拘こう束そくされた彼は、泣き出しそうな顔で私を見下ろし、震える声で、

「……どうして、こんなこと……」

「君に忠誠心を植えつけるためだ。……そして」

　言いながら、彼の制服の上着のボタンを外す。

「どんなことをしても、君に抵抗されないためだよ」

　言いながらスラックスのベルトと、ボタンを外してやると、彼は息をのむ。

「待って、何を……あっ！」

　私の手がファスナーをゆっくりと下ろしているのを見て、彼は怯えたように、

「何する気なんだよ、こんなところで！」

「愛し合うんだよ。私たちは熱愛中の恋人同士だ。どこで愛し合ってもいいだろう？」

「そんな……！」

「少し苛いじめて、君に、自分が今は誰のものなのか、きちんと自覚してもらいたいしね」

「やっ、やだっ……！」

　身をよじらせて逃げようとする彼の腰こしを、しっかりと両手で押さえつける。

「この可愛かわいい制服姿を、いつもソウジくんに見せているんだろう？」

「えっ？」

「この制服姿のままで愛されたら、彼に会った時、とても恥はずかしいだろうな」

　彼が怯えたように目を見開く。

「愛しているよ、コウジ」

　私は囁ささやいて、怯おびえたように息をのむ彼のスラックスと下着を両手で摑つかむ。

　そしてそのまま、腿ももの半ばまでそれをずり下ろす。

「ああっ！」

　彼は驚おどろいたように声を上げ、恥ずかしそうに身をよじらせる。

　カッターシャツの裾すそに隠された、彼の欲望。

　私はゆっくりとカッターシャツを持ち上げて、その屹きつ立りつを露あらわにする。

「ああ……やめてくれよ……っ」

　彼がかぶりを振ふりながら、泣きそうな声で懇こん願がんする。

「やめてくれ？　それならどうして……」

　私は、彼の屹立を見つめながら言う。

「……こんなふうに硬くしているのかな？」

　煽あおる言葉と、若い欲望に負けたのか、彼の屹立は、すでに半分ほど持ち上がっていた。

「……見るなよ……ああっ」

　彼の拒きよ否ひの言葉を無視して、手のひらでその屹立の形を辿たどってやる。

　指先で、硬くなりかけた茎くきの部分をそっと上下に擦こするだけで、彼の屹立はヒクヒクと震える。

「……うっ……うう……やめっ」

　両手を縛しばられて抵てい抗こうできない彼は、泣きそうな顔でかぶりを振る。

　膨ふくらみかけた先せん端たんを、キュッキュッと軽く揉もみ込むようにして刺し激げきしてやる。

「……やっ……あう……っ」

　とても感じるのか、彼の身体からだに細かな震ふるえが走った。

　彼の屹立が、一気に熱を持って硬く立ち上がってくる。

「いやらしいな、君のここは。少し触ふれただけで……」

「……あっ……くう……っ」

　先端のくびれの部分を指でなぞると、彼の唇からかすれた呻うめきが漏もれた。

「こんなふうにどんどん硬くなってしまうのだから。……愛しているよ、コウジ」

　囁きに反応するように、屹立がヒクリと震えた。

　硬く膨れた先端に、朝あさ露つゆのような先走りの蜜みつが滲にじむ。

「愛しているという言葉に反応するのか？　まるで純情な処女のようじゃないか」

　私は言い、滲んだ蜜を指先で先端に塗ぬり込めてやる。

「……あっ、く……う……っ」

「愛していない男の指でもこんなふうにすぐに濡ぬらす淫いん乱らんなのに。それとも……」

　私は彼の屹立をそっと握にぎり込む。

　止めどなく溢あふれてくる蜜を、親指ですくい取り、先端にヌルヌルと円を描えがいてやる。

「……く、ああ……っ」

「ほかの男の指を想像して、感じているのか？」

「……えっ……？」

「この指を、ソウジくんの指だと思おうとしている？」

　キュッと扱しごき上げると、彼は息をのみ、それから怒おこったような目で私を見下ろしてくる。

「ソウジくんと俺はそういういやらしい関係じゃないって、何度も……！」

「なるほど、それでは私とのこんな行こう為いは……」

「……あっ……ああ……っ」

　彼が射精してしまわないように加減して愛あい撫ぶすると、彼は言葉を途と切ぎれさせ、我を忘れたように喘あえいでしまう。

「君にとっては、とてもいやらしいことなのだろうな」

　私は囁いて身を屈かがめ、彼の反り返る屹立を、そっと口に含ふくんだ。

「……あ……！」

　彼がとても驚いたように声を上げる。

　舌で先端のスリットを舐なめ上げてやると、彼の腰が、ヒクッと震えた。

「……うっ……ダメ……舐めたりしたら……ああっ」

「腰を自分から動かしたりするなんて……」

　私は囁いてから、彼の硬く膨らんだ先端を、チュッと吸い上げてやる。

「……あああーっ」

「……なんていやらしい子なんだろう？」

　彼の屹立が、今にも放ってしまいそうに、ヒクヒクと震えている。

　私は、彼が簡単に射精してしまわないように、その屹立の根本を、痛くない程度の強さで握りしめる。

「うあっ！　やだっ！」

　彼は驚いたように暴れるが、両手を縛られているせいで大した抵抗はできない。

　私は彼の根本をせき止めたまま、彼の美しい先端を口に含む。

　そして、舌を使って丹たん念ねんに愛撫してやる。

「……あっ、あうっ、お願い、許してくれよ……っ」

　彼の身体がヒクヒクと震え、その唇くちびるから、かすれた声が漏れた。

「……くうっ……もう、俺、我が慢まんできない……っ」

「何が我慢できない？　私に愛撫されること？　それともジラされること？」

「……ああ……っ」

　彼は屈くつ辱じよくに耐たえるかのように強く目を閉じ、とてもつらそうに喘ぐ。

「……ジラさないで……っ」

「いい子だ。よく言えたね。ご褒ほう美びだよ」

　言って、せき止めた指を外してやる。

「……ああ……」

　そしてその手を伸のばして、彼の制服の上着の中に滑すべり込ませる。

「……何っ……あっ……あっ……くうっ！」

　震えて蜜を垂らす屹立をしゃぶってやりながら、カッターシャツの上から乳首を揉んでやる。

　彼は我を忘れたように喘ぎ……強く吸い上げた拍ひよう子しに……。

「あああーっ！　くうう……んんっ！」

　両りよう腕うでを後ろ手に縛られたまま身体を大きく震わせ、ドクン、ドクン、と欲望の蜜を放った。

　私はとても甘く感じる彼の欲望を、すべて飲み干した。

　彼はかぶりを振り、それからそのまま絨じゆう毯たんの上にズルズルと座り込む。

「……もう、やだ……もう、たくさんだ……」

　彼のしっかりと閉じられた瞼まぶたの隙すき間まから、煌きらめく涙なみだが一筋、零こぼれ落ちた。

「……こんなふうに俺を苛めて、なんか楽しいのかよ……っ」

　その悲しげな声が、私の心に突つき刺ささる。

　……彼を……こんなふうに悲しげに泣かせてしまうなんて。

　私は、座り込んでいる彼の手首から、ネクタイを解いてやる。

　そして、縛られていた手首に、そっとキスをする。

「ベッドに行こう。また縛られたりしないように、もう抵抗するんじゃないよ？」

　私は囁き、ぐったりと座り込んだ彼の身体を抱だき上げる。

　……ああ、どうしてこんなにつらい気持ちになるのだろう？







　　桜岡幸次







　学校と部活が終わった後、毎晩のように彼に呼び出されている。

　場所は、あの『ル・パレ・ドゥ・トーキョー』の最上階のペントハウス。

　なぜか最後まで貫つらぬかれることは一度もなかったけど……彼は俺を熱ねつ烈れつに愛撫し、死にそうになるまで喘がせ、搾しぼり取るようにして射精させる。

　まるで、熱烈に愛し合う恋こい人びと同士みたいに。

　……だけど……。

　俺は、部室の鍵かぎをかけながら、思う。

　……バリのあのホテルで、彼は、俺の、『バカンス先でのただのアバンチュールだ』という言葉を否定しなかった。

　……彼にとっては今のこれも、オリエンタルな極東の国、日本で楽しむ、ただのアバンチュールなんだ。

　俺は思いながら、鞄かばんを持って、部室がある地下の廊ろう下かを歩きだす。

　……日本での仕事が片づけば、彼はきっとイタリアに帰ってしまう。

　……そして、遊び相手だった俺のことなんか、さっさと忘れるだろう。

　そう思ったら、なんだかめちゃくちゃつらくなる。

　……どうしてこんなにつらいんだろう？

　俺は、泣きそうになりながら思う。

　……俺が恋人のフリをすれば伯お父じさんの会社にたくさんのお金が転がり込むんだし、アバンチュールだって割り切れば、あんな素す敵てきなホテルでリッチな思いができて、しかもキモチがイイ、彼とのデートは楽しいはずだ。

　だけど、俺はなぜかどんどん落ち込んでいる。

　伯父や両親だけでなく、テニス部のメンバーにまで病気じゃないかと心配をされる始末。

　……ああ……俺って本当に情けない！

　ため息をついた時……。

「桜岡部長」

　後ろから聞こえてきた、凜りんと澄すんだ声に、俺は驚おどろいて振ふり返る。

　そこには、制服を着て鞄とテニスラケットを持った、すらりとした人ひと影かげ。

　俺の憧あこがれの、あの、速川爽二くんが立っていたんだ。

「……爽二、くん……？」

　俺は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとしてから、

「……もう帰ったと思ってた。もしかして忘れ物？」

「いいえ」

　彼はツカツカと歩いてきて、俺の横に並ぶ。

「部長と、少しお話ししたいと思って」

　彼ににっこり笑われても、俺の心は前みたいにときめいたりはしない。

　その代わり、頭の中にはジャンニのことばかりが渦うず巻まいていて……。

　……本当に変だよ、俺。

　……いったい、どうしちゃったんだろう？

　爽二くんはしばらく俺を見つめ、それから何かに納なつ得とくしたようにうなずいて、

「やっぱり。……部長、恋こいをしてますね？」

　爽二くんが言った言葉に、俺はものすごく驚いてしまう。

「な、なにそれ！　まさか……」

　俺は笑い飛ばそうとして……だけど、笑えない自分に気づく。

　……恋？

　俺は頰ほおを引きつらせたまま、呆ぼう然ぜんと彼の顔を見つめて考える。

　……ジャンニへのこの気持ちは、恋なんかじゃないはず……なのに？

　爽二くんの綺き麗れいな顔が、いきなりフワリと曇くもった。

　……え……？

　俺の頰を、いきなり熱いものが滑り落ちた。

　……俺、泣いてるのか……？

　……いつでも格好いいところを見せなきゃ、と思っていた爽二くんの前で……？

　爽二くんは、勇気づけるように俺の手をそっと握にぎってくれる。

「つらい恋、なんですか？」

　その優やさしい声に、俺の中で張りつめていた何かが、プツリと音を立てて切れてしまう。

「……旅行先で会った人と……恋人ごっこをしてる」

　俺の唇から、勝手に言葉が漏もれた。

「……彼がもちろんアバンチュールのつもりなのは解わかってる。俺だって仕方なくそれにつき合ってるだけのはずだった。だけど……」

　……ああ、俺、何を言ってるんだろう？

「部長は……」

　爽二くんはポケットから清潔なハンカチを出し、それで俺の涙をそっと拭ぬぐってくれる。

「……部長は、本気になってしまったんですね？」

「……え？」

「……だって、本気の恋をしている人の顔をしていますから」

「……俺が……？」

　聞くと、爽二くんはゆっくりとうなずいてくれる。

「この間、僕に告白してくれた時、部長はこんな顔はしていませんでした」

「え？」

　彼の言葉に、俺は驚いてしまう。彼は優しい声で、

「僕には愛する人がいたので、どちらにしろオッケーはできませんでしたが……あなたの顔を見て、僕はすぐに解りました。だから、僕はあなたをあんなふうにあっさり振れたんです」

「解った？　何が？」

「あなたは僕に恋をしていたわけじゃありません」

「え？　だって、俺は君のことを綺麗だなって思って見とれてたし、テニスが上手で凜り々りしいところもすごく素敵だと思ってたし……」

　爽二くんは、なんだかくすぐったそうな顔をして、

「あなたにそんなふうに思われるのは嬉うれしいけど……それは恋とは違ちがうものですよ」

　爽二くんはそのオリーヴグリーンがかった綺麗な目で俺を真っ直すぐに見つめて、

「それに、最近気づいたんですが……あなたって、攻じゃなくて、受ですよね？」

「何それ？　俺、背も高いし、可愛かわいくないし、だから自分はずっと攻だと……」

　彼はちょっとあきれた顔で、かぶりを振る。

「身長の問題ではありません。おっちょこちょいで可愛い性格、すらっとしてしなやかな身体からだ、すごく純情なところ……あなたは、誰だれがどう見てもやっぱり受です」

「ええっ！」

　その言葉に、俺はすごく驚いてしまう。

「同じ受として、僕に同志愛みたいなものを持ってくれただけだと思います。じゃなかったら、小こ柄がらで、攻に可愛がられるようなルックスの受になりたかった、っていう単なる願望」

「……願望……？」

　……そう、なのかな……？

「そう。きっとあなたはすごく甘えたがりさんなんだと思います。逞たくましい攻にめちゃくちゃに甘やかされて、いつでも可愛がられたいタイプ」

「……ま、まさか……じゃあ、自分が、攻だ、攻だって自己主張していた俺って……？」

「純情すぎて、自分で認められなかったんじゃないですか？　本当は誰かに甘やかされて、奪うばわれてしまいたいんだなんて。……さて」

　爽二くんは廊下の時計を見上げ、俺の手を握ったままで廊下を歩きだす。

「あまり遅おそくなると、僕がダーリンに叱しかられてしまいます。さっさと決着をつけましょう」

「決着？」

「あなたの想い人のところに乗り込むんです。そして彼が本当に遊びなのか、確かめます」

　彼の言葉に、俺はものすごく驚いてしまう。

「そ、そんなこと……！」

　爽二くんは振り返って、俺を強い眼まな差ざしで睨にらんでくる。

「あなたが落ち込んでるところ、見ていられません」

「……あ……」

「あなたは、僕の恋こい路じを取り持ってくれた恩人です。あなたがもしも遊ばれているのだとしたら……僕は相手を許しません」

　彼の瞳ひとみがキラリと光り、俺は思わず見とれてしまう。

「爽二くんって、やっぱり格好いいな」

　言ってしまうと、彼はちょっとあきれたように苦く笑しようして、

「そんなふうに可愛いから、どうしても放っておけなくなるんです。……ほかならぬ部長のためだ。彼の気持ちを確かめるために一ひと芝しば居いうちましょう」

　……彼の気持ちを確かめるのは、とても怖こわい。

　……でも。

　俺は爽二くんの顔を見ながら、気持ちを確かめる。

　……ずっとこのままでいることなど、できないんだ。




　　　　＊




「桜岡部長が失しつ恋れんした相手と言っていたのは、僕なんです」

『ル・パレ・ドゥ・トーキョー』のペントハウス。

　ジャンニがドアを開けたと同時に、爽二くんは彼を睨みあげて宣言した。

「だけど僕たち、よりが戻もどりましたから。もう、彼に構わないでください」

　ジャンニは愕がく然ぜんとした顔で爽二くんを見下ろし、それからゆっくりと俺に視線を移す。

「彼が、君が言っていた失恋相手？」

「そうだよ！　めちゃくちゃ可愛いだろう？」

　俺が言うと、ジャンニは何か混乱したような顔で、

「失恋、と言っても、彼と君では……」

　俺と爽二くんを見比べる。それからなんだかすごくつらそうな顔で、

「よりが戻ったというのは噓うそだろう、コウジ？　どうしてそんなことを……」

　その言葉が、俺の中の何かをプツリと切ってしまう。

「だって！」

　俺は拳こぶしを握りしめて、彼に向かって叫さけぶ。

「バリ島で俺を抱だいたのは、ただの旅先でのアバンチュールのつもりだったんだろう？」

「え？」

　彼がとても驚おどろいたように目を見開く。

　……ああ、今ならよく解る。

　……どうして、ずっと、あんなにつらかったのか。

「今だって、こうやって面おも白しろがって俺を苛いじめるだけ苛めて、仕事が終わったらすぐに帰ってしまうんだろう？」

「帰る？」

「だってあんたはバスティス家の総そう帥すいなんだろ？　だから日本での仕事がすんだら、イタリアに帰っちゃうんだろ？」

　思っただけで泣けてくる。

　……そう、俺は本当は、ジャンニに、『ずっと一いつ緒しよにいよう』って言って欲しかったんだ。

「私が仕事で日本に滞たい在ざいしていて、その片手間に君を抱いているとでも？」

「図星だろ？　だけど、こんなことをされて日本に取り残された俺はどうなるんだよ？　あなたのこと、こんなに心と身体に刻みつけられて、なのにあなたがいなくなって、俺……」

「コウジ……それは……」

「俺、やっと解ったんだよ！」

　俺は拳を握にぎりしめて叫ぶ。

「あの朝、俺は、あなたに、『昨夜のことは遊びなんかじゃなかった、ずっと一緒にいよう』って言って欲しかったんだよっ！」

「……コウジ……！」

　思わず泣いてしまった俺を、ジャンニはしっかりと抱きしめた。

「……ああ……」

　……ああ、あの朝、どうして、遊びだったなんて言えたんだろう？

　……俺、この人のことが、こんなに胸が痛くなるほど好きなのに……。　>>>♥

「……遊びのわけがないだろう？　こんなに愛しているのに」

　ジャンニの唇くちびるから、苦しげな囁ささやきが漏もれた。

「日本にいるのは仕事のためじゃない。君をどうにかして振ふり向かせたくて、無理やりに長期休きゆう暇かを取ってここにいる。もう、君のことしか考えられないんだ」

　彼の言葉に、俺はすごく驚いてしまう。

「あんな島でもいつも仕事のことばかり考えてるほど、仕事に熱中してたんだろ？　それにあなたは、大きい会社の社長で財ざい閥ばつの総帥だし……そんな簡単に……」

「簡単ではない。このままでは私は社長の座を奪われるかもしれない。しかし……」

　彼はその真しん摯しな瞳で俺を見つめながら言う。

「君の心が手にはいるのなら、すべてを失っても構わない」

　彼の言葉が、俺の心を激しく揺ゆらす。

　……たしかに彼は、自分で『遊びだった』と言ったことは一度もない。

　……だけど……？

「じゃあ、アバンチュールなんだって言った時、どうして否定しなかったんだよ？」

　俺が言うと、ジャンニはすごくつらそうな声で、

「君がそんな軽い気持ちで抱かれたのかと思ったら、言葉が出なかった。そして私を誰かの代わりにしたと言った君を、とても憎にくいと思った。汚きたない手を使ってでも追いつめ、とことん苛めてしまおうと思った。だが……」

　彼は腕うでの中の俺の顔を、真っ直すぐに見つめてくる。

　その漆しつ黒こくの瞳の中には、とても愛いとおしそうな、胸が痛くなるほど優やさしい光。

「身体からだは腕の中にあっても、君の心はどこか遠くにあった。こんなに愛しているのに届かない。日本で君を抱きながら……とても寂さびしかったよ」

　こんなに完かん璧ぺきに見えるハンサムな彼の、こんなにつらそうな言葉。

「俺も……日本であなたに抱かれるのが、とてもつらかった」

　俺の唇から、かすれた声が漏れた。

「無理やりにあんなことをされて……とても嫌いやだった？」

　彼の言葉に、俺はかぶりを振る。

「つらかったけど……きっと嫌だからじゃなくて、契けい約やくで縛しばられてるのが悲しかったんだ。俺はずっと、ただの恋こい人びととして、あなたとキスをしたり、愛し合ったりしたかったんだ」

「コウジ」

　彼の逞たくましい腕が、俺の身体をしっかりと抱きしめた。

「君との恋れん愛あい契約は破は棄きするよ、コウジ。君が反はん抗こうしても伯お父じさんとの仕事にはまったく影えい響きようはない。……それでも、私に抱かれてくれる？」

　真っ直ぐに見つめられて、俺の心が甘く痛む。

「うん。契約に縛られてじゃなくて……本当の恋人として抱かれたい」

　恥はずかしさに真っ赤になりながら囁いた俺を、彼がふわりと抱き上げる。

「……うわ、何……っ？」

「恋人同士が愛を確かめ合うのに、相応ふさわしい場所に行こう」

「ええっ？」

　ジャンニは俺を抱き上げたままで爽二くんを振り向いて、

「コウジについてきてくれと頼たのまれたんだね？　だが、君のおかげでコウジの気持ちが解わかった。……ありがとう」

　爽二くんは、にっこり笑って、

「あなたが部長を愛していることが解って、本当に安心しました。桜岡部長は学校のみんなから愛されている、とても可愛かわいい人ですから。……大切にしてくださいね？」

「もちろんだよ」

　……なんで？

　……この二人、いきなり解り合ってるぞ！

「このままハネムーンに行きたい。一週間ほどコウジを休ませたいんだが、君たちの学園ではそれは可能だろうか？」

　ジャンニのとんでもない言葉に、爽二くんはにっこり笑って言う。

「ええ。あの学園の教頭先生は僕の言いなりなんです。ご両親への連れん絡らくも、出席日数の件もお任せください。……桜岡先せん輩ぱいは、僕たちの恋こいのキューピッドと言える人なので」

「……教頭先生？　爽二くんの恋人って、あの花はな房ぶさ教頭先生だったの？」

　思わず叫んだ俺に、爽二くんはイタズラっぽい顔で微ほほ笑えむ。

「ええ。でも学園では秘密ですよ？　お・た・が・い・に！」

　言って、片目をつぶってみせる。それから可愛い仕草で手を振って、

「行ってらっしゃい、部長！　彼にうんと甘えて、うんと可愛がってもらってくださいね！」

「な、何言ってるんだよ、爽二くんったら！」

　……あんな綺き麗れいな顔をして、そんな強きよう烈れつなことを言うなんて！

　真っ赤になる俺をエレベーターの方に運びながら、ジャンニは楽しそうに笑う。

「おいで。ハネムーンに出発だよ」

「うわ、待って。どこに行こうって言うんだよ？」

「到とう着ちやくするまで秘密だよ。ただ……」

　彼は俺に顔を近づけ、そっとキスをする。

「……君をうんと可愛がることのできる場所、とだけ言っておこうか」




　　　　＊




「……あっ……ああ……っ」

　俺の甘い喘あえぎが、花の香かおりのする風の中に響ひびいている。

「……ジャンニ……俺、もう……っ！」

「まだ許さないよ」

　彼が、耳元で甘く囁く。

「最初の朝、このベッドで『これは遊びだ』なんてひどいことを言った君に……」

　彼が、俺の身体を愛あい撫ぶしながら囁く。

「……うんと、お仕置きをしなくてはね」

　ここは、バリ島。

　最初に彼と出会ったホテル『ル・パラディ・ドゥ・ウブドゥ』。

　生まれたままの姿で俺たちが抱だき合っているのは……あの夜に彼と結ばれたのと同じ、あのリッチなスウィートルームのベッドの上だ。

　あの後、俺はホテルから連れ出され、リムジンに押し込まれた。

　家に寄ってパスポートをとって来るように言われて……そしてそのまま、二人が最初に愛し合った島、バリ島まで連れてこられてしまったんだ。

「……お仕置きなら、もう、十分だよっ！」

　俺は泣いてしまいながら叫さけぶ。

　だって俺は、彼の唇と指で強烈に愛撫され、だけどぎりぎりでジラされて、まだ一度もイカせてもらえてなくて。

　彼はなんだかすごく愛おしげに俺を見下ろして、

「ああ、泣き顔も綺麗だ。発情した君は可愛くて、とても色っぽいよ」

「……もういいから、噓うそ言うな……俺、身体はごついし、顔は可愛くもなんともないし、色っぽいわけがなくて……」

　彼は驚おどろいた顔をしてから、なんだか楽しそうに笑う。

「……な、なんだよ、なんで笑うんだよっ……？」

「本当に自覚がないんだな。だからそんなに可愛いのか」

　彼は俺に顔を近づけて、唇くちびるにそっとキスをする。

「滑なめらかな頰ほお、煌きらめく瞳ひとみ。君は……見とれるほど綺麗だよ」

「……あ……」

　俺の頰が、カアッと熱くなる。

　彼は顔を下ろし、俺の鎖さ骨こつの上にそっとキスをする。

「しなやかな筋肉と、美しい骨格。君の身体は……抱きたくなるほど美しい」

「……ん……」

　俺の身体が、ふわりと甘く痺しびれる。

「そして……」

　彼が顔を下ろし、俺の乳首の先せん端たんに触ふれるか触れないかのキスをする。

「……染まる肌はだ、セクシーな喘ぎ。発情した君は、私の理性を溶とかすほどに色っぽい」

「……んん……」

　俺の屹きつ立りつが、限界近いことを訴うつたえて、ヒクンと震ふるえて、切なく蜜みつを垂らす。

　そして、俺の蕾つぼみは、このベッドで教え込まれた彼の逞しさを求めて、熱く蕩とろける。

　彼の舌が、俺の乳首の先端をゆっくりと舐なめ上げる。

「……ああ……っ」

　ヌルリとした感かん触しよくに、全身に震えが走る。

　俺が感じたのに気づいたのか、彼はもう片方の乳首を摘つまみ、そのままゆっくりと揉もんでくる。

「……あっ、や……だっ……そんなことされたら……っ」

　片方の乳首をチュクッと吸い上げられ、もう片方をキュッキュッと揉み上げられて、足下から怖こわいほどの快感が駆かけ上ってくる。

「……ダメだよ……あ、うう……っ」

　俺の腰こしがヒクリと跳はね上がる。

　硬かたくなった屹立の先端から、トロトロと先走りの蜜が流れ落ちる。

　……ああ、もう、おかしくなりそうだ……！

「……お願いだよ……っ」

　我が慢まんできなくて言うと、彼はなんだかすごくイジワルな顔で微笑んで、

「ん？　何をお願いしているのか、ちゃんと言ってごらん？」

　囁ささやかれて、俺は恥はずかしさのあまり泣いてしまいそうになる。

「……ほ、欲しいよ……」

「欲しい？　何が？」

「……ああ、イジワル……！」

　俺はもう我慢できずに、涙なみだを零こぼしてしまいながら、

「……あなたが欲しいんだよ……来て……！」

「……いい子だ」

　彼が言って、俺の両りよう脚あしを大きく割り広げる。

「……あっ……」

「そんな色っぽい声を出されたら……」

　恥ずかしさに震える俺の蕾に、彼の燃えるように熱い屹立がグッと押し当てられる。

「……ああっ……」

「優やさしくできなくなってしまうよ」

「……優しくなくていい。俺を奪うばって……あっ！」

　俺の言葉を合図にしたように、彼が一気に腰を進めてくる。

　逞たくましい彼を受け入れるのはとても大変そうに思えたけれど、俺の蕾は彼を柔やわらかく受け入れ、クチュッと音を立てて彼を包み込む。

「……う、んっ……！」

　そして、まるで彼を待ちこがれていたかのように、キュッと甘く締しめ上げてしまう。

「……あ、う……っ！」

　締め上げたとたん、内ない壁へきでリアルに感じる彼の逞しい形。

　俺はそれだけで、おかしなほど感じてしまい、思わず声を上げる。

「まだ、つらい？」

　優しく囁かれて、俺はかぶりを振ふる。

「……ううん、気持ち、いいんだ……」

「……コウジ……」

　彼が、俺の耳たぶにキスをしながら囁く。

「……そんな可愛かわいいことを言われたら、手加減できなくなるじゃないか」

「……ああ、手加減なんか、しないで……」

　俺は我を忘れて囁く。

「……俺の、すべてを奪ってくれよ……ああっ！」

　俺の言葉が終わらないうちに、彼が獰どう猛もうな抽ちゆう挿そうを開始する。

「……あっ……あっ……ジャンニ……んん……！」

　俺のすべてを奪ってくれようとするかのように、彼の唇が俺の唇を包み込む。

「……んっ……んっ……んん……っ！」

　深いキスをされながら、逞しい屹立が俺を貫つらぬいてくる。

「……んっ……あふ……んん……っ！」

　与あたえられる、数え切れないほどの甘いキス。

　二人が一つになる、グチュ、グチュ、という濡ぬれた音が、南国の夜に淫みだらに響ひびく。

　感じて、ヌルヌルになるほど濡れていることがまざまざと解わかり……ものすごく恥ずかしい。

　彼は名残なごり惜おしげに唇を離はなし、俺の耳元に唇を近づける。

「……コウジ……愛している……」

　彼の甘い囁きに、気が遠くなりそうだ。

　二人の呼吸が、花の香かおりの風の中で、だんだん速くなる。

「……あっ……は、あ……ああ、う……っ！」

　大きなベッドが、まるで嵐あらしの中の船のように揺ゆれる。

「……んっ……んう……ああっ！」

　押し上げられるたびに身体からだを痺れさせる快感に、今にも気絶しそうだ。

　……ああ、俺はこんなに彼を愛してるんだ……。

　汗あせばんだ二人の肌が、熱く擦こすれ合う。

　反り返った俺の屹立が、彼の熱い肌に押し当てられる。

　先走りの蜜をとめどなく溢あふれさせた俺の屹立が、ヌルッ、ヌルッと彼の肌に濡れた線を描えがく。

「……ああっ……ダメだよ……動いたら……っ」

「ダメ？　こんなにしているくせに？」

　イジワルな声で囁かれ、彼の大きな手に、ヌル、と握にぎり込まれる。

「……ああーっ……」

　俺の屹立は震え、今にも射精しそうになる。

「仕方のない子だ。もうこんなにカチカチだ。……我慢できない？」

　囁きながら、容よう赦しやなく愛あい撫ぶされる。

　俺はかぶりを振り、イッてしまいそうになるのを、必死でこらえる。

「……ああ、ダメだ……もう……っ！」

　後ろと前とに同時に与えられる、脳のう髄ずいを痺れさせるような快感に、もう何も解らなくなる。

「……ああ、ジャンニ……愛してる……愛してるよぉ……っ」

　彼の屹立が、ひときわ深く俺を貫いた。

「……ああっ、くうう……んっ！」

　あまりの快感に、目の前が真っ白にスパークする。

　俺は息をのみ、反り返った屹立から、ドクン、ドクン、と激しく蜜を噴ふき上げた。

「……ジャンニ……！」

　あまりの快感に、俺の蕾が、逞しい彼の屹立を、キュウン、と締め上げてしまう。

「……コウジ……愛している……！」

　ジャンニがセクシーな声で囁く。

　そして、貪むさぼるようにして俺を激しく揺すり上げ……そして俺の奥深い場所に、熱い欲望を激しく注ぎ込んでくれたんだ。




　　　　＊




　すぐそばで聞こえる小鳥のさえずりに、俺はゆっくりと目を覚ます。

　逞しい胸に俺を抱だきしめているのは、まるで彫ちよう刻こくみたいに美しい、一人の男。

　身体に直に触ふれている、とても熱い、そして滑なめらかな彼の肌。

　……二人とも……裸はだか……？

　俺は一いつ瞬しゆん呆ぼう然ぜんとし、それからカアッと赤くなる。

　……うわ、俺、なんてこと……！

　……裸のままで寝ねちゃったのか……？

「……おはよう、コウジ」

　覗のぞき込んでくるのは、少し乱れた髪かみがセクシーな、見とれるような美び貌ぼうの男。

　ジャングルの闇やみのような漆しつ黒こくの、だけどとてつもなく優しい瞳ひとみ。

「……お、おはよう、ジャンニ……」

　見つめられ、彼の肌はだを感じているだけで……心がツキンと甘く痛む。

　だけど、甘く痛んだのは心だけじゃなく……。

「……あっ……」

　昨夜、彼の欲望を受け入れていた蕾つぼみが、激しい快感を思い出して甘く痛む。

　それだけでなく、何かを求めるかのように、キュ、と収縮してしまう。

「……うっ……」

　思わず呻うめいた俺の腰こしを、彼の大きな手が容赦なく引き寄せる。

「……わっ！」

　朝起きたばかりのせいで、俺の屹きつ立りつはしっかりと勃たち上がってしまっていた。

「どうした、こんなに硬かたくして？」

　屹立が彼の引き締まった身体に押しつけられて、俺は息をのむ。

「あんなにしたのに、まだ足りなかったのかな？」

　愛いとおしげに囁ささやかれて、身体が熱くなりそうになる。

　俺は真っ赤になりながら、彼の胸を両手で押し返す。

「待って、ちょっと待って！　そういえば俺、あなたに聞きたいことがあったんだ！」

「聞きたいこと？」

　不思議そうな顔をする彼に、俺は、

「昨日、爽二くんに会った時、いきなり通じ合って、妙みように仲良くなっちゃったよね？」

「え？　ああ……それは……」

「ソウジって名前にあんなに固こ執しゆうして俺を苛いじめてたくせに、あれってどういうこと？」

　俺は、彼の顔を睨にらみあげて、

「爽二くんが、想像以上の美人だったからだろ！」

「え？」

「やっぱりあなたも俺みたいな地味なヤツより、爽二くんみたいな美人がいいんだろ！　だから顔を見ただけで仲良くなっちゃったんだろ！　まさかそのうち浮うわ気きとか……」

　彼は驚おどろいたように目を見開き……それからいきなりプッと吹き出す。

「なんなんだよ？　笑いごとじゃないっ！」

「ああ、すまない。だが……」

　彼がまだ笑いながら言う。

「嫉しつ妬としてくれて嬉うれしい。そして嫉妬する君は、とても可愛かわいいよ」

「嫉妬？　なんだよ、それっ？」

「爽二くんと私が顔を見ただけで通じ合ってしまったのが、気に入らないんだろう？」

「う……それはそうだけど……」

「解った。説明しよう」

　彼は俺を抱きしめて、顔を覗き込んでくる。

「ゲイの気のある人間には、たいてい相手が攻か受かを見分ける本能が発達している。私もそうだし、あの爽二くんという子もそうだろう。彼や私から見れば、君はどう見ても受だ」

「そういえば、爽二くんに、あなたは受ですって言われたけど……でも俺、背は高いし、肩かた幅はばあるし、爽二くんみたいに可愛くないし……」

「どうして君のような子が、自分は可愛くないなどと口走ったのか、ずっと疑問だったんだ。自分をあの子と比べていたんだな？」

「そうだよ！　だって俺、爽二くんみたいに華きや奢しやじゃないし……だから受になるなんて……」

「私の個人的な意見を言わせてもらえば……」

　彼は真面まじ目めな顔で俺の顔を覗き込んで、

「君くらいの体型の方が好みだ。しっかりした肩かたも、すらりと長い手足も魅み力りよく的に映る。君を初めて見た時から見とれたし、こうして抱きしめていても……とても発情するよ」

　キュッと身体からだを引き寄せられて、俺は思わず赤くなる。

「……バ、バカ……」

「私は、ソウジという男が逞たくましい攻なのだとばかり想像していた。君がその男に抱かれたがっているのではないか、と思って、嫉妬で狂くるいそうになっていた」

「あ、だから白井と歩いてた時、あんなに怒おこったの？」

「彼がゲイかどうかは解らないが、彼の方が逞しく、君と似合いに見えた」

「白井はただの腐くされ縁えんの悪友。テニス部の副部長だよ？」

　彼はうなずいて、

「だが、本当のソウジくんは、逞しい攻ではなく、とても華奢な、どう見ても受だった。彼も私を見たとたん、すべての発ほつ端たんは私の誤解だと気づいたようだった」

「誤解？」

「ソウジという名前の人間が攻だと誤解されている、それが元で二人はすれ違ちがっている、そう見み抜ぬいたんだろうな」

「……う……爽二くんってやっぱり賢かしこい……」

「自分で自分をどう思っているのか知らないが……君は根っからの受だということだ。付け加えれば、君と彼では、彼の方がまだ攻の要素が強い。君がどんなに口説いても、彼を押し倒たおすことなどできなかったと思うよ」

「へっ？」

「もしも万が一そういう関係になったとしても、君が押し倒される側だろうな。まあ、彼には見るからに熱愛する恋こい人びとがいそうだし、一生そんなことにはならないだろうが」

「なんだ、それぇ？　じゃあ、俺の失しつ恋れんっていったい……？」

「こんなふうになりたい、と憧あこがれていた子に恋人ができてしまったのがショックなだけだったんだろう。まるで乙おと女めのようだな」

　彼は言って俺の額に唇くちびるを押しつける。

「けっこう嫉しつ妬と深ぶかいところも、その可愛らしいところも、すべて大好きだ」

　彼が、ふいに真しん剣けんな顔になって、俺の顔を真っ直すぐに覗き込んでくる。

「嫉妬に狂って、君を苦しめてしまったようだ。……すまなかった」

　急にトーンを落とした声で囁かれて、俺の心臓がトクンと跳はね上がる。

「いいよ、もう」

　俺は言って、ため息をつく。

「俺を嫌きらいだったわけじゃなくて、嫉妬して苛められてただけだって解わかったら、なんだかどうでもよくなった。っていうか……」

　俺は一人で赤くなりながら、

「……逆に、嫉妬されたことがちょっとだけ嬉しいような……？」

　彼は少し驚いたように目を見開いて、それから安心したように微ほほ笑えむ。

「なるほど、それならよかった」

　言って、俺の身体を抱き寄せる。

「安心して、君をたっぷりと苛められるよ」

「え？」

「また縛しばったり、口でしたり、してあげようか？」

「うわあっ！」

　俺は真っ赤になって彼の腕うでから逃にげようとする。

「……ええと、シャワーとか浴びてこないと……んんっ！」

　逃げようとして俺の唇から、こらえきれない甘い声が漏もれてしまった。

　彼の両手が二人の身体の間に滑すべり込み、俺の乳首を左右同時にキュッと摘つまみ上げたんだ。

「……ふ、あ……ああっ！」

「シャワーはあとでいい」

　囁きながら、硬かたさを確かめるかのように、キュッキュッと揉もみ込まれる。

「きっと、すぐにまたヌルヌルにしてしまうだろうから」

「……そんな……あっ……あう……ん……っ」

　昨夜たっぷりと愛あい撫ぶされてめちゃくちゃに敏びん感かんになっていた乳首から、怖こわいほどの快感が走り、身体を痺しびれさせる。

　彼の肌はだに押しつけられた屹きつ立りつから、恥はずかしいほどの蜜みつが滲にじみ出すのが解る。

　彼の肌との間に蜜が溢あふれ、屹立が、ヌルヌルと刺し激げきされる。

「……あっ……ふ、あ……っ」

　……ああ、昨夜、あんなにしたのに……なんて恥ずかしい、俺の身体……。

「……う、ダメ……もうやめ……っ」

「やめる？　とても感じてるようなのに？」

　彼が囁いて、顔を下ろす。

「……あ、何……うわ……っ」

　乳首をチュッと吸い上げられて、知らずに腰こしが跳ね上がる。

「……あっ、やっ……あ……っ」

「イケナイ子だな。昨夜あんなにしたのに……」　>>>♥

　囁きながら、彼の手が俺の屹立を、クチュッと握にぎり込む。

「また、こんなに濡ぬらしてしまって」

「……うわ……ダメ……何するんだよっ！」

　真っ赤になって言うと、彼はすごくセクシーな顔で微笑む。

「二度と遊びだろうなんて言えないように……朝からしっかりとお仕置きだ」

「そ、そんな……んん……っ！」

　のしかかられ、唇に、甘い、甘い、キス。

「愛しているよ、コウジ」

　俺の恋人は、獰どう猛もうで、嫉妬深くて、とってもエゴイスティック。

　だけどこんなふうに……囁ささやきだけで俺を蕩とろけさせてしまう。

「……俺も愛してる、ジャンニ……」

　俺の唇から、本気の囁きが漏れた。

　俺のハンサムな恋人は……こんなふうに、本当にセクシーなんだよね。
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　こんにちは、水みな上かみルイです！　初めての方に初めまして！　水上の別のお話を読んでくださった方にいつもありがとう！　この本を立ち読みしている皆様、後ろから水上が忍しのび寄ってきているかもしれません！　危険ですのでこの本を持ったまま、すぐさまレジヘゴー！（笑）。
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　とても楽しく書いたお話です（笑）。あなたにも気に入っていただけると嬉うれしいです！

　それではここで、各種お知らせコーナー！

★オリジナル同人誌サークル『水上ルイ企き画かく室しつ』をやってます！

　東京での夏・冬コミに新刊出してます。カタログで見つけたら遊びに来てね！

★最新情報をゲットしたい方は、ＰＣでアクセス！

　Ｗｅｂ環かん境きようにある方は、『水上通信デジタル版』http://www1.odn.ne.jp/ruinet/menu.html へＰＣでどうぞ。

　それではこのへんで、お世話になった方々に感謝の言葉を。

　こうじま奈な月づき先生。お忙いそがしい中、素敵なイラストをどうもありがとうございました！　セクシーなジャンニと、可愛かわいい幸次にうっとりでした！　表紙もすごく綺麗で感動でした！　お仕事をご一いつ緒しよできて嬉しかったです！　これからもよろしくお願いできれば幸いです！

　ＴＡＲＯ。早く次の『狸たぬき日記』を～（笑）。狸、そして金時はいったいどうなる？（笑）。

　担当のＡ澤さん、編集部のみなさま。今回も大変お世話になりました！　そしてこれからもよろしくお願いいたします！

　最後になりましたが、この本を読んでくれたあなたへ。どうもありがとうございました！

　これからも水上はがんばりますので、応おう援えんしていただけると嬉しいです！




　　二〇〇三年十二月


水上　ルイ　　
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